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「〝風魔カマイタチ〟」

　ひゅんと耳みみ許もとを吹き抜けた魔ま界かいの風は、乾かわいた灰色の地面を切り裂さき土つち埃ぼこりを巻き上げながら、行く手を阻はばむブラックドッグの群れに襲おそいかかります。

　名前のとおり黒い犬の姿をしたマモノ、ブラックドッグの武器は、金属鎧よろいすら嚙かみ砕くだく強きよう靱じんな牙きばと麻ま痺ひ毒どくを含んだ爪つめ。そしてなにより、数です。

　正面だけでおよそ三十。後方と合計すれば軽く五十を超えるでしょう。

　駆かけ出しの冒ぼう険けん者しやであればひとたまりもなかったでしょう。が、この私──アンジュ＝セレッソにとっては、どうという数ではありません。

　荒れ狂う魔界の風に巻かれたブラックドッグたちは、真っ二つどころか跡あと形かたもなく切り刻まれて、血ち煙けむりと化していきます。

　激しくなびくマントを押さえつつ背後を見やると、小さな身体からだをくるくると独こ楽まのように躍おどらせてナギナタを振り回すメイドさんの姿が目に飛び込んできました。

　トモエさんです。

　人形のように可愛かわいらしい容姿に似合わず、彼女は並の戦士よりも遥はるかに腕うでが立ちます。

　それもそのはず。トモエさんは、旧世界の魔ま法ほう技術によって作り出された疑ぎ似じ生命体──ゴーレムなのですから。

　エプロンドレスを翻ひるがえしてブラックドッグを次々に斬きり伏せていくトモエさんは、もう一人の仲間より断然頼りになります。

　で、そのもう一人の仲間はというと──。

「ひゃああああああああああ」

　情けない悲鳴をあげて逃げ回っていました。

　仲間──というよりも、彼こそが私たちの旅の主役に他ほかならないのですが。

　まったく……魔ま王おうの娘むすめとの戦いで一皮剝むけたかと思いきや、ヘタレっぷりはそのままです。

「ぎゃあああああ！　血が、血がかかったあああぁぁぁ……」

　目を白黒させて、ひっくり返ります。

　勇者にあるまじき姿。

　知らない人に、このアホタレがかの英雄レイジャック＝ウル＝ハイドフェルトの曾ひい孫まごだと説明しても、誰も信じてはくれないでしょう。

　初めは私も信じられませんでした。信じられないというか信じたくないというか。

　嘆なげかわしい限りですが、いくら嘆いてみても、こいつが──レックス＝イル＝ハイドフェルトが、私の仕える主あるじであるという事実は変わってはくれません。

　この旅が始まってから何度目ともつかないため息をこぼして、私は次の魔法を使うための呪じゆ文もんの詠えい唱しように入りました。

　精神の糸は、既すでに〝世界の傷〟の彼方かなたに到達しています。

「〝雷電ナルカミ〟」

　掲かかげた杖つえの先からほとばしった魔ま界かいの雷いかずちは、倒れたアホタレに襲おそいかかろうとしていたブラックドッグを骨の髄ずいまで焼き尽つくして、戦いに終しゆう止し符ふを打ちました。

　当然の勝利。たかがブラックドッグに手こずっているようでは、魔ま王おうに打ち勝つことなんてできるはずもありません。

　そう──。

　私たちの旅の最終目的は、こちらの世界への侵しん攻こうを目もく論ろむ魔界の王メイ＝ヘムの打倒なのです。

　剣つるぎの国ランドールの王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しだった私に、この不可能極まる任務を与えたのは、レイヴェン＝ギル＝ハイドフェルト将しよう軍ぐん──アホタレのお兄様です。

　レイヴェン様といえば、ランドール国内だけでなくアデール大陸中にその名を轟とどろかせる若き猛もう将しようです。しかし、その弟はといえば、女性に戦闘を任まかせて自分は逃げ回った挙あげ句、血を浴びてひっくり返っているというていたらく。同じ英えい雄ゆうの曾ひい孫まごでもえらい差です。

「レックス様、起きてください」

　私はアホタレの頭を杖つえの先でノックしました。コンコンと妙みようにいい音がするのは、頭の中がからっぽだからでしょう。

　杖で叩たたいて起こすなんて我ながら無礼な振る舞いだとは思いますが、これでいいんです。なにせ、アホタレなんですから。

　ちなみにアホタレとは、アホ＋ヘタレの意です。

　彼のことを心の中でこう呼ぶのも、すっかり定着してしまいました。

　ナブラスカ山でやるときはやることを証明してみせた彼をアホタレと呼ぶのは、実は正しくないのかもしれません。アホであることは変わらないにしても、少なくともヘタレの部分は修正するべきかも……という思いにかられることもあるにはあるのですが、なんというか、アホタレと呼ぶのに慣れすぎてしまって今いま更さら変えられないというか……とにかく、アホでなくなろうとヘタレでなくなろうと、レックス＝イル＝ハイドフェルトは、私にとってはアホタレなのです。

「んっ……」

　顔を顰しかめて目を開けたアホタレですが、なぜか起き上がろうとはしません。

「さあ、いつまで寝てるんですか。さっさと立ってください」

「いやー、お日様があったかくって気持ちよくてさ。このまま一ひと眠ねむりしよーかなーとか。ってか、立つのがメンドくせぇ」

「なに気の抜けたことを言ってるんですか」

　まあ、たしかにいいお天気ではありますが。

　見上げた空は青く、雲に遮さえぎられることなくぽっかり浮かんでいる太陽は真っ白な日射しを惜おしみなく地上に降り注そそがせています。

「アンジュもトモエもひなたぼっこしようぜー」

「お断りします。こんな血の臭においのする場所でひなたぼっこする趣しゆ味みは、私にはありません」

　あたりにはブラックドッグたちの血の臭いが濃く漂ただよっていました。

「うげっ」

　言われるまで血の臭いに気づいていなかったらしいアホタレは、手で口くち許もとを覆おおって飛び起きました。

「言うなよなー、そういうこと……」

「それに、こんなところでのんびりしていたら、またマモノに襲おそわれますよ」

　なにしろ、ここは街道ではないのですから。

　私たちの旅の最初の目的地であったナブラスカ山から、第二の目的地である学術都市フルブライトまでの道筋は、一つじゃありません。

　街道をいくのが一番安全ではあるのですが、私たちはあえて最も危険な道を選せん択たくしていました。

　すなわち、ここゼブルン渓けい谷こくを通る道です。

　ゼブルン渓谷は、自然が美しく、かつてはドナの街の貴き族ぞくや富ふ豪ごうたちの狩しゆ猟りよう場ばにもなっていた場所ですが、今ではマモノの巣そう窟くつです。

　進んで通るのは、酔すい狂きような冒ぼう険けん者しやぐらいなものでしょう。

　実際、三日前に渓谷に入って以来、私たち以外の人間の姿を見かけることはありませんでした。マモノにはもうかれこれ二十回は襲われていますが。

　私たちがあえてこの危険な道を選んだ理由は、いたって単純。一番の近道だからです。

　初めは街道を行っていたのですが、途と中ちゆうで色々あって時間を食ってしまって……。

　脇わき道みちに逸それてしまった時間を挽ばん回かいするために、この道を選択したというわけです。修行にもなりますしね。

「つーか、なんでわざわざこんなマモノだらけの道を歩いてるんだよ、オレたちは」

「何度も言っているじゃないですか。ここを通るのが一番の近道なんです。レックス様だって了りよう承しようしたんですから、今いま更さら文句を言わないでください」

「オレ、了承なんてしたっけ？」

「しましたよ」

　これは半分本当、半分噓うそでした。

　フルブライトへの道をどうするかを問う私にアホタレが返した答えは、「考えるのメンドイから任まかせる」でした。

　他ひ人と任まかせにした結果の現状なのですから、アホタレには文句を言う権利はないのです。

「あと少しの辛しん抱ぼうですよ、イル」

　トモエさんが歩み寄ってきて言いました。

　イルというのはアホタレの幼名です。本来、成人した貴き族ぞくを幼名で呼ぶのは失礼なこととされているのですが、アホタレが生まれるずっと前からハイドフェルト家に仕つかえてきたトモエさんは、時折、アホタレやレイヴェン様のことを今のように幼名で呼びます。

「そうですよね、アンジュ様」

「ええ、急げば日の入りまでには渓けい谷こくを抜けられるでしょう」

　ゼブルン渓谷を抜ければ、フルブライトはもう目と鼻の先です。

「それって、もうじきフルブライトに着いちまうってことだよな……」

　アホタレは後頭部を搔かいて深いため息をつきました。

「いきたくねー」

「今いま更さらなにを言ってるんですか」

「だってさー、フルブライトには姉あね貴きがいるんだぜ？」

「レックス様のお姉ねえ様……レムリア様ですね」

「ああ」

　レムリア様──レムリア＝メル＝ハイドフェルト様といえば、レイヴェン様にも負けず劣おとらずの有名人です。少なくとも、アデール大陸の魔ま法ほう使つかいで彼女の名前を知らない者はいないでしょう。

　導どう師しの称号を得たのが弱じやつ冠かん十二歳さい。その後、旧世界研究の権けん威いとしても名を馳はせ、二十二歳の現在、旧世界研究のかたわら、学術都市フルブライトで魔ま法ほう学院の学長まで務めているという究極の才さい媛えん。

「レムリア様がどうかされたんですか？」

「あんま会いたくねーんだよなー、オレ。姉貴には」

　またボリボリと後頭部を搔きます。

「……仲が悪いんですか？」

　私は振り向いて、ナギナタを手にしまっているトモエさんに訊たずねました。

　手にしまう、というのは比ひ喩ゆでもなんでもなく、そのままの意味です。さすがは旧世界のゴーレムというべきか、トモエさんは体内に武器を収納できてしまうのです。

「仲が悪いなんて、とんでもないです。レムリア様はレックス様を大変可愛かわいがっていらっしゃいました」

「……だそうですが」

　アホタレに向き直ります。

「そりゃあまあ、姉貴にとっちゃ可愛がってたつもりなのかもしんないけどさ……」

「仲が悪いということではなく、レックス様が一方的にレムリア様を嫌きらっているという解かい釈しやくでよろしいのでしょうか？」

「あー、いや、嫌きらいっつーかなんつーか……なんて言やいいんだ？」

「苦手…ですか？」

　パチン、とアホタレは指を鳴らしました。

「苦手。そう、それだ」

「……なるほど」

　兄弟に対して苦手意識を抱いだく気持ちは、わからなくはありません。私にも兄が二人いましたから。

「とはいえ、レムリア様に会わないという選せん択たく肢しはありません。先方がお留る守すだったり、面会を断られた場合は別ですが」

　私たちが学術都市フルブライトを目指している理由は二つ。

　四天竜ノーブルドラゴンの居い所どころを知るためと、トモエさんが発見された旧世界遺い跡せきについての情報を得るためです。

　四天竜は、かつて竜騎士ドラグーンレイジャックとともに魔ま王おうと戦ったドラゴン族の王、竜王ドラゴンロードシグルドの子供たち。

　レイジャックがそうしたように竜王シグルドの力を借りるためには、四天竜全員から彼らの魂たましいのかけらである竜宝玉カーバンクルをもらい受けなければなりません。

　私たちが手に入れた竜宝玉は、まだ金きん竜りゆうオルリスの一つだけ。残る三体の四天竜においては、居場所さえわかっていないのです。

　百年前の人じん魔ま戦争の後、竜王シグルドとともに何ど処こかへと姿を消した四天竜たち。学術都市フルブライトなら、導どう師しであるレムリア様なら、あるいは彼らの行方ゆくえの手掛かりを得ることができるかもしれません。

　トモエさんが発見された遺跡についても──。

　アホタレのお祖ば母あ様であるレミエル様が、何処かの遺跡で発見したトモエさん。

　その遺跡がどこのなんという遺跡なのか、旧世界研究の権けん威いであるレムリア様なら知っている可能性は大いにあります。

　まあ、調べるだけならフルブライトには古代図書館もありますし、レムリア様に会う必要は必ずしもないのですが、なにしろレムリア様はアホタレの姉君様です。フルブライトに立ち寄るのであれば、アホタレが旅をはじめたことをお知らせしておくべきでしょう。

「あー……姉貴がいないことを祈いのるしかないか。いや、いっそ逃げ出して……」

「なにか言いましたか？」

「言ってないです。逃げ出すとか、マジで、一言も言ってないですから」

「よろしい」

　私は振り上げた杖つえを下ろして、マントの乱れを直しました。

「フルブライトはもう目の前なんです。諦あきらめて──」

「ん？　どした？」

　私は視線の先を指差しました。

　私が見ているのは、右手を流れる川の対岸──そこに立っている外がい套とう姿の何者かです。

　距離がある上に顔はフードですっぽりと覆おおわれていて男か女かさえも判然としませんが、そいつが私たちに視線を送っていることだけは、わかりました。

　ただ者であるはずがありません。このあたりはもう立派なマモノの巣そう窟くつです。そんな場所にたった一人でいるのですから、剣士にしろ魔ま法ほう使つかいにしろ、それなりの使い手であることは間違いありません。

　そして、それを証明するかのように、そいつは川を一いつ足そく飛とびに越えて、私たちの目の前に降り立ちました。

　咄とつ嗟さに杖つえを構えた私に、そいつは両手を上げて言いました。

「敵てきではありません。私はフルブライトの魔法使い。レムリア様の使いです」

「レムリア様の……？」

「はい」

　目ま深ぶかに被かぶられたフードのおかげで相変わらず顔は見えませんが、声からすると性別は女です。

「レックス＝イル＝ハイドフェルト様をお迎えにあがりました」

　レムリア様の使いと名乗られても、すぐに警けい戒かいを解く気にはなれませんでした。

　私たちがフルブライトに向かっていることを知っているのは、当の本人であるところの私たち三人だけです。なのに、なぜレムリア様が迎えの者を寄よ越こせるのか。

「レムリア様には千里を見通す力がおありです」

　私の考えを見み透すかしたように、使者を名乗る女は言いました。

「千里を見通す力……？」

「ひらたく言えば、遺失魔法ロストマジツクです」

「遺失魔法……」

　それは、現在、私たちが使っている魔法よりもさらに強力で高度な奇き跡せきを起こしうる、旧世界の魔法の数々を指す言葉です。

　遺失魔法は、死し霊りよう魔法のような外げ法ほうと同様、使うことはおろか学ぶことにさえ制限が設けられており、遺失魔法の修得・使用を許されているのは、現在では導どう師しの称号を持つ魔法使いに限られています（人じん魔ま戦争の以前には、もう少し敷しき居いが低かったそうですが）。

　導師であるレムリア様ならば、遺失魔法を使えたとしてもなんの不思議もありません。

「さあ、レックス様。参まいりましょう」

　使者が手を差し出すと、アホタレは驚いた猫ねこのようにビクッと全身を震ふるわせて、後じさりました。

「い、嫌いやだ」

「なにが嫌いやだと言うんです？」

「姉あね貴きには会いたくない」

「……なぜです？」

「こ、怖いから」

　アホタレの声は震ふるえていました。

「レムリア様はあなた様に大変お会いになりたがっておられます。それでも拒否なされるというのですか？」

　うっと言葉に詰まりつつも、アホタレは意を決したような顔で頷うなずきました。

「ほう、いい度胸だ」

　使者の口く調ちようがいきなり変わりました。

「おまえはいつからそんなに偉くなったんだ、イル？」

　目ま深ぶかに被かぶられていたフードがおもむろにめくり上げられます。

　フードの下から現れたのは、息を吞のむほどの美び貌ぼう。

「ひいっ！」

　目を剝むいて悲鳴をあげたアホタレに、美女は冷え冷えとした微笑を向けます。

　アホタレを幼名で呼んだということは、この美女は……。

「あ、姉貴……っ！」

　やはり。

「ひさしいな、イル。私自ら迎えにきてやったのだ。感かん涙るいにむせぶがいいぞ」

　アホタレはこの世の終わりのような顔でふるふると首を横に振ります。

「レムリア様、お元気そうでなによりです」

　一方、トモエさんはといえば、特に驚いた様子もなければ怯おびえている様子もなく、朗ほがらかに微笑ほほえんでいます。

「トモエか。おまえは驚かないのだな」

「お声でわかりましたから」

「そうか」

　うん、と頷いたレムリア様は、硬こう直ちよくしているアホタレの頰ほおに白く綺き麗れいな指を伸ばして、言いました。

「トモエはすぐに気づいたというのに、実の弟が気づかなかったというのはどうなんだろうな？　なあ、イル」

「うぐっ……」

「どうやら、私の存在をより深く刻み込んでやる必要がありそうだ」

　つーっとレムリア様の指がアホタレの頰を撫なで、顎あごの先まで撫できった次の瞬しゆん間かん──。

「あっ」

　私は驚きの声をあげていました。

　視線の先では、アホタレが身体からだごと宙ちゆうを舞っています。

　アホタレを吹っ飛ばしたのは、レムリア様のすくい上げるような拳こぶしの一いち撃げき。

「ひでぶっ」

　モロにくらったアホタレは、綺き麗れいな放物線を描いて頭っから地面に激突しました。

　女の細ほそ腕うでとは思えない怪かい力りき。ましてやレムリア様は私と同じ魔ま法ほう使つかいです。ありえない光景に、私はただ魚みたいに口をぱくぱくさせるしかできません。

「まだまだ、この程度では刻み足りないな」

　銀色がかった長い黒くろ髪かみを搔かき上げながらアホタレに歩み寄ったレムリア様は、「よっと」、どうやら完全に気を失っているらしいアホタレを、軽々と片手で担かつぎ上げました。

「相変わらずですね、メル」

　トモエさんが口にしたメルという名前は、レムリア様の幼名です。

「安心したか？」

「はい」

　にっこり微笑ほほえむトモエさんに微笑みを返したレムリア様は、私のほうを振り返ってこう言いました。

「おまえ、名前は？」

「ア、アンジュです。アンジュ＝セレッソ。ランドールの王宮魔ま術じゆつ士しです」

「イルの供ともをしているのは、兄上の命令か？」

「は、半分はそうです」

　私の答えに、レムリア様は切れ長の目をスッと細めました。

「半分は？」

　問うてくるレムリア様の目には、鋭えい利りな刃物のような冷たい迫力がありました。

　さすがは兄妹というべきでしょうか。レムリア様はレイヴェン様によく似ています。絶世の美び貌ぼうも、瞳ひとみの色も。

　レムリア様の瞳はレイヴェン様のそれと同じく紫むらさき色いろをしています。深みと透明感を兼ね備えた上質の紫水晶アメジストの如ごとき色です。

「きっかけは、たしかにレイヴェン様の命令でした。ですが今は、私自身の意志でレックス様と共に旅をしています」

「なるほど、いい答えだ。兄上にしてはまともな人選をしたようだ」

　レムリア様は目め許もとを緩ゆるめて言うと、踵きびすを返して私とトモエさんに背中を向けました。

「フルブライトの魔ま法ほう学院で待っている」

　精神の糸を編あむ気配。

　一いつ瞬しゆんでした。

　熟練の魔ま法ほう使つかいでも、精神の糸を編むには深呼吸一つ分の時間がかかります。ところがレムリア様は、ほんの一いつ瞬しゆんで精神の糸を編み終えてしまったのです。

　そして、呪じゆ文もん。レムリア様が涼すずやかな声で紡つむぐ呪文は、私の聞いたことのないものでした。──遺失魔法ロストマジツクです。

「〝暗黒跳躍ワタリドリ〟」

　レムリア様の足の下に影よりも濃こい闇やみが音もなく広がり、レムリア様の足がその深く暗い闇の中に沈み込みました。

　アホタレを担かついだまま、レムリア様は闇に浸つかり──アホタレもろとも、この場から姿を消してしまいました。

　瞬しゆん間かん移動の魔法──ということなのでしょう。

「あれが、レムリア様……」

「ええ。メルは、兄弟の中では一番レミエル様に似ているかもしれません」

　トモエさんが私の隣となりにやってきて言いました。

「それは、性格的に……という意味ですか？」

「はい。レミエル様のお若い頃にそっくりです」

「なるほど……」

　レミエル様──アホタレのお祖ば母あ様は、とても豪ごう胆たんな方だったと聞いています。

　豪胆という意味ではたしかに、レムリア様も相当なものです。

　豪胆というより、常識を超越しているといったほうがしっくりくる感もありますが……。

「レミエル様にそっくりでも、レックス様はレムリア様のことは苦手なんですね……」

　ああ見えてアホタレは生きつ粋すいのおばあちゃん子です。お祖母様であるレミエル様を、アホタレは誰よりも慕したっています。にもかかわらず、レミエル様そっくりなレムリア様をアホタレが苦手にしている理由は、やはりあの鉄てつ拳けんでしょうか。

　躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやもなかったあの鉄拳を思い返すと、不安になってきます。

　よもや実の姉が弟の生命を脅おびやかすようなことはないだろうとは思いますが……。

「ご心配は無用ですわ、アンジュ様」

　トモエさんが私の不安を見抜いて言いました。

「レックス様はとても打たれ強い方ですから」

「はあ……」

　いやまあたしかに、竜りゆうの因いん子しを持つアホタレは人間離れした打たれ強さの持ち主ではありますが……。

「つまり、暴力を振るわれることは確実なんですね……」

「あれが、レムリア様の愛情表現なんです」

「なるほど……」

　アホタレがレムリア様に会いたがらなかった理由が、よくわかりました。

　私の兄たちも暴力っ気のある愛情表現をしてくることはありましたが、さすがに宙ちゆう高くを舞わされたことはありません。

　まあ、アホタレのこともレムリア様のことも赤ん坊ぼうの頃から知っているトモエさんが大だい丈じよう夫ぶと言っているのですから、心配するのはもうやめましょう。

　………………。

　………………。

　………………ああ。

　やっぱり、心配です。

　なんでしょうか、この保護者的心境は。

　いたらいたでうっとうしいくせに、いなきゃいないでどうにも落ち着きません。

「レックス様は果か報ほう者ものですね」

　トモエさんが言いました。

「アンジュ様のような方に心配してもらえて」

「ななな、なにを言ってるんですかっ！　しし、心配なんて、誰がそんな、全然、まったく、していませんから……っ」

　ああ、なにを狼狽うろたえているんでしょうか私は。

　トモエさんは我が子を見守る母親のような優しさに満ちた目で私を見ています。

「とと、とにかく、フルブライトに急ぎましょう。心配なんてしていませんが、レックス様がいないことには、私たちの旅は終われないんですから」

「はい、アンジュ様」

　私はマントを翻ひるがえしてさっさと歩き出しました。

　このときたぶん、私の顔は真まっ赤かになっていたと思います。




　学術都市フルブライト。

　ランドール王国の南なん端たんに位置し、戦争状態にある帝てい政せい国家フェブロニアに面しているこの都市が未だ戦火を免まぬかれているのは、都市の地下に広がる旧世界遺い跡せきと、遺跡内で発見された古代図書館の存在故ゆえです。

　百二十年前に発掘されたアデール大陸最大の旧世界遺跡、通称ソレイユ。

　そのソレイユを研究するために大陸中の学者、魔ま法ほう使つかいが集まって造られた都市──それが、フルブライトなのです。

　人じん魔ま戦争の際に設立された魔法学院は、現在、魔法使いの養成・派は遣けん機関としては大陸一を誇ほこり、各国に魔法使いを派遣しています。

　フルブライトが戦火を免まぬがれている理由は、ここにもありました。優秀な魔法使いを提供する見返りとして、各国に自治と不ふ可か侵しんを認めさせているのです。

　そのフルブライトに私とトモエさんが到着したのは、アホタレがレムリア様に拉ら致ち（？）されてから二日後のことでした。

「フルブライトにくるのは、久しぶりです」

　フルブライトは魔ま法ほう使つかいにとっての聖地。私も過去に短期間ですが、フルブライトの魔法学院で講義を受けたことがあります。今、私が使っている杖つえも、この街の職人さんにお願いして作ってもらった物だったりするんですよ。

「私も、ここには何度かきたことがあります。レミエル様に連れてきていただきました」

　そう言ったトモエさんの視線は、街の上層に見える魔法学院の建物に向けられていました。

　ソレイユが発見されたのは、かつて鳳ほう凰おう山ざんと呼ばれていた死火山のふもと。鳳凰山は、発見された遺い跡せきにソレイユと名前がついたことをきっかけにソレイユの丘と呼ばれるようになり、今ではそちらの呼称が一般的になっています（火山なのに丘とはこれいかに、です）。

　ソレイユの上に造られたフルブライトは、人が増えるにつれ規模を増し、今や山の斜しや面めんにまで街を広げています。

　魔法学院があるのは、街の上層──すなわち山の斜面部です。

「この街ならトモエさんの知りたかったことの手掛かりが得られるんじゃないかと思います。ですが、まずはとにかく魔法学院にいきましょう」

　トモエさんは少しの心配もしていないようですが、私としてはやはりアホタレの安あん否ぴが気になります。

「はい」

　街の下層と上層の間には乗のり合あい馬車が行き来しています。私たちはそれに乗って上層に入り、魔法学院を訪れました。

　魔法学院には貴き重ちような文化財や魔法の品が多く保管されていますから警備は非常に厳重で、関係者以外の立ち入りは許されません。

　ですが、どうやらレムリア様から話が通っていたようで、受付で身分を名乗ると、すんなりと学院長室まで案内されました。

　コンコンと扉とびらをノックしたのは、トモエさんです。

「トモエです。アンジュ様と共に参まいりました」

「トモエとアンジュか。入っていいぞ」

　失礼します、と言ってトモエさんが扉を開け──目に飛び込んできた光景に、私は啞あ然ぜんとなりました。

　レムリア様が男を足あし蹴げにしていたのです。男は縄なわでぐるぐる巻きにされ、頭には大きなたんこぶができていました。──アホタレです。ぐったりとうずくまっているおかげで顔は見えませんが、髪かみ色いろと服装でわかります。

　レムリア様がアホタレを片方の足で踏みつけたまま、美び貌ぼうをこちらに向けてきました。

「愚おろかにも逃げ出そうとしたのでな、教育的指導をしていたところだ」

　今日のレムリア様は、学院のローブを身に纏まとい、銀色がかった長い黒くろ髪かみを二つに束ねていました。

「この私から逃げ出そうなど、千年早い」

　レムリア様の足がアホタレの背中をぐりぐりと踏みにじります。が、アホタレはどうやら気を失っているようで、まったく反応しません。

「千せん里り眼がん……ですか？」

「ん？」

「レムリア様には、千里を見通す力があると……」

　その力でアホタレの脱だつ走そうを見抜いた……ということなのだろうと私は解釈したのですが──。

「ああ」

　レムリア様は耳にかかる髪を搔かき上げて、笑いました。

「あれは、噓うそだ」

「噓？」

「千里を見通す力など、私にはないよ。せいぜい十里だ。それに、十里の範はん囲い内であってもすべてを見通せるわけではない。よく知っている場所の光景、あるいは顔をはっきりと思い浮かべられる人物のおおまかな動向だけだ。たいして使える力ではないな」

「遺失魔法ロストマジツク……ですよね？」

「無論だ。興味があるなら、教えてやろう」

　とんでもないことを、さらっと言ってのけます。

「そ、それは……」

　興味があるかないかと問われれば、もちろん大いにあるのですが、導どう師しの称号を持たない私が遺失魔法を学ぶことは、魔ま法ほう使つかいの掟おきてに反します。

　この魔法使いの掟というのは法律というわけではなく、破ったからといって罰ばつ則そくがあるわけでもないのですが、だからといって軽々と破ってしまっていいものではありません。

　魔法は危険な力です。危険な力を扱う者には自らを厳しく律する責任と義務があると、私はおばあちゃんに教わりました。

「お気持ちだけ、ありがたく頂いておきます。魔法使いのはしくれとして遺失魔法への興味は尽きませんが、掟に反する真ま似ねはできません」

　深く頭こうべを垂たれた私に、レムリア様はくすっと笑って言いました。

「冗じよう談だんだよ。私も立場上、魔法使いの掟を軽んじるわけにはいかないのでな。顔を上げてくれ」

「はい……」

　顔を上げると、レムリア様はいつの間にかアホタレの背中から足を離し、仕事机の上に腰こし掛かけていました。

「どうやら、しっかりした師に学んだようだな」

「えっ？」

「魔ま法ほう使つかいの倫理観というのはたいてい、学んだ師に左右される。導どう師しでないおまえが遺失魔法ロストマジツクの修得に難色を示したことは、正しい。それは、おまえの師が正しい魔法使いであったということだ」

「ありがとうございます」

　私が口にした感謝の言葉は、心から出たものです。

　私にとって、おばあちゃんを褒ほめてもらえること以上に嬉うれしいことはないのです。逆におばあちゃんを侮ぶ辱じよくされるようなことがあったら、相手が導師だろうと一国の国王だろうと、私はきっと怒りを抑おさえられないでしょう。

「レムリア様、試すまでもなく、アンジュ様のお人ひと柄がらは私が保証しますわ」

　トモエさんが言いました。

「そのようだな。許せ、アンジュ」

「恐れ入ります」

「私としては、おまえがレックスの従者であることに異存はない。問題は、あいつが認めるかどうかだが……」

　レムリア様は腕うでを組み、白い眉み間けんに小さく皺しわを寄せました。

　どうやら、レムリア様には私が弟の従者に相応ふさわしい魔法使いかどうかを試す意図があったようです。

　一応、それには合格できたようですが……レムリア様の口振りからするに、他ほかにもいるようです。私を品定めしたがっている人物は。

「まあ、いい。とりあえずは、ここに至るまでの旅の話を聞かせてもらおうか。こいつにも話させたのだが──」

　レムリア様は言葉の途と中ちゆうで行ぎよう儀ぎ悪く足を伸ばし、アホタレの背中を軽く蹴けりました。

「こいつの話は省しよう略りやくが多すぎて、どうにも要領を得ん」

　まあ、そうでしょうね。

　アホタレはアホな上にめんどくさがりですから、他人に物事を説明したりするのはど下へ手たです。ましてや彼はこの旅自体を嫌いやがっているわけで、そんな彼に旅の話を聞かせろといっても、要領を得なくなってしまうのは当然といえるでしょう。

「では、僭せん越えつながら──」

　私は王おう都とファルシオンからフルブライトに至るまでの旅の経けい緯いを、レムリア様にお話ししました。

　竜王ドラゴンロードシグルドに助力を請こうために、まずは竜王の居い所どころを知るはずの四天竜ノーブルドラゴン──金きん竜りゆうオルリスの棲すむというナブラスカ山へ向かったこと。

　そこで、私たちと同じく竜王ドラゴンロードの居い所どころを知ろうとしていた魔ま王おうの娘むすめ、死し霊りよう使つかいロンブローゾと戦い、これを倒したこと。

　そして、オルリスから、彼女（彼？）の魂たましいのかけらだという竜宝玉カーバンクルを授かったこと。

　竜王に会うには、四天竜ノーブルドラゴンすべての竜宝玉カーバンクルが必要だということ。

「──で、他ほかの四天竜がどこにいるのか、その手掛かりを求めてフルブライトに来た、と」

「はい」

「なるほど、事情は理解した。しかし、金きん竜りゆうオルリスの力を借りたとはいえ、よく巨人と魔王の娘の融ゆう合ごう体たいなんて化け物に勝てたものだな」

「レックス様のお力です。レックス様がいらっしゃらなければ、金竜オルリスといえど、敗れていたやもしれません」

　これはお世せ辞じでもなんでもなく、事実でした。

　ロンブローゾとの戦いにおいてアホタレが見せた戦いぶりは、勇者と呼ぶに相応ふさわしいものでした。

　今、私の横で頭にたんこぶ作って気絶しているアホタレと、あの強く凜り々りしい勇者とが同一人物とは、まったく信じられません。

「勇者の片へん鱗りんは示した、ということか。まあこいつは──」

　レムリア様の足が、またアホタレの頭を小突きました。

「剣けん才さいにだけは恵まれていたからな。私としては、こいつを旅立たせることに賛成ではなかったのだが、旅立ってしまった以上は仕方がない。できる協力はさせてもらうとしよう」

「ありがとうございます」

　うむ、と鷹おう揚ように頷うなずいたレムリア様は、視線を斜ななめ後ろ──トモエさんに向けました。

「ときにトモエ、おまえは自分が何者なのかを知りたいそうだな」

「はい。あくまでもレックス様の旅のお手伝いのついでですが、私は私がどんな願いの下に造られたのか、私を造った方がどんな方なのか……知りとうございます」

　トモエさんの旅の目的については、私はまだ話してはいませんでした。ということは、アホタレから聞いたのでしょう。

　魔王討とう伐ばつの旅についてはともかく、トモエさんの旅の目的のほうは、奇き跡せき的にというべきか、ちゃんと相手に理解できる形で説明できたようです。

「生まれについて知るなら、お祖ば母あ様がおまえを見つけた遺い跡せきを調べるのがいいだろう。ということで、今、調べさせている」

「ありがとうございます、レムリア様」

「お祖母様が発見した遺跡はいくつかある。が、すべてここのギルドに報告されているはずだから、おまえが眠ねむっていた遺跡がどこのなんという遺跡なのか、記録を調べればわかるはずだ。しばし、待て」

「はい」

　トモエさんは嬉うれしそうに微笑ほほえんでいました。

　彼女が誰にどんな目的で造られたのか……それは、私も知りたいところです、

　なんにしろ、フルブライトにきた目的の一つはなんとか果たされそうで、よかったです。

「さて、ではこちらが本題かな。四天竜ノーブルドラゴンについてだが──」

　レムリア様が話題を変えようとしたそのときでした。

「レックス様ーっ！」

　バンッ！　とけたたましくドアを開けて、桜色の髪かみの少女が飛び込んできたのは。

「ウェルチは今日きようも会いに参まいりましたーっ！」

　少女はトモエさんを押し退のけ、体当たり同然の勢いでアホタレに抱だきつくと、愛いとおしげに頰ほおずりをはじめました。

「ああ、レックス様。愛しい愛しいレックス様。あなたのぬくもりを肌はだに感じられて、ウェルチはこの上もなく幸せです」

　えー……。

　彼女は一体、なにを言っているのでしょうか。

　愛しいレックス様？

　ぬくもりを肌に感じられて幸せ？

　私の耳が壊こわれてしまったのでしょうか。

　意識のないアホタレは、少女のなすがままにがっくんがっくん頭を揺らしています。

「ウェルチ、自じ重ちようしろ」

　うっとりと天にも昇るような顔でアホタレに頰ずりしていた少女は、レムリア様に声をかけられると、ハッと我に返ったようにアホタレから頰を離しました。

「いけませんわ。わたくしったら、つい」

　頰は離したものの、依然、体はピッタリと密着状態にあります。

　なんでしょうか。胸のあたりがこうモヤモヤというかムカムカというか……上う手まく言えませんが、とにかく、いい気分じゃありません。

「久方ぶりにレックス様にお会いできた嬉うれしさで、我を忘れてしまいましたわ」

「今け朝さも昨日きのうも会っただろう」

「レックス様と離れ離れになっている間は、それがたとえ一いつ瞬しゆんであろうとも、わたくしにとっては永遠にも等しい時間ですわ」

　……どうやら。

　まったくもって信じられない、かつ理解しがたいことに、目の前の少女はアホタレに好意を抱いだいているようです。

　物好きというか奇き特とくというか……おや？

　ふとそこで、私は少女の身体からだの一部に目を引かれました。

　耳です。

　人間のそれとは違う、長く尖とがった耳。

　──エルフ族……。

　エルフ族は、旧世界の繁はん栄えい期きに誕生したとされる数多あまたの亜あ人じんの一種で、ドワーフ族と並んで亜人種の中では最も有名な存在です。

　有名といっても、その個体数は非常に少なく、また彼らは基本的に森を住処すみかとしているために、人と関わることは滅多にありません。

　アホタレに抱だきついている少女の耳は、エルフ族の最もわかりやすい外見的特徴を示しています。

　すなわち、少女はエルフ族……。

　エルフ族には美形が多いと云いわれていますが、少女もその例に漏もれてはいませんでした。

　背中まである桜色の髪かみは、本当に満開の桜みたいに綺き麗れいで、顔立ちは女の私から見ても愛らしさを極めています。

　年は……私と同じぐらいに見えますが、エルフの年は見た目ではわかりません。なにしろエルフは人間と比べて遥はるかに長命です。その寿じゆ命みようは千年とも二千年とも云われている上に、一定まで成長してしまうとその後は人間のように容姿が老いていくことがないらしく、故ゆえにエルフの年ねん齢れいを見た目から計ることは非常に難しいのです。

「面めんを食らわせてしまったようだな」

　レムリア様がこちらに苦笑を向けて言いました。

「紹しよう介かいしよう。ウェルチ＝ブロッサム。見た目どおりのエルフでイルの──」

「婚こん約やく者しやですわ」

　幼おさな馴な染じみだ、と言ったレムリア様の倍の声量で、エルフの少女──ウェルチは言いました。

「婚約者……？」

　おそらく呆ほうけたような顔をしていたであろう私に、ウェルチはどういうわけか勝ち誇ったような笑みを向けてきました。

「真まに受けるな。勝手に言っているだけだ」

「ひどいですわ、お義ね姉え様。レックス様はたしかにわたくしを妻にすると言ってくださいました。指切りだってしましたのよ？」

　ウェルチはそう言って右手の小指をピンと立てると、うっとりと目を閉じ、白い頰ほおを鮮あざやかな朱色に染めました。犬が嬉うれしいときに尻尾しつぽを振るように、エルフの特徴である長い耳がピコピコと上下に動いています。

「いつの話だそれは」

「あれは忘れもしない九年前の春……舞い散る桜の下で、わたくしとレックス様は将来を誓ちかい合ったのです」

　九年前というと、アホタレが七歳さいのときですか。

「子供同士の約束だろう。そもそも、その頃ころのイルには結けつ婚こんがどういうものか知らなかったはずだが」

「レックス様が結婚を知っていようといまいと、約束は約束ですわ」

　なんかめちゃくちゃ言ってます。──が、九年前にアホタレとお互いに子供同士だったということは、ウェルチの年ねん齢れいは見た目のとおり私とそう変わらないようです。

「というわけで、わたくしとレックス様は、それはもう完全絶対究きゆう極きよく的に婚こん約やく者しや同士なのです」

　ふふん、とまた私に勝ち誇ほこったような顔を向けてきます。

　なんというか、彼女の物言いや仕し草ぐさは、ランドールの王おう宮きゆうでことあるごとに私に嚙かみついてきた同どう僚りようのミランダを彷ほう彿ふつとさせて、イラッときます。

「ちなみに、ウェルチはブロッサム家の三女でもある。むろん血の繫つながりはないがな」

　ブロッサム家といえば、男だん爵しやく位いを持つ名門貴き族ぞくです。

　エルフ族であるウェルチが、なぜ、ランドールの貴族の娘むすめなのか──とは、特に疑問に思いませんでした。

　貴族がエルフを養子・養女にするケースは、よくあるというほどではないものの、そう珍めずらしいことでもないのです。

　貴族がエルフを引き取る理由はいくつかあります。衰おとろえることのない永久の美び貌ぼうに魅みせられて──というのが、理由としては一番多いでしょう。要は観賞用の奴ど隷れいですが、希き少しよう種しゆであるエルフを奴隷にすることは法で禁じられているために、養子縁えん組ぐみという法に則のつとった手段を用いる──というわけです。

　ウェルチの場合がどうなのかはわかりませんが、彼女が身につけているのは、学院生用のローブです。つまり、彼女は王おう都とを離れてフルブライトの魔ま法ほう学院に留学しているわけで──となると、いわゆる観賞用の奴隷とは違うのかもしれません。

　希少種にして高こう貴きな少女。

　貴族の家で長い間育ったというのであれば、ミランダを彷彿とさせる物言いにも合が点てんがいきます。

　結局、貴族の子し女じよなんて人間だろうとエルフだろうとロクなものじゃないってことです。

「お久しぶりです、ウェルチ様」

　にこやかに挨あい拶さつの言葉を口にしたのは、トモエさんです。

「あ、あら、トモエさん。あなたもいらっしゃったのね」

　声をかけられてようやく、ウェルチはトモエさんの存在に気づいたようでした。

「お元気そうでなによりですわ……って、元気にきまっていますわよね。人じゃありませんものね、あなた」

「はい」

　エルフである自分を棚たな上あげして言うウェルチに、トモエさんは笑顔で応こたえます。

　ウェルチが部屋に飛び込んできた際にはけっこう派は手でに突き飛ばされたりもしていたトモエさんですが、別段、怒ってはいないようです。

　笑顔のトモエさんとは対照的に、トモエさんを横目で見ているウェルチの顔は、困っているようにも怯おびえているようにも見えました。

　苦手……なんでしょうか。トモエさんが。

「まったく、せっかくレックス様にお会いできたというのに、よけいなコブが多くてうんざりしますわ」

「すまないな、アンジュ」

　レムリア様が肩かたを竦すくめて言いました。

「弟で子しの無礼を許してくれ。どうも私はおまえの師ほど人を育てるのが上う手まくはないらしい」

「お弟子さん……なのですか？　レムリア様の」

「ああ。ウェルチはここの学院生であると同時に、私個人の弟子でもある」

「レムリア様の……あ」

　私はレムリア様からウェルチに視線を戻して、そこでようやく気づきました。

　ウェルチのローブ。

　ウェルチの身を包んでいるローブは、よくよく見ると一般の学院生の物とは微び妙みようにデザインが違っていました。

「導どう師し候補生……」

　私の呟つぶやきに、ウェルチは両手を腰こしに添えて、お世せ辞じにも豊満には見えない胸を張りました。

　得意げな態度になるのも当然です。

　導師候補生……。

　導師といえば、魔ま法ほうを極めた魔法使いに与えられる称号。

　では、導師の称号は一体誰から与えられるのかといえば、それもまた導師なのです。

　導師は導師に任じられることによって導師になる──。

　導師候補生とは読んで字が如ごとく、導師になりうる実力を有していると認められる学院生のことです。

　フルブライトの魔法学院において導師候補生になれば、導師である学院長に師事を仰あおぐことが許されます。

　つまり、ウェルチは導師になりうるだけの実力の持ち主であるとの評価を受けて、学院長であるレムリア様の弟子となった……ということになります。

「わたくしとあなたの格の違い、わかっていただけたかしら？　おチビさん」

　……はい？

「おチビさんというのは、私のことですか？」

「今、わたくしはあなたに向かって言ったのですから、当然、そうなりますわね」

「……たしかに私はチビですが、そう言うあなただって十分、小こ柄がらじゃないですか」

　同世代の女の子と比べると、私の背はたしかに低いです。それは認めます。認めますが、私と年も背も大差のない相手に言われると腹が立ちます。

「それでも、あなたほどのチビではありませんわ」

「……っ」

　相手は養女とはいえ貴き族ぞくの子し女じよ。目の前にはレムリア様もいます。だから、さっきから不快感が顔に出ないよう、実はずっと我が慢まんしていたのですが……いい加減、限界が近づいてきました。

　こめかみがピクピクいっているのが、自分でもはっきりわかります。

「あなた、お名前はなんとおっしゃいましたかしら。昨日きのう、レックス様にお聞きしたのですが、忘れてしまいましたわ」

「……アンジュです。アンジュ＝セレッソ」

「そうそう、アンジュさん。つまり、わたくしがなにを言いたいのかというと、家いえ柄がらでも美しさでも背でも魔ま法ほうの腕うで前まえでもあなたに遥はるかに勝まさるわたくしは、あなたよりもレックス様の伴はん侶りよに相応ふさわしい女であるということですわ」

　……この口振り。

　どうも彼女は私を恋こい敵がたきとして認識しているようです。

「……ウェルチ嬢じよう。勘かん違ちがいをされているようなので訂てい正せいさせていただきますが、私はレックス様に娶めとっていただこうとは、まったくこれっぽちも思ってはいません」

　私は自分が男性に好まれる性質の女ではないことを、誰よりもよく知っています。

　チビで瘦やせっぽちでそばかす顔で目つきだって悪くて……私という女には、男性から見て可愛かわいいと思えるような要素など、なに一つとしてないのです。

　私に好意を寄せる男性なんて、世界中のどこを探したって見つからないでしょう。探すつもりもありませんが。

　アホタレにしたって、こんな私のことを奥さんにしたいだなんて、かけらだって思っていないはずです。

　以前にアホタレから、可愛い顔をしていると言われたこともありましたけど、あれだってタチの悪い冗じよう談だんに決まってます。

　それに、もしも私に万が一、恋愛だの結けつ婚こんだのという機会が訪れることがあったとしても、相手がアホタレなんて嫌いやすぎます。

　あんな、アホでヘタレな男……。

　そりゃあ、金きん竜りゆうオルリスの背にまたがって戦ったときのあいつは、ちょっとだけカッコよかったりもしましたけど……。

「だったら、とっとと旅をやめて国に帰りなさいな」

　ウェルチの私を見る目には、敵てき意いの色がありありと浮かんでいました。耳もピンと逆さか立だっています。

　私はウェルチの目を真まっ向こうから睨にらみ返して、答えます。

「それは、できません」

　ウェルチのこめかみがピクリと震ふるえるのが見て取れました。

「私は絶対にこの任務をやり遂げると、誓ちかっているんです。レイヴェン様とレックス様と──自分自身に」

「言ってくれるじゃないの」

　こめかみを震わせながら、ウェルチは口の端はに笑みを浮かべました。

「そもそも、なぜ私が旅をやめなければいけないんです？」

「さっきも言ったでしょ？　あんたよりもあたしのほうがレックス様に相応ふさわしいからよ。妻としても魔ま法ほう使つかいとしてもね。だから、あんたは用済みだって言ってんの」

　あんた。

　あたし。

　今まで『あなた』『わたくし』だった人称が変わりました。

「お。猫ねこを被かぶるのはやめたのか、ウェルチ」

　レムリア様が言いました。

　ふん、と鼻を鳴らしてウェルチ嬢じようは前まえ髪がみを搔かき上げます。

「ええ。お義ね姉え様の前でくらい、しおらしくしていたかったのに。このおチビさんがムカつくんですもの」

「おまえの素すを知ってる私の前で猫を被っても、意味はないがな」

「女はいくつもの顔を舞台に応じて使いわけるもの、でしょ？　お義姉様」

　唇くちびるに人差し指を添えてウィンクしたウェルチに、レムリア様は首を傾けて返します。

「おまえの場合、どの顔にも素が透すけまくっているがな」

　まったくです。

　当人は猫を被っていたつもりのようですが、貴族の子し女じよにありがちな慇いん懃ぎんな口く調ちようが、むしろ不快感を三倍増しにしていました。

　正直、被っていた猫を脱ぬいだ素の口調のほうが、嫌いやさ加減でいえばマシなくらいです。

「とにかく、すべてにおいてあたしに劣おとるおチビさんに、レックス様は任せられない。今日きようからは、あたしがあんたに代わってレックス様に寄り添うのよ」

「なにを勝手なことを」

「勝手なのは、あんたよ。いい？　あたしはね、もう何年も前からレックス様のために……レックス様がいつか英雄になる日のために、魔ま法ほうを学んできたの。なのに、後からしゃしゃり出てきた、どこの馬の骨ともつかない女にレックス様の傍かたわらを掠かすめ取られるなんて、冗じよう談だんじゃないわ！」

　馬の骨とは言ってくれますね。

「たしかに私のような平民生まれの王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しなんて、男だん爵しやく令れい嬢じようであるあなたからすれば馬の骨でしょう。ですが、そんな馬の骨にレックス様のお供ともを命じたのは、レイヴェン様なのです。恨うらむのであればレイヴェン様を恨んでください。『剣けん聖せい』でありレックス様のお兄様でもあらせられるレイヴェン様を恨む度胸があなたにあるのであればの話ですが」

「……言ってくれるじゃないの」

　私とウェルチは互いにこめかみをピクつかせながら睨にらみ合いを続けます。

「お義に兄い様もお義兄様だわ。よりにもよってこんな可愛かわいげのない女をレックス様のお供にするなんて。私よりも可愛くって魔法の腕うでも立つ女なら、まだちょっとは諦あきらめようって気になれたかもしれないのにっ！」

　噓うそおっしゃい。

　彼女の性格なら、相手が自分より可愛かろうと腕が立とうと、諦めようなんてこれっぽっちも思わないはずです。まだ会って間もないですが、彼女のこれまでの言動には、そう確信させるだけのものがありました。

　それにしても──。

　さっきから聞いていると、彼女は自分があらゆる点において私より勝まさっていると思っているようですが、思い上がりも甚はなはだしいです。

「……ウェルチ嬢じよう」

「なによ、低い声出しちゃって。文句あるの？」

「訂てい正せいを要求させていただきます。容姿についてはともかく、魔法の腕に関して、私はあなたに劣るとはまったく思っていません」

「……へえ、導どう師し候補生のあたしより、しがない王宮魔術士の自分のほうが上だって言いたいの？」

「はい」

　強がりではなく、自信を持って断言しました。

　導師候補生になっているぐらいですから、ウェルチの実力は相当のものなのでしょう。いくら彼女が男爵家の養女であるとはいえ、ここは王宮ではありませんから、金とコネは通じません。

　それでも、私の魔法は彼女に劣るものではないはずです。

　自信を持ってそう言えるだけの努力を、私はしてきました。修しゆ羅ら場ばだっていくつもくぐってきました。

「……そんなに言うなら、試してあげる」

　ウェルチが静かに呟つぶやいた直後、室内の空気が変わりました。

　魔ま法ほう使つかいにしかわからない、この気配。

　精神の糸が〝世界の傷〟に触ふれた気配。

　ウェルチが魔法を使おうとしているのです。

　アホタレから離れて、ウェルチはゆっくりと立ち上がります。

「……受けて立ちましょう」

　私は杖つえを握にぎりしめて、精神の糸を〝世界の傷〟へと伸ばしました。

　王おう都とを旅立ってからこっち、マモノと戦い続けてきたおかげか、ナブラスカ山での死闘のおかげか、私が精神の糸を編み上げるまでにかかる時間は、王都にいた頃より確実に短くなっていました。

　以前は呼吸二つ分の時間がかかっていましたが、今ではよほど大きな魔法でない限り、半分──すなわち、呼吸一つ分の時間で紡つむぐことができます。

「自惚うぬぼれの代だい償しようは高いわよ、おチビさん」

「その言葉、そっくり返させていただきます」

　ウェルチと私は同時に呪じゆ文もんの詠えい唱しように入りました。

　ウェルチが唱となえているのは第一元素系火か炎えん魔法〝煉獄ホムラ〟の呪文。迎え撃うつ私が唱えているのは第二元素系電でん撃げき魔法〝雷電ナルカミ〟の呪文です。

　呪文の長さはほぼ同じ。となると、勝負を決するのは魔法の破壊力──。

「ホ──」

「ナ──」

「私の部屋で暴れるとは、いい度胸だ」

　レムリア様が凍こおるように冷たい声を静かに響ひびかせたのは、私とウェルチがそれぞれに詠唱を終え、力ある言葉を叫さけぼうとしたまさにそのときでした。

　血の気が下がっていく思いがして、精神の糸もぷつりと切れてしまいました。

　ウェルチも青ざめた顔で身を縮こませています。さっきまでピンピンに立っていた耳もしおれたように垂たれ下がっていました。

　私はちょっとやそっとのことでは精神の糸が切れないよう訓練をしています。ウェルチだって同じでしょう。そんな私たちの精神の糸をあっさりと断ち切ってしまうだけの迫力が、レムリア様の声にはありました。

　殺気といったほうがいいでしょうか。

　あのまま私とウェルチが魔法を発動させていたら、決着云うん々ぬんの前に、ふたりともレムリア様に殺されていたでしょう。大おお袈げ裟さでもなんでもなく、レムリア様は躊躇ためらいもなく私たちを殺していたでしょう。そう確信できてしまえるだけの殺気だったのです。

「も、申し訳ありません……」

「ご、ごめんなさい、お義ね姉え様……」

「フェニックスだ」

　……はい？

　レムリア様の口から唐とう突とつに出た単語に、ウェルチがきょとんとした顔になりました。私も同じ顔をしていたに違いありません。

「おまえたち、フェニックスの羽根を取ってこい。早い者勝ちだ。勝ったほうが、レックスの旅に同行する」

「レムリア様……？」

「勝負だよ。したいんだろう？」

　紫むらさき色いろの瞳ひとみを楽しげに細めて、レムリア様は言います。

「ここで暴れられるのはまっぴらご免めんだがな、勝負そのものを止めるつもりはない。したいのならば、すればいい。ただし、どうせなら私の役に立ってもらう」

　組んでいた腕うでを解いて、見せつけるように右手を差し出してきます。

　白くしなやかなその手の薬くすり指ゆびには、石の埋うめ込まれた指輪が嵌はめられていました。

　金剛石ダイヤモンド……いえ、水すい晶しようでしょうか。色はなく、透すき通っています。

「作りかけのアクセサリーだ。こいつを完成させるのに、フェニックスの羽根がいる」

「アクセサリー……ですか」

　アクセサリー……通常はお洒落しやれや儀ぎ礼れいのための装飾品を指す言葉ですが、魔ま法ほう使つかいであるレムリア様が口にした場合、それは、魔法によって作られた魔法の品の総称となります。

「どうだ？」

「どうだと言われましても……」

　これは、困こん惑わくせざるをえません。

　さっきは頭に血が上って不覚にもウェルチの挑ちよう発はつに乗ってしまいましたが、レムリア様の一いつ喝かつで頭が冷ひえた今となっては、勝負と言われても困ってしまいます。

　そもそも、『勝ったほうがアホタレの旅に同行する』じゃ、私の場合、勝っても現状維持、負ければ任務達成が不可能になってしまう──と、得るものがありません。

「四天竜ノーブルドラゴンの情報も、勝ったほうに教える」

　私を横目で見たレムリア様の顔には、まるでいたずらを楽しむ子供のような笑みが浮かんでいました。

「そんな……」

　それでは、選せん択たくの余地なんてないじゃないですか。

「やるわ」

　ウェルチが桜色の髪かみを搔かき上げて言いました。

「レックス様に相応ふさわしいのはあたしだって、勝負に勝って証明してみせる」

　私に向けられているウェルチの目には、確固たる決意の色が見て取れました。

　アホタレが英雄になる日のために魔ま法ほうを学んできた、とウェルチは言っていました。そして、今、彼女は導どう師し候補生にまでなっています。それだけの力を身につけるのは、並なみ大たい抵ていの努力ではなかったでしょう。

　そして、それだけの努力をなしえたのは、彼女のアホタレに対する想おもいが本物であるということです。

　そういう意味で、アホタレのお供ともに相応しい魔法使いは、たしかに彼女のほうなのかもしれません。

　だからといって、譲ゆずるわけにはいかない以上、これもまた魔ま王おうを倒すために必要な行為なのだと割り切るしかないでしょう。

「……やります」

　私はまずレムリア様を、それからウェルチの目を見て言いました。

「この勝負、受けてたちます」

　やると宣言してしまうと、迷いは噓うそのように消えていきました。

　胸にあるのは、決して負けられない……いえ、負けたくないという思い。

　これは、きっと、私自身の中にウェルチとの勝負を望む気持ちが強くあるということなんでしょう。

「決まりだな。では、おまえたちにはフェニックスの羽根を取ってきてもらう」

　負けず嫌ぎらいっぷりでは、私は誰にも負けるつもりはありません。フェニックスの羽根の一枚や二枚、軽く取ってきて、ウェルチの鼻を明かし──って、フェニックスの羽根？

「あの、レムリア様」

　私は小さく挙手をして、訊たずねました。

「フェニックスというのは、あのフェニックスのことですか？」

　フェニックスという名称から思い浮かぶものは、一つしかありませんでした。

　すなわち、不ふ死しなる炎ほのおの鳥。

　幻げん獣じゆうフェニックス。またの名を、鳳ほう凰おう。

　ドラゴン族や巨人族と並んで、旧世界の以前から滅びることなく存在し続けている古いにしえの種族。

　永遠の生命を持ち、その身を包む炎にはすべてを焼き尽くす破壊の力とともに、あらゆる傷と病を癒いやす再生の力があるとも云いわれています。

　また、死者の最後の願いを叶かなえるという伝説もあり、フェニックスを題材としたおとぎ話は数かず知れません。

　しかし、幻獣の呼び名が示すとおりフェニックスの存在は幻まぼろしに等しく、人目に触ふれる場所に姿を現すことは滅多にありません。その個体数は上位のドラゴン族よりもさらに少ないとさえ云いわれているほどです。

「無論、あのフェニックスだ」

「ですが……」

　フェニックスの羽根を手に入れるためにはフェニックスを捕まえなくてはならず、そのためにはフェニックスを探さなければなりません。

　どこにいるかわからない四天竜ノーブルドラゴンの手掛かりを得るために、どこにいるかわからないフェニックスを探す……。

　なんとも不毛です。

「案ずるな。フェニックスの居場所ならば、わかっている。──ここだ」

「ここ……というと、魔ま法ほう学院ですか？」

　レムリア様は首をゆっくりと横に振って、こう答えました。

「ソレイユの丘おかだ。アンジュ、おまえはこの山がソレイユの丘と呼ばれるようになる以前の呼び名を知っているか？」

　そして、問うてきます。

　ソレイユの丘のかつての呼び名……というと……あっ。

「鳳ほう凰おう山ざん……」

「正解だ」

　レムリア様は艶つややかな唇くちびるを笑みの形にして、頷うなずきました。

「ならば、鳳凰山の名の由ゆ来らいも知っているな」

「はい」

　ソレイユの丘がかつて鳳凰山と呼ばれていた理由──それは、もうそのまんま、鳳凰──すなわち、フェニックスがいたからです。

　鳳凰山でフェニックスの存在が確認されたのは、百年前の人じん魔ま戦争よりもさらに昔──ランドールがアデール大たい陸りく統一のために領土を拡大していた時期ですから、百五十年以上も前の話ということになります。

　存在が確認されたといっても、実際にフェニックスを目まの当たりにした人は多くはなく、最初の目もく撃げきから半年もしないうちに、フェニックスはその姿を消してしまったとか。

　ソレイユの丘の地下に広がる大陸最大規き模ぼの遺い跡せきソレイユ。このソレイユが発見されたのも、フェニックスのおかげとも云いわれています。ソレイユを発見した冒険者一いつ行こう──彼らは、フェニックスの噂うわさを聞きつけ、フェニックスを捕らえようとやってきた者たちだった──という理由で。

「今も鳳凰山……いえ、ソレイユの丘にいるのですか？　フェニックスが」

「ああ、いる。今もというより、戻ってきたというべきかな。最近になって、また目撃されるようになった。ウェルチも目もく撃げき者しやの一人だよ」

　詳くわしいことは当の目撃者に訊きけとでもいうように、レムリア様は目線でウェルチを示しました。

　振り向いた私に、ウェルチは「ふん」と鼻を鳴らし、顔を背そむけて言いました。

「火の神しん殿でんよ。あたしはそこでフェニックスを見たわ」

「火の神殿……？」

「八合目に、柱みたいな火か竜りゆう岩がんがいっぱい立ち並んでる場所があるのよ。そこが火の神殿って呼ばれてるの。そんなことも知らないの？」

　得意げに鼻を反そらされてしまいます。

　自分が知っていることを私がちょっと知らなかったというだけで、偉えらそうな態度！

　とはいえ、私が火の神殿について知らなかったことは事実ですから、ここはぐっと我が慢まんしましょう。

「あたしは火の神殿に火か霊れい草そうを採りにいって、そこでフェニックスを見たのよ。ああ、あの神こう々ごうしい姿、思い出しただけでも身体からだが震ふるえてくるわ！」

　胸の前で両手を組み合わせ、うっとりと天てん井じようを仰あおいで、ウェルチは熱っぽく語ります。

　気持ちは、わかります。

　伝説の幻げん獣じゆうフェニックスがすぐ近くにいると聞いて、私の胸も高鳴っていました。

「でも、お義ね姉え様、フェニックスを捕まえるっていっても、どうやって捕まえればいいの？　殺しちゃったらいけないんでしょ？」

　それは、私も気になるところでした。

　運良くフェニックスと遭そう遇ぐうできたとしても、捕まえなければ羽根を取ることは難しいでしょう。

　殺してしまえば羽根を取ることも容易でしょうが、なにしろフェニックスは不ふ死し鳥ちようです。人間の力で殺せるかどうかもわかりませんし、仮に殺すことが可能だとしても、希少な幻獣を殺してしまっていいものかという問題もあります。

「おまえたち、結けつ界かい術は使えるな？」

　私とウェルチが、「はい」「もちろんよ」と頷うなずくと、レムリア様は机の引き出しから小箱を二つ取り出して、私とウェルチに一つずつ投げてよこしました。

「開けてみろ」

　言われるままに小箱を開けた私とウェルチは、「あ」と声をハモらせました。

　小箱の中には柔やわらかな布が幾重いくえにも敷き詰められていて、その上に指輪が一つ載のっていました。

　紅玉ルビーによく似た赤い石のついた、銀の指輪。

　紅玉によく似ていながら、一目でそれが紅玉ではないとわかったのは、それが仄ほのかな魔ま力りよくを放っていたからでした。私とウェルチが揃そろって驚きの声をあげたのも、そのせいです。

「火か竜りゆう岩がんを切り出して加工したアクセサリーだ。結けつ界かい術を強化する力がある」

　なるほど……。

「これで結界術を強化して、フェニックスを捕まえればいいのね」

「そういうことだ。ただし、そいつは一度使うと壊こわれてしまうからな、気をつけろ」

　つまり、チャンスは一度、と。

「実際にフェニックスを目まの当たりにして、そいつを使っても捕らえきれないと感じたら、フェニックスを火の神しん殿でんまで誘ゆう導どうしろ。火竜岩が林立している場所なら、共きよう鳴めい効果でそいつの効力を倍加できる」

「へー」

　さっそく指輪を左手の薬指に嵌はめたウェルチが、指輪をしげしげと眺ながめて感かん嘆たんの声を出しました。

　薬指だけでなく、ウェルチは中指にも石付きの指輪をしていました。石の色からして魔ま導どう器きでしょう。

　魔導器は、魔ま法ほう使つかいが魔法により正確な指向性を与えるために必要な、いわば呪じゆ文もんの補助器とでもいうべき代しろ物もので、これがなければ魔法を思うとおりに操れなくなってしまいます。

　魔導器の形状は様々ですが、たいていは指輪か杖つえでしょう。私の場合は杖ですね。

　指輪のほうが手が塞ふさがらない分、身軽ではあることは間違いありません。でも、指輪はどうにも苦手で……。

　指輪に限らず、私は装飾品の類たぐいが好きではありません。好きになれない理由は、これはもう単純に、付け慣れていないからでしょう。

　お化け粧しようも同じ理由で苦手で……こんな私には、お洒落しやれなんて一生できはしないでしょう。

　レムリア様から渡された指輪は、とりあえず右手の薬指に嵌めました。こんな実用品のアクセサリーですら身につけていると落ち着かないのですから、我ながら重症です。

「トモエ」

　ため息をつく私の頭越しに、レムリア様がトモエさんに声をかけました。

「おまえはアンジュに同行しろ。ソレイユの丘も今やマモノの巣そう窟くつだからな」

「かしこまりました」

　恭うやうやしく頭こうべを垂たれたトモエさんに「うむ」と頷うなずいたレムリア様は、アホタレの頭を軽く蹴け飛とばして言いました。

「このバカも連れて行け」

「お義ね姉え様！」

　悲鳴じみた声をあげたのは、もちろんウェルチです。

「レックス様に相応ふさわしいのは、あたしです！　レックス様を勝負に同行させるなら、チビ女じゃなくあたしに！」

　金かな切きり声で訴えるウェルチに、レムリア様は冷えた声できっぱりと言いました。

「だめだ。イルはアンジュに同行させる。これは決定事項だ」

　当の本人であるところのアホタレの意志がまったく反映していない決定ではありますが、まあ、些さ末まつな問題でしょう。なにせ、アホタレですし。

「納なつ得とくできません！」

　ずいっとレムリア様に詰め寄ったウェルチが、レムリア様の腰こし掛かけている机を手のひらで叩たたきました。

　手て負おいの野犬みたいな、今にも嚙かみつきそうな顔をしていますが、レムリア様はこれっぽっちも怯ひるみません。

「勝負を対等にするための措そ置ちだ。納得しろ」

　吊つり上がっていたウェルチの眉まゆと耳が、疑問の念を表すように八の字に下がりました。私もたぶん、同じような顔をしていたと思います。

「私はおまえとアンジュでは、おまえのほうが魔ま法ほうの腕うででは上だと思っている。それに、おまえには地ちの利りもある。とはいえ、さすがに三対一では対等とは言えないからな。おまえには私の知人を一人、同行者としてつけてやる。それで納得しろ」

「あたしのほうが……上……？」

「そうだ」

　目をぱちくりさせたウェルチは、乗り出すようにしていた身を引くと、おもむろに私のほうを振り返って、にやけ顔になりました。

「聞いたかしら、おチビさん？」

「……聞きましたよ」

「あたしのほうが上ですって、おチビさん？」

　長い耳がパタパタと嬉うれしそうに動いています。

「……」

「あたしのほうが上なんですって。あら、つい二回も言っちゃったわ。ごめんなさい、おチビさん？」

「……」

　私はもう、ウェルチのにやけ顔に爆ばく裂れつ魔法をぶち込んでやりたい衝しよう動どうを抑おさえるのに必死でした。

　レムリア様の目から見て、私よりもウェルチのほうが実力は上──。

　正直、はいそのとおりですとは納得できません。

　なにせ、レムリア様は実際に私の魔法を見たわけでもないんですから、納得なんてできようはずもありません。

　ただ、レムリア様ほどの達人になれば、一目見ただけで相手の実力がどれほどなのかということもわかってしまうのでしょう。

　私だって、レムリア様が戦っている姿を見たことはありませんが、それでもレムリア様が私よりも数段上の強さの持ち主であるということは、わかりますから。

　レムリア様の見み立たてとなれば、それは私よりもずっと正確なはずです。

　そのレムリア様が私よりもウェルチが上だと言っている……。

　納なつ得とくはできませんが反論もできません。

　反論は、結果で。

「う……ぐっ……」

　私が決意に杖つえを握にぎりしめたとき、レムリア様の足の下でなにか黒い物体が蠢うごめきました。──アホタレの頭です。

「いっ……てぇ……」

　呻うめき交じりに半身を起こします。

「なんか頭がすげー痛ぇ……クラクラする……」

　そりゃあ頭にでっかいたんこぶ作って気絶していたところに、踏まれたり蹴けられたり揺すられたりしまくったわけですから、そりゃあクラクラもするでしょう。

「ああん、レックス様ーっ！」

「うおっ!?」

　黄色い歓声をあげてウェルチがアホタレに抱だきつこうとしましたが、レムリア様がそれを許しませんでした。

「いやーん、お義ね姉え様ってば、いじわるしないでー！」

「おまえは少し黙だまれ」

　ローブの襟えりをつかまれたウェルチは両手足をバタバタさせて解放を訴えますが、襟をつかむレムリア様の手はビクともしません。

「なにかと思ったらウェルチかよ……って、アンジュ!?」

　私に気づいたアホタレが、ビクッと全身を震ふるわせました。

　驚くのはわかりますが、なんですかその恐怖にひきつった顔は。

「オレ、ひょっとして、気絶してた……のか？」

　室内をキョロキョロと見回してから、怯おびえのまなざしで私を見上げてきます。

「そのとおりです」

「オレが気絶してる間に、なにかこう、揉もめ事的な事があったりした？」

「それも、そのとおりです。よくわかりましたね」

「いや、アンジュからなんかこう、ピリピリってかビリビリした怒りのオーラが出まくってるからさ……」

「出まくっていますか」

「出まくりでございますです」

「では、ウェルチ嬢じようとの勝負に私が勝てるよう、全力で協力してください」

「しょ、勝負……？　ウェルチとアンジュが？」

　見開いた目で私とウェルチを交互に見たアホタレは、絶望のどん底に落ちたような顔になって、一言。

「……この世の終わり？」
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　ランドール王国領りよう内ないの都市ではどこも、午前に一回と正しよう午ご、午後に二回の計四回、時とき告つげの鐘かねが鳴り響ひびきます。

　勝負の開始は、明日あしたの午前の鐘がなったとき。私たちは街の西せい端たんを、ウェルチは東とう端たんを出発地点にして、ウェルチがフェニックスを目もく撃げきしたという火の神しん殿でんを目指します。

　火の神殿にフェニックスがいるとも限りませんが、ウェルチ以外にフェニックスの姿を目にした人たちも皆、火の神殿、あるいはその付近で目撃したという話でしたから、ただ闇やみ雲くもにソレイユの丘を探し回るよりも可能性は高いでしょう。

「あー、だから、ここに来るのは嫌いやだったんだよなー……」

　レムリア様に用意していただいた宿屋の食堂──。

　皿に残った塩茹ゆでのニンジンをフォークで転がしながら、アホタレがぼやきました。

　一いつ緒しよに旅をしているうちに気づいたのですが、この男、野菜全般が嫌きらいというわけではないようですが、にんじんとピーマンだけはいつも残しています。好物は肉と甘あまい物。味覚がまるっきりお子様です。

「好き嫌いはいけませんよ、イル」

　トモエさんの言葉に、あーはいはいと面めん倒どうくさそうに手を振って、アホタレはため息をつきます。

「勝負が嫌なら、レムリア様にはっきりとそう言えばよかったじゃないですか」

「んなこと言ったら殺されるって」

「では、諦あきらめてください」

　ぶるぶるっと身み震ぶるいするアホタレを尻しり目めに、私は手にした木製のカップに口をつけました。

　中身は温めた果実酒です。

　ほのかな酸味と豊かな甘みが、旅で疲れた体に染み込んでいきます。

「レックス様は、どちらに勝ってほしいと思っているんです？　アンジュ様とウェルチ様と」

　トモエさんがアホタレにしたその問いは、私があえてしないでいた質問でした。

「んー……勝ったほうがオレと一緒に旅するんだよな？」

　私とウェルチ、アホタレがどちらを望むのか。私がその質問をあえてせずにいたのは、答えがわかりきっていたからでした。

　ウェルチは、性格に難なんがあるとはいえ、エルフ族の美少女です。その上、アホタレに対し明確な好意を抱いだいています。

　男なら誰だって、私みたいな可愛かわいげのない女より、自分を好いてくれる美少女のほうがいいに決まっています。ましてやウェルチは導どう師し候補生。魔ま法ほう使つかいとしての実力も折り紙付きです。

　そんなウェルチと私を比較して、アホタレが私を選ぶなんてあるはずが……。

「あー……どっちか選ばなくちゃダメってんなら、アンジュかなー……」

　……へ？

「私……なんですか？」

「んー……まあ、そうだなー」

「どうして……です？」

　これは……アホタレはアホタレなりに、ここまで一いつ緒しよに戦ってきた私に（アホタレが戦ったのは数えるほどですが）仲間意識とでもいいましょうか、友情に類する感情を抱いだくようになっていた……ということなんでしょうか。

「だってさー、ウェルチと旅するのは難しいじゃん？」

　アホタレの答えは、私の期待を裏切るものでした。

　要するに、消去法。

　というか、期待ってなんですか。期待なんて、まったく全然していませんよ？

「じゃん？　と同意を求められても困るのですが……難しいのですか？」

「……んー……」

　アホタレは顔を下に向けると、フォークを持っていない左手で首の後ろを搔かきました。

「ひょっとして、嫌きらいなんですか？　ウェルチ嬢じようのこと」

「いや、嫌いってわけじゃないけどさ……。ウェルチとは、すげーいっぱい遊んだし」

「レックス様にとっても、ウェルチ嬢は大事な幼おさな馴な染じみ……ということですか？」

「うん、まあ、そうだな……」

「なのに、一緒に旅をするのは嫌いやなんですか？」

「嫌ってのともまた違うんだけどさ……難しいんだよ」

　んー……。

　アホタレの言う『難しい』がどういう意味なのか、イマイチはっきりしないのですが……なんにしろ、アホタレがウェルチをお供ともにすることに積極的でないことはたしかです。

「レックス様がウェルチ嬢との旅を望んでいないことはわかりました」

「いや、ウェルチがどーこーの前に、オレはこの旅そのものが嫌っつーか……」

「ウェルチ嬢との旅を望んでいないのなら尚なおのこと、明日あしたは私が勝てるようにがんばってください」

「めんどくせー」

　アホタレは今度は天てん井じようを仰あおいで全身を弛し緩かんさせました。

「私は、楽しみですわ」

　にこやかにそう発言したのは、トモエさんです。

「なんだか、昔に帰ったみたいで」

「昔……というと？」

「レックス様とウェルチ様がお小さかった頃です。おふたりとも、ハイドフェルト家の裏山を遊び場にされることが多くて、私もよく交ぜていただきました」

「なるほど。まあたしかに、明日あしたも山登りであることには間違いありませんね……」

「なあ、トモエ」

　アホタレが天てん井じようを仰あおいだままの格好でトモエさんに声をかけました。

「……ウェルチのヤツ、三年ぶりだってのに、全然変わってなかったな」

「大変、お綺き麗れいになっておられましたよ」

「あー……まーそうなんだけどさ。オレが言いたいのは中身的な話っていうか……」

「お人ひと柄がらということでしたら、そうですね。私もウェルチ様にお会いするのはレックス様と同じく三年ぶりですが、ウェルチ様はウェルチ様のままのように思います」

「だよなー……。あいつ、こっちで友だちとかできたのかな……」

　友だち。

　不意にアホタレの口から出た単語に、私の胸はちくりと痛みました。

「あいつ、昔っからオレ以外に友だちがいなくてさ。いや、まあ、オレも友だちったって近所のガキどもぐらいしかいないから、偉えらそうなことは言えないんだけどさ。ウェルチのヤツはもっとヒドイっつーか、もうホント、オレ以外のヤツとは一切遊ぼうとしなくてさ」

「人見知りが激しかった……ということですか？」

「そう。それだ」

「あたしはイルがいればいい。それが、ウェルチ様の口くち癖ぐせでした」

　トモエさんが口にした昔のウェルチの口癖。それがまた、私の胸をちくりと刺さしました。

（あたしはおばあちゃんがいればいい！）

　耳の奥に甦よみがえったのは、私自身の過去の声。

（アンジュも友だちを作らないといけないねえ）

　そう言ったおばあちゃんに、泣きながら叫さけんだ言葉です。

　あのとき、おばあちゃんが見せた困ったような顔は、今も脳裏に焼きついています。

　アホタレ以外に友だちを作ろうとしなかったというウェルチ。

　私も、同じです。

　私の場合はおばあちゃんでした。

　人見知りが激しくて同じ年頃の友だちができず、乱暴だった兄たちを嫌きらっていた私にとって、おばあちゃんは唯一の遊び相手でした。

「もうずっとオレにべったりでさー。オレが他ほかのヤツと遊ぼうとすると怒るんだぜ？」

「……それだけ想おもわれて、男冥みよう利りに尽つきるのではないですか？」

　うーんとアホタレは唸うなりました。

「そりゃあ、嫌われるよりは好かれるほうがいいに決まってるけどさ。オレは、あいつがオレ以外のヤツと笑い合ってる顔も見てみたかったよ」

「それを、本人に言ったことはあるのですか？」

「あるよ。そしたらさ、あいつ、こう言ったんだ。あたしに友だちができたら、イルは嬉うれしい？　喜んでくれる？　って」

「……レックス様は、なんと答えたんです？」

「嬉しいって答えたよ。そのあとだったな、あいつが留学するって言い出したのは」

「そうですか……」

　いつか必ず英雄になるだろうアホタレのために魔ま法ほうを学んでいる、とウェルチは言っていました。

　実際、導どう師し候補生にまでなったのですから、その言葉は噓うそでも建たて前まえでもないのでしょう。

　けれど、アホタレを喜ばせるために友だちを作りたいという思いも、あったに違いありません。

　自分を知る人が多い地元では無理でも、新天地でなら友だちを作る機会に恵まれるかもしれない……。

　私も。

　私だって、王おう都とに出てきてばかりの頃は、もしかしたらこの新しい土地で人生初はつの友だちができるんじゃないかと、少し──ほんの少しだけですが、期待していました。

　理想は、同じ年頃で向上心のある魔法使いの女の子。

　でも、ランドールの魔法衛えい士しにそんな子はいなくて……。

　王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しになってからは、友だちができるどころか王宮の誰からも嫌きらわれて疎うとまれて……。

　ウェルチはどうだったんでしょうか。

　新天地で友だちを作ることができたんでしょうか。

「ウェルチ嬢じようから友だちを紹しよう介かいされた……なんてことは？」

「なかったなぁ」

「……そうですか。そうですよね……」

　そんなことがあったのなら、アホタレが「あいつ、こっちで友だちできたのかな」なんて言うはずもなく。

　ということは……きっと、そういうことなんでしょう。

「なあ、アンジュ」

「なんでしょう」

「ウェルチのさ、友だちになってやってくれよ」

「……はい？」

　耳を疑わずにはいられませんでした。

「……本気で言ってるんですか？」

　私とウェルチは明日あした、進退を賭かけた勝負をするんですよ？

「やっぱ無理かぁ」

「当たり前です」

　ウェルチはたしかに、私の思い描いていた理想の友人像を具ぐ現げん化かした存在といえなくもありません。

　すなわち、同じ年頃で向上心のある魔ま法ほう使つかいの女の子。エルフだということは措いておくとして。

　ですが、たとえ理想的であろうと彼女は私を敵てき視ししていますし、私だって彼女に対して抱いだいている印象は良くありません。良くないどころか最悪です。

　ずっと友だちがいないという点に共感を覚える部分もありますが、だからといって、彼女が私の目的を阻はばむ存在であることに変わりはないのです。

「まー、こればっかりはしゃーないかー……」

　アホタレは天てん井じように向けていた顔を今度は表情が見えないぐらいに深くうつむかせると、ずずっと鼻を啜すすって立ち上がりました。

「オレ、部屋に戻ってるわ」

「イル、ニンジンが残っていますよ」

　トモエさんが呼び止めましたが、アホタレはパタパタと覇は気きなく片手を振っただけで、そのまま食堂を出ていってしまいました。

「……なんだか、元気がありませんね」

　食堂を出ていくアホタレの後ろ姿は、肩かたががっくりと下がっていて、疲れ切って見えました。

　まあアホタレの場合、基本いつだってやる気０ですから、肩は下がりっぱなしではあるのですが……。

　ウェルチに相変わらず友だちがいないことに悩んでいるのでしょうか。それとも、明日あしたの勝負がただただ面めん倒どうくさいだけなのか。

　きっと、後者でしょう。そうに決まっています。

　幼おさな馴な染じみの──それも、女の子のことで思い悩むアホタレなんて、見たくありません。こっちまで調子が狂ってしまいます。

「アンジュ様、様子を見にいっていただけないでしょうか」

　空あいた皿をお店の人が片づけやすいように重ねながら、トモエさんが言いました。

「私が……ですか？」

「お願い致します」

「……わかりました」

　いつもの私なら、トモエさんがいけばいいじゃないですか、と答えていたでしょう。

　なのに、私は引き受けていました。理由は自分でもわかりません。

　……いえ。わからないってのは噓うそですね。

　私がアホタレの様子を見にいくことを引き受けたのは、私自身が気になっていたからに外なりません。

「では、いってきます」

　カップに三分の一ほど残っていた果か実じつ酒しゆを一息に飲み干し、カップを置いて、私は席を立ちました。




　翌日──。

　午前の鐘かねが山やま肌はだの街に鳴り響ひびく中、私、アホタレ、トモエさんの三人は、街の西せい端たんからソレイユの丘の登山道に入りました。

　六合目までは登山道は複数あるものの、七合目から先は人が登れる道は一本しかないと、私たちの出発を見送りにきたレムリア様が教えてくれました。

　街の東とう端たんから出発したはずのウェルチとは道みち筋すじが違いますから、少なくとも七合目までは顔を合わせることはないはずです。

　顔を合わせることになれば、あのエルフ娘むすめの性格からして、フェニックス探しそっちのけで直接対決を挑いどんでくることは十分考えられます。まあ、そうなったらなったで受けて立つまでですが。

　気掛かりなのは、ウェルチの助すけっ人とになった人物です。

　レムリア様の知人ということですが、私たちはまだ一度も顔を合わせていません。一体、どれほどの実力の持ち主なのか……レムリア様によれば、ウェルチと助っ人のふたりで、私たち三人と戦力的には互ご角かくということになるという話でした。が、こちらはアホタレがまともに戦ってくれる保証はありません。有利不利でいえば、こちらが不利ということになってしまいますが……そこは、私のがんばりでカバーするしかないでしょう。

「あーもう、マジかったりー」

　出発して半はん刻ときも経たっていないうちから、最さい後こう尾びを歩いていたアホタレが愚ぐ痴ちりはじめました。

「なんか、さっきからずっと道が上りなんだけど」

「私たちは山を登っているんですから、当たり前です」

「山なんて、ついこないだ登ったばっかじゃん」

「恨うらむならレムリア様を恨んでください」

「無茶言うなよ。姉あね貴きを恨んだりしたら逆に恨み殺されるって」

　……愚痴とはいえ、今日きようはよく喋しやべりますね。

　昨夜──。

　あの後、様子を見にアホタレの部屋に足を運んだ私が見たのは、スケッチブックを抱かかえて宿を出ていくアホタレの後ろ姿でした。

　宿を出たアホタレは、宿の裏にあった大きな欅けやきの木に背中を預けて座り込むと、星空を見上げてスケッチブックにペンを走らせはじめました。

　なんだかいつものやる気のない顔とは違う、疲れ切った顔で黙もく々もくと手を動かし続けるアホタレは、なんだか声をかけづらくて……私は結局、なにも訊たずねることはできませんでした。

　そして、一晩明けて、今日きよう──。

　アホタレは、いつものアホタレに戻っていました。

　やる気のない顔。やる気のない言動。

　やる気を出してもらわなければ困るのですが、アホタレのアホタレらしいやる気のなさに、ちょっぴり安あん堵どを覚えてしまっている自分がいて、これまた困ったものです。

「あら？」

　と声をあげたのは、私の斜ななめ後ろを歩いていたトモエさんです。

「なんでしょうか、あれは」

　正面方向を指差します。

　私には目を凝こらしてみてもなにも見えませんが、単純に視力の問題でしょう。私の目が悪いというわけではなく、トモエさんの視力がずば抜けているのです。

「お皿のようなものが置いてあります」

「……お皿？」

　なんでこんな山道にお皿が置いてあるのか。

　訝いぶかりつつ先に進んでみると、たしかにお皿が置いてありました。地面の上にお皿が三枚、直じか置おきされているのです。そして、お皿の上には、フルーツをふんだんにあしらった美お味いしそうなケーキが載のっていました。

　難解極きわまる光景。

「うお、すげえ。ケーキじゃん」

　顔を見合わせ眉まゆ根ねを寄せ合う私とトモエさんの後ろで、アホタレが嬉うれしそうな声をあげました。

　まさかと思いますがこの男。

「ちょーど腹減へってたところなんだ。食おうぜー」

　まったくもって遺い憾かんなことに、まさかが的中してしまいました。

「本気で言ってるんですか？」

　こんなあからさまに怪しい物、絶対に罠わなに決まっています。

「イル、まだお昼ごはんには早いですよ」

　トモエさんのツッコミも微び妙みようにズレています。

「堅かたいこと言うなよ。ケーキだしさ、昼メシ前の軽いおやつってことでいいじゃん。ちょうど人数分あるし、アンジュとトモエも食おうぜ」

「……私は遠えん慮りよしておきます」

「私も、人前での拾い食いははばかられます」

　人前でなければするんですか、というトモエさんへのツッコミを懸けん命めいに飲み下くだす私の横で、

「そっかー？　んじゃ、オレ一人で全部食っちゃうぜー」

　アホタレがへらへらしながらお皿を拾い上げました。

　念のため、三歩ばかり下がっておきます。

「やっぱ、疲れたときには甘あまい物だよなああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　アホタレの足下の地面が崩ほう落らくしたのは、アホタレがケーキを鷲わし摑づかみにしたのと同時でした。

　言葉の後半を悲鳴に変えて、アホタレは穴の底へと落ちていきました。

　……まあ、予測はしていたことなので驚きはありません。

「立派な落とし穴ですね」

　トモエさんも特に驚いてはいないようです。というより、むしろ楽しげです。

「私は落とし穴なんて初めて見ましたよ」

　ついでにいえば、拾い食いする貴き族ぞくも初めて見ました。

　穴の縁ふちに立って、中を覗のぞき込みます。

　けっこうな深さです。井戸ほどではないものの、成人男性を五、六人縦たてに重ねたぐらいの深さはあるんじゃないでしょうか。

　底には水が張られていて、ずぶ濡ぬれになったアホタレが呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていました。

「怪け我がはありませんか？」

　怪我をしているようには見えませんが、一応、訊きいておきます。

「ふも、もふももふも、ふもふもも！」

　なにを言ってるのか、さっぱりわかりません。

　……どうやら、ケーキを口いっぱいに頰ほお張ばっているようです。

　落っこちながらもしっかりケーキは口に入れていたのですから、もう呆あきれるのを通り越して感心するしかありません。

「自じ力りきで上がってきてください」

「もっふもー」

　了りよう解かいと言ったのか、かったりーとでも言ったのか。おそらくは後者でしょうが、手助けはしません。アホタレの運動能力なら、この程度の高さ、どうということはないはずです。

　それにしても落とし穴とは……。

　仕掛けたのは間違いなくウェルチでしょう。

　これだけの大きさの穴、普通に掘ればかなりの時間がかかるはずですが、魔ま法ほうを使えば簡単です。

　恐らくは昨さく夜やのうちにやったのでしょう。

　思えば昨夜、ウェルチはアホタレに会いにきませんでした。導どう師し候補生としていろいろと忙いそがしいのかと思っていましたが……なるほど、まさか罠わなを準備していようとは。しかも、こんな見え見えの低次元の罠わな。バカにしているにもほどがあります──と言いたいところですが、うちのアホタレときたら、そんな低次元の罠にまんまと引っ掛かっているのですから、救いようがありません。

「うへぇ、びしょ濡ぬれになっちまった」

「水も滴したたるいい男ですね、イル」

　自力で這はい上がってきたアホタレを、トモエさんが笑顔で迎えます。

「……魔ま法ほうで火を熾おこすので、乾かわかしてください」

「へーい」

　こんなところで無む駄だに魔ま力りよくを使いたくはありませんが、このままアホタレを濡れネズミにしておくわけにもいきません。風か邪ぜでもひかれたら困ります。まあ、なんとかは風邪をひかないといいますから、放っておいても大だい丈じよう夫ぶのような気もしますが。

「〝煉獄ホムラ〟」

　杖つえをかざした先に、真まっ赤かな火の柱が立ち上がります。

「さあ、これで乾かし……っ!?」

「ん？　どした？」

　絶句する私にきょとんとした顔を向けてきたアホタレは、あ、あ、あ、あろうことか、裸はだかになっていました。

「ななな、なんで裸なんですかっ!?」

　い、いえ、裸といっても下着はつけていますから完全に裸というわけじゃないんですががが。

「え？　だって脱ぬいで干したほうが早く乾くじゃん」

「だだだ、だからって、女性二人の目の前で裸にならなくても！」

「トモエは全然気にしてないぜ。なあ、トモエ？」

「はい。レックス様はお風ふ呂ろ上あがりにいつも全ぜん裸らで屋敷を徘はい徊かいされていましたから、見慣れたものです」

「トモエさんが平気でも、私が平気じゃないんです！」

　それになんですか、全裸で徘徊って！

「えー？　だったら、後ろ向けばいいじゃん。真まっ赤かな顔でじーっとこっちを見てないでさ」

「──！」

　た、たしかにアホタレの裸を見るのが嫌いやなら、目を逸そらして見なければいいんです。私ともあろう者が、なんでこんな簡単なことに気がつかなかったのか。

　即座に回れ右をして、大きく深呼吸をします。

　心臓の鼓こ動どうが全力疾しつ走そうでもしたみたいに速くなっているのが、触ふれずともわかりました。

　顔はさぞかし真っ赤になっていることでしょう。

　だってだって、仕方ないじゃないですか。父や兄以外の男の人の裸を見るのは、初めての経験なんですから。

　ぎゅっと目をつむると──なにも考えないように目を閉じたのに──瞼まぶたの裏にアホタレの裸ら体たいが勝手に浮かび上がってきました。

　さすが、鍛きたえているだけあって、引き締まったいい体をしていました。男の人の体に疎うとい私でも、それはわかります。

　ふと、ナブラスカ山で魔ま王おうの娘むすめと戦ったときのことが脳裏をよぎりました。

　あるんです。私は。一度だけ。あの引き締まった腕うでに抱だきかかえられたことが。それが、ナブラスカ山で魔王の娘と戦ったときです。

　あのときは戦闘中ということもあって特になにも思いませんでしたが、考えてみると、アホタレのあの鍛え抜かれた鋼こう鉄てつみたいな体に、私は全身で密着していたわけで──。

　ああ、どうしましょう。頭がクラクラして変な汗あせが出てきました。

「ううう……」

「どうかされましたか？　アンジュ様」

「い、いえ、どっ、どうもしません。ぜ、全然っ、大だい丈じよう夫ぶですから」

　噴ふき出た汗が瞬しゆん時じに気化してしまうぐらいに熱くなった顔を冷ますべく、必死に手で仰あおいでいると、「へへー」というアホタレの笑い声が聞こえてきました。

「あれだぜ、きっと。オレの裸はだか見てさ、エロエロな妄もう想そうしてたりするんじゃね？」

「なっ、なっ、なっ──」

　なにを言い出しますかこの男は！

「いいんだぜー、別に。減るもんじゃないし。オレでよければ、好きなだけエロエロな妄──ひいっ!?」

　振り返った私の形ぎよう相そうに、アホタレは悲鳴をあげて体を引きました。

　ええ。鏡など見なくてもわかります。きっと今、私はかつてなく殺意に充みち満ちた形相をしていることでしょう。

「ちょっ、待っ、冗じよう談だん、だから、マジ、呪じゆ文もんとか、やめて、平和的に、話し合いを──」

「〝雷電ナルカミ〟！」

「ぎゃああああああああああああああああああああっ！」

　フェニックスの棲すまう火の山に、アホタレの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡りました。




　ウェルチの仕掛けた罠わなは、一つじゃありませんでした。

「お、なんか宝箱があるぞ」

　山道の真ん中に、無む造ぞう作さに置かれた宝箱。

「開けちゃダメですよ」

「えー？　なんでだよ」

「なんでもなにも、罠わなに決まっているじゃないですか」

　忠告を無視してアホタレは宝箱に近づいていきます。その足取りが微び妙みようにふらふらしているのは〝雷電ナルカミ〟直ちよく撃げきの影響でしょう。

「お、すげえ。なんでも願いの叶かなう魔ま法ほうの玉が入っています、って蓋ふたに書いてあるぞ」

「それは、とても素す敵てきですね」

　トモエさんがにこやかに言います。

「イルなら、どんなお願いをするんです？」

「そんなん、決まってんじゃん」

　開けたくて開けたくてたまらないといった感じで両手をわきわきさせながら、アホタレは答えます。

「毎日、絵だけ描いてだらだらと過ごせますようにって」

　なんという怠たい惰だな願い。

「もう一度だけ言います。開けちゃダメですよ」

　アホタレの両手わきわきは止まりません。

「そりゃ罠かもしれないけどさー、宝箱だぜ？　宝箱が目の前にあって開けないとかさー、マジ無理じゃね？　こういう場合、罠とわかってても開けてみるのが、勇者なんじゃねーの？」

「それは勇者じゃなくてただのアホです。そもそも、あなたは勇者になんてなりたくなかったんじゃないのですか？」

「うおー、もう我が慢まんできねー！　開けちゃえ」

　がちゃ。

　ぶしゅー。

「うおっ!?　なんだこの煙けむり」

　宝箱から噴ふき出してきた煙に包まれて、アホタレの姿が見えなくなります。

　私は下がりつつ、ちょっとでも煙を吸わないようマントで鼻と口を覆おおいました。

　煙の噴ふん出しゆつ量りようは多くはなく、屋外ということもあってすぐに拡散しました。

　アホタレは、特に倒れたりということもなく普通に立っています。

「レックス様？」

　私の呼びかけに、アホタレはゆっくりと振り返り──。

「あーっひゃっひゃっひゃっ！」

　突然、大声で笑いはじめました。

「ひゃっひゃっひゃっ！　おっひょっひょっ！　うきょーっ！」

　知性のかけらも感じさせない、聞く者に頭痛を誘ゆう発はつするような笑い声。

「な、な、なんだよ、これ、うひゃひゃ、わ、笑いが、ひひひ、と、止まん、ひょひょひょ、ねえ、あひゃひゃひゃひゃ」

　あの煙けむり──ただの煙えん幕まくではないだろうと思いましたが、案あんの定じよう。

　笑いが止まらなくなる薬品が含まれていたようです。

「た、た、うひゃひゃ、助け、あひゃひゃゃ、は、腹いてぇ、にゃははは」

「無理です」

　僧そう侶りよがいれば解げ毒どくの魔ま法ほうで治ち療りようもできたでしょうが、生あい憎にくと私には僧侶の神聖魔ま法ほうは使えません。

「ど、どうすりゃひゃひゃひゃ、いいんふひひ、だよぉっひょひょひょ」

「薬が切れるのを、待つしかないですね」

「ひーひゃひゃひゃ」

　涙なみだを流して笑い転げるアホタレを尻しり目めに、私は蓋ふたの開いた宝箱に歩み寄りました。

　中には願いを叶かなえる魔法の玉たま──ではなく、一枚の紙が入っていました。

　紙には絵が描かれていました。

　あっかんべーをしている女の子の絵です。たいして上う手まくもない──というより、はっきりいってど下へ手たですが、それでも特徴的な耳のおかげで、その絵の少女がウェルチであるということはわかりました。

　やはり、罠わなを仕掛けたのはウェルチで間違いないようです。

　あっかんべーは当然、私に向けられたものでしょう。

　あのエルフ娘むすめ……っ！

「うひゃひゃひゃ、うひゃっ、あひゃひゃひゃひゃひゃ」

　アホタレの間抜けな笑い声を背中に受けながら、私は手にしたウェルチの自画像をビリビリに破って投げ捨てました。




　次に待ち受けていた罠は、地じ獄ごくの回転ベッドでした。

　ケーキや宝箱と同様、道の真ん中に怪しさ大だい爆ばく発はつで置かれた豪ごう華かなベッド。

「おー、これぞ天の助けってやつ？　一休み一休み……」

　笑いっぱなしですっかりしまりのない顔になったアホタレが、これ幸いとばかりに横になると、ベッドはふわりと浮かび上がって高速回転をはじめ──。

「うおおおおお!?　目が、目が回るぅぅぅぅぅ！」

「なにやってるんですか！　早く飛び降りてください！」

「そっ、それが、手足がシーツに張りついたみたいになって、動けないんだよぉぉぉ！」

「なら、仕方がありません。手荒にいきますよ」

　私の〝風魔カマイタチ〟で吹っ飛ばされるまで目にも留まらぬ速さで回され続けたアホタレは、泡あわを噴ふいて失神するはめになったのでした。




「おええっ、まだ気持ちわりぃ……」

　目を覚ましてから半はん刻ときが過ぎても、アホタレの顔色は真まっ青さおのままでした。

　無理もないでしょう。私の魔ま法ほうを合計で二発もくらい、死ぬほど笑った挙げ句、ぐるんぐるんに脳を揺らされたのですから、よくもまあ生きていられたものです。

「キリキリ歩いてください。あなたが罠わなにかかりまくってくれたおかげで、盛大に遅れているんですから」

　まったく。ウェルチのふざけた罠も腹立たしいですが、それに片かたっ端ぱしからかかったアホタレのほうにこそ、私は怒りを覚えずにはいられません。

　いっそ、笑い転げているあたりで見捨ててくればよかったとさえ思ってしまいます。

「ウェルチ様は、もうずいぶん先に進まれたのでしょうか」

　アホタレの背中をさすりながら歩いているトモエさんが言いました。

「でしょうね。もう火の神しん殿でんについているんじゃないでしょうか」

　ウェルチがフェニックスを目もく撃げきしたという火の神殿は、八合目に位置しています。午前の鐘かねと同時に出発して、それから二回、鐘が聞こえてきましたから、ウェルチたちが何事もなくまっすぐ進んでいるのであれば、火の神殿に着いていてもおかしくない時間です。

　火の神殿に着いたからといって、そこにフェニックスがいるとは限らないわけですが……なんにしろ、私たちの遅れは致ち命めい的です。

　私たちはまだようやく七合目に入ったところ。六合目に入ったあたりから木々が減りはじめ、このあたりにはもう草木の一本も見当たりません。行く手に見えるのは、赤茶けた土と岩だけ。

　空気も薄うすくなってきますから、ここから先は体力的にも厳しくなってきます。マモノの襲しゆう撃げきにも神経を尖とがらせておかなければなりません。

　心身ともに磨すり減る勝負ですが、これもいい修行になると前向きに考えましょう。

「アンジュ様」

　トモエさんに声をかけられて、私は足を止めました。

「どうかしま──！」

　振り向いて問おうとしたそのときでした。

　凍いてつくような殺気の波が私たちを吞のみ込んだのは。

　前方に向き直った私は、そこに、トモエさんに声をかけられるまではいなかった女の姿を目もく撃げきしました。

　長い深しん紅くの髪かみを風に揺らして、女は美び貌ぼうに艶つややかな笑みを浮かべます。

　知っている女でした。

　なぜ、彼女がここにいるのか。

「アイカ……！」

　血ち桜ざくらのアイカ。

　彼女に命を狙ねらわれて生きている者はいないとさえいわれている凄すご腕うでの女暗殺者。得え物ものは東方諸島の騎き士し剣けん、カタナ。波のような紋もん様ようが美しい片かた刃はの剣です。両りよう肩かたと胸元を露あらわにした風変わりな衣装も、おそらくはカタナと同じく東方諸島由来のものなのでしょう。

　かつて彼女はアホタレの命を狙ねらってハイドフェルト家を襲しゆう撃げきし、私たちと戦いました。まあ、それは結局、アホタレの実力を私に見せるためにレイヴェン様が仕組んだことだったわけですが……。

「お久しぶりですね」

「なぜ、あなたがここにいるのです？」

　身構える私とは対照的に、アイカはまったくの自然体です。敵てき意いのかけらも感じられませんが、油断はできません。さっき感じた凄すさまじい殺気は、彼女のものに間違いないからです。

「友人に頼まれまして」

「友人……？」

「レムリア＝メル＝ハイドフェルト……友人というより腐くされ縁えんといったほうが正しいかもしれませんが」

　これは……意外です。レムリア様が血ち桜ざくらのアイカと知り合いだったなんて。

　……いえ。レイヴェン様もアイカと知り合いだったのですから、それほど意外ということではないのかもしれません。

「……ということは、あなたが……？」

「はい。レムリアの依頼により、こちらのお嬢じようさんの護衛をさせていただいております」

　そう言って回れ右をしたアイカの背中には、桜色の髪かみのエルフ娘むすめ──ウェルチが背負われていました。

「疲れて眠ねむっているのです」

「え……？」

「昨夜、あなたたちを妨ぼう害がいするための罠わな作づくりに必死になって一いつ睡すいもしていないらしく、ここまできたところで倒れてしまったのです」

　くー、とやけに可愛かわいらしい寝息が聞こえてきました。

「あれ、ウェルチだよな？　寝てんの？」

　トモエさんに支えられつつ、アホタレが隣となりにやってきました。

「そのようですよ」

　なんと間抜けな話でしょう。私たちを足止めするための罠作りで疲れ果てて、倒れて、結局追いつかれてしまうなんて。

　まあたしかに、ウェルチの罠はかなり手がこんでいました。特に最後の高速回転ベッドは無数の魔ま法ほうが付ふ与よされていました。物に魔法を付与し、それを維持するには、高い技術と大きな魔ま力りよくを必要としますから、ウェルチがバテてしまったのも当然といえば当然です。間抜けであることに変わりはありませんが。

「お嬢じようさん、競争相手がきましたよ」

　アイカがウェルチを背負ったまま、その体を揺すります。

「んっ……」

　眉み間けんに皺しわを寄せうっすらと目を開けたウェルチは、半目のまま私たち三人を見回し──。

「──！　イルっ!?」

　くわっと目を見開きました。

「なんで、イル──じゃなく、レックス様がここに!?　いつの間に追いつかれてしまったの!?」

「あなたが夢の中にいた間に、ですね」

「──！」

　アイカに言われて状況を理解したらしいウェルチは、アイカの背中から飛び降りると、転がるように私たちの前にやってきました。

　胸を張り、左手の甲こうを右の頰ほおに添えて、高らかに言います。

「よくぞ、あたしの恐ろしすぎる罠わなをくぐり抜けてここまでやってきたわね。褒ほめてあげるわ」

　醜しゆう態たいをさらしつつもふんぞり返れてしまえるあの図ずう々ずうしさは、是ぜ非ひにとも見習いたいものです。

「そして、レックス様。ご無事でなによりですわ」

「いや、全然無事じゃないんだけど……」

　アホタレが相変わらずの蒼そう白はくな顔で答えると、「ああ、なんということでしょう！」、ウェルチは胸の前で両手を組み、祈いのるように天を仰あおいで悲痛な叫さけびをあげました。

「可哀相かわいそうなレックス様。無能なおチビさんに足を引っ張られて、お疲れになってしまわれたのですね！」

　違いますから。アホタレをへたばらせたのは、他ほかの誰でもなくあなたですから。……まあ、私の魔ま法ほうもちょっとは影響しているかもしれませんが。

「どうかご安心ください。このウェルチが、今すぐに無能なおチビさんから愛する貴男あなたを解放してさしあげますわ！」

〝世界の傷〟が軋きしみをあげるのが、はっきりとわかりました。

　ウェルチの精神の糸が〝世界の傷〟に触ふれたのです。

「お義ね姉え様には悪いけれど、フェニックス探しなんて七しち面めん倒どうくさいやり方より、こっちのほうが手っ取り早いわ。──あなたもそう思うでしょう？　おチビさん」

　ウェルチの小さな身体からだ（といっても、私のほうがより小さいですが）を中心に、魔ま力りよくが渦うずを巻いています。

　戦やる気です。

　予想どおりの展開。

「ええ。たしかに、私もそう思います」

　フェニックスをこの目で見てみたいという思いもあります。しかし、ウェルチとの力比べに勝ちたいという思いが勝まさりました。

「受けて立ちましょう」

　杖つえを構え、編あみ上げた精神の糸を〝世界の傷〟へと伸ばします。

「わかりやすい展開になってきましたね」

　アイカがくすりと笑ってカタナの柄つかに手をかけました。

「暇ひまを持て余していたところなのです。私も参加させていただきますよ」

「あの小こ生なま意い気きなチビ女は私がやるわ。あなたは手を出さないで」

　ウェルチが横目でアイカを睨にらみます。

「では、私はあちらの二人のお相手を──」

　すらりとカタナを抜いたアイカの切れ長の目は、私の隣となり──アホタレとトモエさんに向けられています。

「レックス様を殺したら、承知しないわよ」

「ご安心を。依頼にない殺しはしない主義ですので」

「──なら、いいわ。あたしも、レックス様が剣けんを振る姿を久しぶりに見たいし」

「では、互いの利害が一致したということで……」

　アイカが目を細めると、冷たい殺気の波が再び私たちを吞のみ込みました。

「トモエさん、任せてもかまいませんか？」

「かしこまりました」

　トモエさんの手には、既すでにナギナタが握にぎられていました。

「あー、オレはここで見学してるから。……おえっぷ」

　いつの間にか地面にへたり込んでいたアホタレが、片手をひらひらさせて言いました。

「……そうしてください」

　ただでさえやる気のかけらもない上に、すっかりヘバってしまっているアホタレに、なにかを期待するつもりはありません。

　アホタレを巻き込まないよう立ち位置を変えて、私はウェルチと、トモエさんは血ち桜ざくらのアイカと、それぞれ向かい合います。

「おや、あちらの美び男なん子しさんは相手をしてくださらないのですね」

「あなたのお相手はこのトモエが引き受けさせていただきます。ご了りよう承しようくださいませ」

　トモエさんが優ゆう雅がに一礼してナギナタを構えます。

「貴女あなたでもかまわないのですが、今度は本気を出していただけるのでしょうね？」

「お望みとあらば」

　トモエさんとアイカが互いに笑みを交わし合います。

　トモエさんとアイカが戦うのは、これが二度目です。王おう都とで戦ったときはトモエさんが手を抜いて故こ意いに負けたのですが……。

「レックス様の見ている前で人殺しはしたくないわ。力の差を感じたらさっさと命いのち乞ごいをなさい、おチビさん？」

「あまり調子に乗っていると、あとで恥はじをかきますよ」

「言うじゃない」

　不ふ敵てきな笑みを見せるウェルチに私も同じ笑みを返して、同時に呪じゆ文もんの詠えい唱しように入ります。

　導どう師し候補生に私の力がどこまで通じるのか、勝負です！




「〝煉獄ホムラ〟！」

「〝水走ミズハノメ〟！」

　ウェルチの振り上げた指の先から放たれた巨大な火球と、私が繰り出した杖つえの先から噴ふき出した超高圧の水流とが、真まっ向こうからぶつかり合って水蒸気に変わります。

　──またしても、五分。

「やる……じゃない……ハァ……チビの……ハァ……くせに……っ！」

　水蒸気の白い壁の向こうから聞こえてきたウェルチの声は、すっかり息が上がっていました。

「あなた……こそ……っ」

　とはいえ、それは私も同じ。

　私たちがぶつけ合った魔ま法ほうの数は、今ので十八……いえ、十九でしょうか。

　ここまでは、どちらの魔法が打ち勝つわけでもなく、相そう殺さいが続いています。

　精神の糸を編あむ速さも魔法の威い力りよくも、ほぼ五分。……いえ、悔くやしいですが、魔法の威力に関しては、ウェルチのほうが一段上をいっています。導師候補生の看かん板ばんは伊だ達てではありません。レムリア様の見立ては間違っていなかったということです。

　ウェルチが本調子であれば──徹てつ夜やの罠わな作づくりで無む駄だに消しよう耗もうしていなければ、この勝負、私が負けていたでしょう。

　トモエさんのほうはどうなっているでしょうか。ナギナタとカタナのぶつかり合う金属音は聞こえているものの、水蒸気のおかげで姿は見えません。

　先さき程ほど、ちらりと見た限りは互ご角かくの戦いをしているように映ったのですが……厳しい表情をしていたトモエさんに対して、アイカの表情には笑みさえ浮かんでいました。あれが余よ裕ゆうからくる笑みだとすると、トモエさんの本気をもってしても血ち桜ざくらのアイカは強敵だということです。

　手助けしたいところですが、余裕がありません。

「正直、あなたをなめてたわ」

　不意に吹き抜けた風に水蒸気が流されて、視線の先にウェルチの姿が現れました。

「もう、手加減はしない」

　肩かたで息をしながら、ウェルチは張りつめた精神の糸を〝世界の傷〟へと突き刺さします。

「あたしの全力を見せてあげる！」

　ウェルチが宣言して唱となえはじめた呪じゆ文もんは──これは──。

──〝屠竜アメノハバキリ〟……！

〝屠竜〟は、かつて私が魔ま法ほうを消滅させる力を持ったアイカの妖よう刀とう・火ひ喰くい鳥を砕くだくのに使った、第五元素系の対巨きよ竜りゆう殺傷魔法です。

　対巨竜殺傷魔法という看かん板ばんに偽いつわりはなく、その威い力りよくは他ほかの攻こう撃げき魔法を大きく凌りよう駕がしています。

　そして、〝屠竜〟は私の使える攻撃魔法の中で最強の魔法でもありました。

　その〝屠竜〟を、ウェルチは私に向けて放とうとしているのです。

〝屠竜〟は普通の攻撃魔法で相そう殺さいすることは不可能です。結けつ界かい魔法で防護結界を展開したとしても、易やす々やすと貫通されてしまうでしょう。

〝屠竜〟を防ぐには、こちらも〝屠竜〟を使うしかありません。

　精神の糸を〝世界の傷〟に突き刺す勢いで伸ばし、私もウェルチが唱えているのと同じ呪文を唱えます。

　ウェルチの目が驚きに見開かれるのが見えました。私が〝屠竜〟を使えるとは思っていなかったのでしょう。

　先に呪文を完成させたのは、ウェルチのほうでした。彼女のほうが先に唱えはじめたのですから、これは当然。

　ウェルチが私に向けて伸ばした人差し指の先に、白、黒、赤──無を象徴する三色の小さな光の珠たまが浮かび現れました。

「〝屠竜〟！」

　私の呪文が完成し、三色の光の珠が正面にかざした杖つえの先に現れたのは、ウェルチが力ある言葉を叫ぶのと同時でした。

　一いつ瞬しゆん遅れて、私も同じ言葉を叫びます。

「〝屠竜〟！」

　三色の光が重なり合うように溶とけ合い、螺ら旋せんを描いて疾しつ走そうを開始します。

　そして、衝しよう突とつ。

　巨竜さえも屠ほふる絶対的な存在否定の力と力のせめぎ合いに、大気と大地が激しく震ふるえます。

「……っ！」

　目を剝むき、歯を食いしばって、魔ま力りよくを高めます。

　術の威い力りよくは五分。一瞬でも気を抜いたら一気に押し切られてしまうでしょう。

　押し切られれば、そこに待っているのは死です。

　冗じよう談だんじゃ……。

　冗じよう談だんじゃ、ありません。

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱなところで、死んでたまるものですか。

　決めたんです。私は。

　なんとしてもこの旅をやり遂げるって。

　レイヴェン様のためでも、世界のためでもなく、私自身のために。

　身体からだ中の肉と骨が悲鳴をあげて、意識が明滅します。

　叫さけび声が聞こえました。

　叫んだのは、私です。

　それは、意識を保つための声であると同時に、身体の奥底から魔ま力りよくを振り絞しぼるためにあげた声でもありました。

　三色の光が弾はじけて、視界が光と同じ色に染め上げられました。

　最初は白く、次に赤く、最後には黒く。

　私が意識を保っていられたのは、そこまででした。

　意識が砕くだけ散る直前、遠くで甲かん高だかい鳥の鳴き声が聞こえたような気がしましたが、定さだかではありません。




　†††




　夢を見ました。

　女の子の夢です。

　焼けたように赤い岩が天に向かって幾本も屹きつ立りつする場所で、女の子が泣いていました。

　突然、我が身に降りかかった不幸を嘆なげいて。

　大好きな人にもう二度と会えなくなってしまう悲しみに心を切り裂さかれて。

　泣いていました。

　泣きながら、女の子は最後の力を振り絞って空へと手を伸ばしました。

　涙なみだに濡ぬれた彼女の瞳ひとみに映る青い空には、赤く紅あかい翼つばさを広げて舞う美しい鳥の姿がありました。

　あれは──。

　あの鳥は──




　あの女の子は──あたし？




　†††




　私が目を覚ましたのは、ひどく暗い場所でした。

　あまりにも真っ暗すぎて、あるいはここは死後の世界なのでは──とさえ思ってしまったほどです。

　ですが、時間が経たって闇やみに目が慣れてくると、壁が見え床ゆかが見え、ここがどこか建物の中だということが理解できました。

　杖つえを支えにして、立ち上がります。

　強い疲労を全身に感じはするものの、問題なく立つことができました。

　擦すり傷に、多少打だ撲ぼくもあるようで、身体からだのあちこちに痛みがありましたが、耐えられないほどではありません。

「やっと起きたわね」

「──!?」

　背後からの声に慌あわてて振り返った私に、エルフの少女──ウェルチは、ふんっとつまらなそうに鼻を鳴らしました。

「いっそ死んでてくれればせいせいしたのに。ま、そんなヤワな女じゃないか」

　ウェルチがこちらに背中を向けて座り込み、顔だけを振り向かせていました。

「ウェルチ……」

「どうやら、あたしたちは遺い跡せきに落っこちたみたいよ」

「遺跡に……落ちた……？」

「遺跡の……たぶん、未発見の部分でしょうね。山のこんな上のほうまで遺跡があるとは思わなかったわ」

　なるほど……。

　状況が飲み込めてきました。

　私とウェルチがぶつけ合った〝屠竜アメノハバキリ〟は、せめぎ合いの末に大きな爆ばく発はつを引き起こし、私たちの足下にあった地面を崩ほう落らくさせた。そして、地面の下には未だ発見に至っていなかった旧世界の巨大遺跡・ソレイユの一部分が存在していた──というわけです。

「〝燈火トモシビ〟」

　ウェルチが指し揮き棒ぼうを振るように動かした指先から飛び出した白い光が、ふわりと頭上に浮かび上がって輝きを増します。

　暗がりを照らし出す燈火の魔ま法ほうです。

　闇やみが薄うすれてはっきりと見て取れるようになった壁と床ゆかは、青みがかった銀色の金属でできていました。天てん井じようもです。

　この色いろ味み……これは、ミスリルでしょうか。今の私たちの世界ではもう採ることのできない、旧世界の遺失金属ロストメタル。

　本当にミスリルだとすると、ここはかなりの重要施設だったということになります。

　軽量ながらも硬質で、魔ま法ほうとの親和性も高かったとされるミスリルは、旧世界においても相当な希き少しよう金属だったという文ぶん献けんを見たことがあります。

　そんなミスリルをふんだんに使って造られているのですから、ここはよほどの重要な施設だったと考えられるのです。

　もっとも、私とウェルチが今いるここはどうやら通路のようで、壁と床ゆかと天てん井じようがウェルチが体を向けている先に続いている以外には、なにもありません。あとはせいぜい、崩ほう落らくした地面と天井の一部が、私の身長の倍はあろうかという山を成しているぐらいです。

　この瓦が礫れきの山を魔法で吹っ飛ばしてしまうのが、地上に戻る一番楽な方法ですが……。

「瓦礫を魔法で吹っ飛ばそうなんて考えるんじゃないわよ」

　ウェルチが言いました。

「なぜです？」

「下へ手たに派は手でな魔法を使ったら、天井が大きく崩くずれかねないからよ」

「天井もミスリルでできているように見えますが……」

「ミスリルならそうそう崩くずれることはないだろうって？」

「そうです」

「たしかに、本物のミスリルなら壊こわれないでしょうね」

「どういうことです？」

「そのまんまの意味よ。この遺い跡せきに使われてるのは、本物のミスリルじゃないわ。ミスリルを模もして作られた劣れつ化か品ひん……似え非せミスリルよ。目を凝こらしてよーく見てごらんなさい。壁にも天井にも、ヒビが入りまくってるでしょ？」

　言われたとおりに目を凝らして見てみると、たしかに壁にも天井にも、無数のヒビが見て取れました。

　特に天井のヒビは深く、ところどころに段差すらできてしまっています。これはウェルチの言うとおり、あの瓦礫の山を吹き飛ばすほどの魔法を使ったら、天井が一気に崩れてきかねません。そうなったら、私たちはぺしゃんこです。

「魔法を使わなくても、崩れてきそうな感じですね……」

「ま、このままここでじっとしてるのは、賢かしこい選せん択たくとは言えないわね」

「それがわかっていて、あなたはなぜじっとしているのです？　ウェルチ嬢じよう」

　ウェルチは私よりも先に目を覚ましていました（そもそも気絶していなかったのかもしれませんが）。この場所が危険だと悟さとっていたのなら、私が目を覚ますのを待たずにさっさと移動しそうなものなのに、なぜ彼女はそうしなかったのか……。

「あんたのせいに決まってんでしょうが」

「どういうことです？」

　ウェルチはふんっと鼻を鳴らしただけで、答えようとしません。

「……ひょっとして、立てないのですか？」

　無言の肯定。

「足ですか？」

「……そうよ」

　どうやら、ウェルチは崩ほう落らくの際に足を痛めてしまったようです。

「あんたはいいわね、元気そうで」

「元気というわけでもありませんが、幸い、動けないような怪け我がはしていませんね」

「つまり、あんたの勝ちってことよ」

　ウェルチは肩かたを落としてため息をつきました。

「まさか、〝屠竜アメノハバキリ〟が押し返されるとは思わなかったわ」

「え……？」

「え……？　じゃないわよ。あんたの〝屠竜〟が勝ったって言ってるの。呪じゆ文もんが完成したのはあたしのほうが早くて、最初はあんたの目の前でせめぎ合ってたってのに、もうちょっとであたしの勝ちってところで、あんたの〝屠竜〟が一気に押し返してきたのよ」

「そう……だったのですか……」

「そうよ。おかげで、あんたはたいした怪我もしてないってのに、あたしはこの様ざま。……この勝負、あんたの勝ちよ」

「…………」

「なによ、その意外そうな顔は」

「……いえ、まさか、あなたの口から負けを認める言葉が出るとは思わなくて……」

　ふんっ、とウェルチは鼻を鳴らしました。

「あたしは、認めるに値する相手のことは、ちゃんと認める。もちろん勝負の結果もね。それぐらいの分別はあるわよ」

「……なるほど」

　これは、ウェルチに対する認識を少し改める必要があるようです。

「認めていただけるのはありがたいのですが、この場合、負けを認めるのはまだ早いのではないですか？」

「どういう意味よ？」

「徹てつ夜やと魔ま力りよくの使いすぎで、あなたは本調子じゃなかった。本来の力を発揮できていれば、負けていたのは私のほうだったでしょう。だから、この勝負、引き分けです。……いえ、そもそも私たちの勝負はまだついていないんです。あなたも私も、まだフェニックスの羽根を手に入れてはいないんですから」

　ウェルチは驚きの色を浮かべた目で私の目を少しの間見つめると、正面に向き直って呟つぶやきました。

「……勝手にしなさい」

「では、勝手にさせてもらいましょう。傷を見せてください」

「……は？」

　眉まゆ根ねを寄せたウェルチの顔が、再び私のほうを向きました。

「怪け我がをした足を見せてくださいと言っているんです」

　言って、私はウェルチの足に手をかけました。

「えっ、あっ、ちょっ、こら、なにすん──痛……っ！」

　折り曲げられていた両足を強引に伸ばさせ、ローブの裾すそをめくり上げると、ウェルチは痛みに顔を歪ゆがめて短い悲鳴をあげました。

「怪我をしているのは、左……ですね」

　左のふくらはぎの外側に深い裂れつ傷しようが見つかりました。目立った傷は、外にはありません。

「じっとしていてください」

　私は腰こしの小袋を開いて、中から消毒薬の入った小こ瓶びんと固形の止し血けつ剤ざい、それに包ほう帯たいを取り出しました。

　それで、応急処置を行います。

　まずは消毒薬をかけて消毒、次に止血剤を傷口に塗り込んで、包帯を巻いて完了。

「とりあえずはこれで大事は防げるかと思いますが、街に帰ったら念のため、ちゃんとお医者に診みてもらってください。……ウェルチ嬢じよう？」

　治ち療りよう中、一言も発さなかったウェルチは、目をぎゅっとつむり歯をきつく食いしばっていました。目の端はしには大おお粒つぶの涙なみだが浮かんでいます。

「よく悲鳴をあげませんでしたね、立派です」

　ウェルチの左足の傷は、決して浅いものじゃありません。傷口に消毒薬をかけられるのも止血剤を塗られるのも、かなり痛かったはずです。

「子供……扱い……するんじゃ、ないわよ……」

　ウェルチが歯を食いしばって悲鳴をこらえたのは、勝負の相手である私に弱い姿を見せまいとする彼女なりのプライドだったのでしょう。

　嫌いやな女ですが、強い女です。

「治療なんて、誰が頼んだっていうのよ……」

「勝手にしろと言うから勝手にしたまでです」

「情けをかけるつもり？」

　涙ぐんだ目で睨にらみつけてくるウェルチに、私は首を横に振って答えました。

「あなたとは、ちゃんとした形で勝負をつけたい。ただ、それだけのことです」

「……後悔するわよ。あのとき、素直に勝ちを認めておけばよかったって」

「しませんよ。私は負けませんから。……さあ、立ってください」

　手を差し伸べます。

「つくづく可愛かわいくないわね、あなたって」

　悪態をついたウェルチの顔には、苦笑いが浮かんでいました。

「私もそう思います。──さあ」

「借りておいてあげるわ。よっと……っ！」

　私の手をつかんで立ち上がったウェルチですが……やはり、足が痛そうです。

　私は黙だまってウェルチの脇わきの下に体を滑すべり込ませました。

　拒否されるのではとも思いましたが、ウェルチは素直に私の体に寄りかかってきました。

　ゆっくりと、歩き出します。

　落ちてきた穴が瓦が礫れきで塞ふさがってしまっている以上、とりあえずは通路を進んでみるしかありません。

　地上への出口が見つかればいいのですが……。

「……あんたみたいな女、初めてよ」
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　ウェルチがぽつりと言いました。

「魔ま法ほう使つかいの聖地なんていっても、学院の連中はどいつもこいつもなまっちょろくて、あたしとタメをはれるヤツなんて一人もいなかった」

「……同じですよ、私も。私はランドールの王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しですが、同どう僚りようはみんな、他人を見下すことと出世のための根回しにばかり必死で、向上心のある人なんて皆かい無むでした」

「同じか、どこも」

「そうみたいですね」

「違うのは、レムリアお義ね姉え様とあんただけか……」

「ウェルチ嬢じようは──」

「ウェルチ」

　ウェルチが私の言葉を遮さえぎって言いました。

「呼び捨てでいいわよ。どうせ心の中じゃ、呼び捨てにしてたんでしょ？」

　ご明めい察さつ。

「では、私のこともアンジュと」

「いいわよ。そう呼んであげる。ま、心の中じゃおチビさんって呼び続けるけどね」

　まったく、どこまでも口の減らない女ですが、今はもうあまり腹も立ちませんでした。

「で、なんだって？　なにか言いかけてたでしょ」

「ああ、いえ。ウェルチは大変な努力をしたのでしょうね、と。私と変わらない年で、導どう師し候補生にまでなって……」

「そりゃあ、努力したわよ。でも、大変だとは一度も思わなかったな」

「レックス様のため……だからですか？」

「うん」

　ウェルチは臆おく面めんもなく頷きました。

「本当に好きなんですね、彼のこと……」

「好きよ。大好き。イルのためなら、あたしはなんだってできる。だって、イルがいなかったら、あたしはとっくの昔に死んでいたんだもの。あの暗い森の中で……」

「それは……命の恩人……という意味ですか？」

　うん、と頷いたウェルチは、うつむき加減だった顔を上げて言いました。

「あたし、ホントはエルフじゃないの」

「え……？」

「ハーフエルフ」

　ウェルチの口から出たその単語に、私はまず驚き、一拍おいて納なつ得とくしました。

　ウェルチの容姿は、どこからどう見てもエルフそのものです。にもかかわらず、彼女がエルフではないのだとすると、考えられる可能性は一つしかありません。

　すなわち、ハーフエルフ。

　人間とエルフの混血児。

「汚けがらわしいって思った？」

　自じ嘲ちようめいた笑みを向けてくるウェルチを、私は軽く睨にらみました。

「思いませんよ」

「噓うそ」

「噓じゃありません。見み損そこなわないでください。私は貴き族ぞく嫌ぎらいではありますが、差別主義者じゃありません」

「でも、卑ひ怯きようだとは思うでしょ？」

「思いません」

　ウェルチらしくない卑ひ屈くつな態度。──が、理解はできます。

　人間でありながらエルフであり、エルフでありながら人間でもあるハーフエルフは、人間の社会でもエルフの社会でも忌いみ子ごとして差別の対象となりがちな存在です。

　ハーフエルフの容姿は、エルフに準ずる場合と人間に準ずる場合があり、どちらの場合もハーフエルフは自らの出しゆつ自じを隠かくし、エルフの容姿を持つ者はエルフとして、人間の容姿を持つ者は人間として生きていくのが普通です。

　ウェルチもハーフエルフでありながらエルフを名乗っていたわけですが、それを卑怯だとは思いません。

　ただ、驚いてはいます。

　彼女がハーフエルフであるという事実に対してもですが、なにより、彼女にとって重大であるはずの秘密を急に、それも目め障ざわりな相手であるはずの私に打ち明けたことに対しても。

「あたしね、捨てられたの。真っ暗な夜の森に……」

　前を見ているウェルチの瞳ひとみに、深く暗い闇やみが広がっていくのが見えました。

「どこの森だったのかも憶おぼえてない。森に連れていかれる前、自分がどこに住んでいたのかも忘れちゃった。エルフの里だったのか、人間の村だったのか……。憶えているのは、遠ざかっていくお母さんの背中だけ……」

　怖かった、とウェルチは消え入りそうな声で呟つぶやきました。

「夜の森の闇は、すごく深くて大きくて、あたしは一歩も動けなかった。息を殺して立ち竦すくんでいることしかできなかった。死がどういうものかなんてまだ理解していない頃だったのに、それでも、あたしは自分がこの途と方ほうもなく大きな闇に喰われて消えてなくなるんだって、わかってた。お母さんも誰も助けてはくれないんだって、わかってた」

　夜の森に一人置き去りにされてしまったという、幼い日のウェルチ。彼女がそのとき味わった恐怖は、想像しただけでも寒気がしてくるほどでした。

　森然しかり、山然り、海然り、夜の自然は恐ろしいものです。夜の自然に満ちる闇は底知れず深く、どこまでも純粋で、それ故ゆえに原始的な恐怖をかき立ててきます。幼い子供でなくても、夜の森に一人で長時間放置されれば、精神を病みかねません。

「イルの声が聞こえたのは、心が絶望に真っ黒になりかけたときだった」




（そこに誰かいるの？）




　ふと、闇やみの向こうから聞こえてきたその声に、ウェルチは全身で叫さけびをあげたといいます。

（いる！　あたしはここにいる！　助けて！　助けて！）

　あらん限りの声で自分はここにいると訴えるウェルチの前に、やがて、少年が現れました。──アホタレです。

「レミエル様に連れられて、どこかの国に行ってきた帰りだったらしいわ」

　泣きじゃくる幼いウェルチに、幼いアホタレは笑顔で手を差し伸べました。

　夜の森と孤独がもたらす、絶望という名の闇に喰われかかっていたウェルチにとって、アホタレの手は、闇に差した一ひと筋すじの光──希望そのものでした。

　すがるようにアホタレの手を取ったウェルチに、アホタレはこう言ったのだそうです。




（泣いてるより、笑ってるほうが楽しいよ）




「あたし、笑ったわ。泣きながら、がんばって笑ったの。……もし、あのとき笑わなかったら、イルがああ言ってくれなかったら、きっと、あたしは永久に笑えなくなってた。楽しいことや嬉うれしいことがあっても笑えない……ううん、楽しいとか嬉しいとか、そんなふうに感じられること自体が、なくなってたんじゃないかって思うんだ」

　それはつまり、心が死んでしまっていたかもしれない、ということでしょう。

「イルに救われたのは、命だけじゃない。命も心も、イルはあたしの全部を救ってくれたんだ」

　そう言ったウェルチの瞳ひとみには、さっきまでの深く暗い闇はありません。

「あたしは、イルが好き」

　世界中に誇ほこるように言ったウェルチの横顔は、眩まぶしいぐらいに輝いていました。大きな瞳には生命感が満ちあふれています。

　これが、恋というものなのでしょうか。

　恋……。

　私の知らない、私がまだ感じたことのない気持ち……。

　王おう宮きゆうにいた頃は、王宮の中で唯一、家いえ柄がらにとらわれずに私の能力を評価してくれたレイヴェン様の期待に応こたえようとがんばってきましたが、あの気持ちが恋なのかと問われれば、少し違うような気もします。

「あなたは、どうなの？」

　ウェルチが前を向いていた顔を私のほうに向けて、問うてきました。

「どう……というと？」

「あなたも、イルのことが好きなの？」

「──ひっく！」

　脇わき腹ばらを不意に突くような問いに、思わずしゃっくりが出てしまいました。

「ひっくじゃない。ちゃんと答えて」

　睨にらまれてしまいます。

「好き……というのは、あなたがレックス様を好きなのと同じ意味で好きかどうか……ということですよね？」

　頷うなずいたウェルチに、私は答えます。

「なら、答えはいいえです」

　ウェルチはなにも言いません。黙だまって、じっと私の目を見ています。

「私のレックス様に対する第一印象は、はっきり言って最悪でした。どうしようもないアホで、その上ヘタレで。でも………」

「でも？」

「一いつ緒しよに旅をしているうちに、良い面も見えてきました。意外にお人好しだったり、物事を深く考えないぶん、鷹おう揚ようだったり。熱を出して倒れた私を親しん身みに看かん病びようしてくれたこともありましたし……血を苦手にしているところも、そうなってしまった理由を知ってしまうと、憎にくめないというかなんというか……」

「でも、好きじゃないんだ」

「私には恋の経験がありませんから、誰かを好きになるという気持ちが、そもそもよくわからないんです。でも、少なくとも、私はあなたみたいに、彼のためになんでもできるなんて、そんな気持ちにはなれません」

　それでも。

「それでも、私にも、彼のために懸かけられるものが二つ、あります。命と誇ほこりです」

　王おう都とで、私はアホタレに誓ちかいました。命のすべてを以てあなたを守ると。

　誓ったといっても、初めは儀ぎ礼れい的な誓いにすぎませんでした。けれど、ナブラスカ山での戦いで、私は彼ならば必ずこの世界を救う真の勇者になれると確信しました。

　命のすべてを以て彼を守るという誓いは、今や私の中では儀礼的なんかじゃない──誇りを懸けた絶対の誓いになっています。

　だからこそ、譲ゆずれないのです。

　ウェルチがどれだけアホタレを愛していようと、アホタレのために努力をしていようと、この役目だけは、私自身の命と誇りに懸けて譲るわけにはいかないのです。

「よかった……」

　ウェルチが私に向けていた目を正面に向け直して、言いました。

「お義に兄いさまが選んだのが、アンジュ……あなたでよかった。あなただったら、たとえ勝負に負けたとしても、納なつ得とくできる」

「ウェルチ……」

「もちろん、負けるつもりなんてこれっぽっちもないけどね」

　不ふ敵てきな笑みを見せるウェルチに、私も同じ笑みで応こたえます。

「そうでなくちゃ、張り合いがありません」

　うん、と頷うなずいて、ウェルチは言います。

「あたしたち、もっと早くに出会っていれば、友だちになれたのかな……」

「えっ？」

「あたし、友だちって、できたことないんだ」

　小さなため息を挟はさんで、ウェルチは言葉を続けます。

「イルさえいればいいって、ずっとそう思ってたから、友だちが欲しいなんて思ったこと、一度もなかった。欲しくないから作ろうともしなかった。でも、イルはあたしに自分以外の友だちがいないことを心配してて……だから、あたし……」

「フルブライトに留学して、友だちを作ろうと思った？」

　ウェルチはさっきよりも小さく頷きました。

「あたし、イルのために魔ま法ほうの勉強をしてたから、魔法の勉強をしてる人間が集まるフルブライトなら、気の合う友だちができるかもしれないって思ったんだ。でも、ダメだった……」

「似た者同士なんですね、私たちは」

　私は話しました。

　私にも友だちができた経験がないこと。ランドールの王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しになったとき、人生で初めての友だちができるのではと期待したこと。でも、結局できなかったこと。友だちができるどころか、王宮一の疎うとまれ者になってしまったこと。

「そっか、アンジュもあたしと同じなんだ……」

　ウェルチは遠い目をして呟つぶやきました。

「今からでも……」

「ん？」

「今からでも、遅くはないんじゃないでしょうか？」

　訝いぶかしげに首を傾けるウェルチに、私は言いました。

「と、友だち……です」

　顔が熱くなっているのが自分でもわかりました。

　ウェルチは丸く見開いた目で私を見ています。

「こ、こういうのに、お、遅いということは、ないんじゃないでしょうか……と、私は思うのですが、ど、ど、どうでしょう……か……？」

　照れくさいやらなにやらで、ろれつが回ってくれません。

「顔、真まっ赤かだよ」

「じ、自覚しています。な、なにぶん、こんなことを言うのは、ふ、不慣れなもので……っ」

「わかるよ。友だちになって──なんてさ、なかなか言えることじゃないよ。少なくとも、あたしには言えなかった。やるじゃん、アンジュ」

「い、いえ……」

　褒ほめられて、私の顔はいよいよ火を噴ふきそうになっていました。

「そうだね。たしかにアンジュの言うとおり、遅いってことはないのかもしれない。でも──」

「でも？」

「今は、ダメ」

「それは……私が勝負の相手だからですか？」

　ウェルチは口の端はを引き結んで頷うなずきました。そして、言います。

「今、友だちになんてなったら、全力で勝負できないでしょ？　あたしはアンジュに勝ちたい。アンジュになら負けても納なつ得とくできるって思ったから、そう思えたからこそ負けたくないの。全力で競って、勝ちたいの」

「ウェルチ……」

「だから、勝負がつくまでは……あたしたちは友だちじゃなく、ライバルよ」

「ライバル……」

「どう？　あたしたちの関係に一番相応ふさわしい言葉だって思わない？」

「そうですね……思います」

「負けないわよ、ライバルさん」

　ウェルチが右手を差し出してきました。

　右手はウェルチを支えるのに使い、左手は杖つえで塞ふさがっていた私は、杖を脇わきに挟はさんで左手を差し出しました。

　右手と左手じゃ握あく手しゆというわけにはいきません。

　だから、私たちは互いの手のひらを軽く叩たたくように重ね合わせて、笑みを交わしました。

「健闘を誓ちかい合ったところで、まずは地上に戻らなくちゃですね」

「この道が地上に繫つながってればいいんだけど」

　通路は曲がるわけでも分かれるわけでもなく、まっすぐ続いていました。

　この先になにがあるのか……。

　なにしろ遺い跡せきの未発見部分ですから、想像もつきません。

「……っ」

　不意にウェルチが小さな呻うめき声を洩もらしました。

「ウェルチ？」

「ん、ごめん。ちょっと、頭が痛くってさ……」

　答えたウェルチは、苦しげに眉み間けんに皺しわを刻んでいました。

「頭？　足ではなくて？」

「まあ、足も痛いんだけどさ。そっちは普通の痛みなんだ。でも、頭のほうはなんていうか……上う手まく言えないんだけどさ、すごく気持ちの悪い痛みなんだ。頭の中で、ずっと眠ねむってたよくないものが目を覚まそうとしているっていうか……それも、全然、正確な表現じゃないんだけどさ……」

　よくわかりませんが、とにかく、頭に不快な違和を感じている……ということでしょうか。

「崩ほう落らくのときに、頭を打ったりは？」

「……わからない。あたしも気を失ってたから……」

「少し、休みますか？」

　ううん、とウェルチは首を横に振りました。

「動けないほどじゃないから、大だい丈じよう夫ぶ。とにかく、さっさとここから……ん？」

「どうしました？」

「扉とびらが見えてきた」

　ウェルチは、進路の先にたゆたう闇やみを目を凝こらして見つめています。いえ、彼女には扉が見えているようですが、私には闇しか見えません。

　思い出しました。エルフはたしか夜目が利くんです。ハーフエルフであるウェルチにも、その力があるということなのでしょう。

　ウェルチが〝燈火トモシビ〟で作り出してくれた光球のおかげで、視界はある程度は確保されているのですが、あくまでもある程度でしかなく、三十歩先は辛かろうじて見えても、五十歩先はもう真っ暗です。

　つまり、ウェルチは〝燈火〟よりも闇に強い目を持っているわけで、本来なら〝燈火〟を使う必要はなかったなず。なのに、彼女は〝燈火〟で灯あかりを作り出したのは、夜目の利かない私のためだったんでしょうか。

　きっと、そうなんでしょう。ウェルチは人見知りが激しくて、気に入らない相手には攻こう撃げき的な反面、気に入った相手や一いち目もく置いた相手には非常に献けん身しん的になる……。

　私にも似たところがありますから、よくわかります。

　少し歩くと、ウェルチの言った扉が私にも見えてきました。

　厚みのある金属製の扉です。扉……で間違いないとは思うのですが、なにせここは今よりも遥はるかに文明の発達していた旧世界の遺い跡せきです。扉のように見えて、実はまったく別の機能を持ったものであるという可能性もあるわけです。

　中央部分には文字の記された金属板が取り付けられていました。が、文字は掠かすれていて読み取れません。旧世界の文字であるということだけは、辛かろうじてわかるのですが……。

「開くかな」

　ウェルチが金属板に指先で軽く触ふれると、扉は音もなく開きました。それも、真横に。奥にでも手前にでもなく真横に滑すべるように開あく扉とびらというのは、初めて見ます。

「ホントに開いちゃった」

「なにか特別なことをしたわけではないんですね？」

「ただ、触さわっただけよ」

　不ぶ気き味みではありますが、好都合と解釈しておきましょう。この扉が開かなかったら、行き止まりになってしまっていたわけですから。

　扉の向こうは、部屋になっていました。王おう宮きゆうの庭園……というほどではないにせよ、かなりの広さを持った部屋です。

　天てん井じようもどうやら相当に高いようで、私の目では天井を見ることはできませんでした。

「この部屋……ずいぶん、重要な部屋みたいね」

　ウェルチが手近な壁を撫なでながら言いました。

「似え非せミスリルじゃない。この部屋の壁は……たぶん床ゆかも、本物のミスリルでできてる」

「よくわかりますね」

「一応、本物のミスリルを見たことがあるからね。本物と似非じゃ、やっぱりちょっと色合いが違うんだ」

「なるほど……」

　勝負が終わってフルブライトに帰ったら、詳くわしく話を聞いてみたいものです。

「……で、この部屋のキモは、あれだよね、きっと」

「……でしょうね」

　私たちの視線の先──部屋の中央部には、一枚の黒い板が浮かんでいました。

　高さは私たちの身長の優に二倍はあるでしょう。横よこ幅はばもあり、目の前に立って見上げてみると、けっこうな圧迫感があります。色は黒一色で、文字の類たぐいも見て取れません。

「なんなんでしょうね、これは……」

　旧世界の遺い物ぶつに明るくない私には、この黒い板がなんなのか、見当もつきません。

「あたしにもわかんないけど、とりあえず触さわっちゃえ」

「ウェルチ、迂う闊かつな真ま似ねは──」

「えい」

　止める間もなく、ウェルチは黒い板に掌てのひらを押し当てていました。




　リィン。




　どこからか、鈴を転がしたような音が聞こえてきました。




『起動完了。登録座ざ標ひようディーのヨン、スモールエーのイチイチに転移を開始します』




　続いて聞こえてきたのは、声。声質的に女性のようですが、どこかぎこちないというか、人間味がないというか──とにかく、違和を感じずにはいられない声です。

　そして、声を発したのは、どうやら目の前の黒い板のようでした。




　リィン。




　また、鈴のような音。この音も発生源は黒い板です。

「ちょっ、なにこれ!?」

　声をあげたウェルチを見ると、全身がやわらかな青い光に包まれていました。

「魔ま法ほう……!?」

　光に包まれているのは、私も同じでした。

　不思議でした。

　光は輝きを増して、今や視界をすっかり染め上げているというのに、少しも眩まぶしくないのです。

　罠わなかなにかを発動させてしまったのでは──という不安を覚えつつ、気になるのは、さっきの声が言っていた、転移という言葉でした。

　あるいは、あの黒い板は使用者をどこか別の場所に転移させるための魔法装置なのでは──。

　だとすれば、これで外に出られるかもしれない──。




　私の期待は、果たして現実のものとなりました。

　私たちを包み込んだ青い光はすぐに消え──。

　そして、視界が回復したとき、私とウェルチは青い空の下にいたのです。

「ここは……」

　そこには、焼けたように赤い岩が天に向かって幾本も屹きつ立りつしていました。

「火の神しん殿でん……」

　ウェルチが呟つぶやいた言葉は、今まさに私の脳裏に浮かんでいた単語と同じものでした。

　やはり、ここは火の神殿のようです。実際に訪れたことのあるウェルチが言っているのですから、間違いありません。

「ここが、火の神殿……」

　ウェルチが、フェニックスの姿を目もく撃げきしたという場所。

　これは、思いがけない幸運です。

　あの黒い板が転移の魔法装置だとして、あの地下遺い跡せきから出られるという保証はありませんでした。もっと、どこかとんでもない場所に転移させられてしまう可能性だってあったわけです。

　でも、私たちが転移した先は、火の神しん殿でん──目指していたちょうどその場所に降り立つことができたのですから、この幸運には感謝しないといけないでしょう。

「あの魔ま法ほう装置、望んだ場所に転移できる代しろ物ものだったのかな？」

「登録座ざ標ひようがどうのと聞こえましたから、あらかじめ設定された場所に使用者を運ぶ物とも考えられます」

「ってことは、この場所ってやっぱり、なにか特別な意味のある場所……ってことになるよね」

　天を突くように立ち並ぶ、無数の火か竜りゆう岩がん。

　火竜岩は、アクセサリーの素材や合成金属にも用いられる火山でのみ採れる鉱物ですが、こんなに大きな柱状の火竜岩なんて、滅めつ多たに見られるものじゃありません。しかも、それが無数にあるわけですから、人の手の加わった場所であると考えるのが普通でしょう。

「たとえば、フェニックスを奉たてまつってた……とか。ありそうじゃない？」

「ええ」

　フェニックスは旧世界の以前からこの世界に存在していたとされる古いにしえの幻げん獣じゆうですから、十分にありうる話です。

「ここがフェニックスを奉った場所なんだとすると、やっぱりここが一番フェニックスに会える可能性の高い場所になるよね……っと、そうだ、アンジュ」

「はい？」

「肩かた、もう貸してくれなくていいよ。足、痛くなくなってきたから」

　そう言うと、ウェルチは怪け我がをしているはずの左足の爪つま先さきで、地面をトントンと軽く蹴けってみせました。

「……わかりました」

　もう痛くないという言葉を鵜う吞のみにはできません。たいした時間も経たっていませんし、痛くないということはないでしょう。

　それでも、私が肩を貸したままでは勝負にならないわけで……。

　勝負に決着がつくまでは、私たちはライバルです。いつまでも塩を送り合ってはいられません。

　私が身体からだを離すと、ウェルチは一いつ瞬しゆん、痛そうに顔をしかめながらも、ちゃんと自分だけの足で立ちました。

　走り回ったりは無理でも、歩くぐらいならできそうに見えます。

「さあ、ここからが本番だよ」

「望むところです」

　果たして、フェニックスは現れるのか。

　永遠の命を持ち、死者の最期の願いを叶かなえるという炎ほのおの鳥。

　ここがウェルチの言ったようにフェニックスを奉たてまつるための場所なのだとすると、旧世界の人々は、どんな思いでフェニックスを崇あがめていたのか。

　願いか、祈いのりか、それとも恐怖か。

　そんなことを思いながら手近な火か竜りゆう岩がんに手をついた私は、視界の隅すみに違和を覚えてそちらに視線を向けました。

　違和感の正体はすぐにわかりました。立ち並ぶ火竜岩の中で、一本だけ倒れている岩があったのです。

「あの岩……」

　左足を引きずりながら隣となりにやってきたウェルチが、呆ほうけたように呟つぶやきました。

　倒れた岩に向けられている彼女の目は、大きく見開かれていました。

「あれって……やだ……噓うそ……」

「ウェルチ？」

「そんなのって……あるわけ……でも……でも……やだ……」

　ぎこちなく首を横に振って、あとずさります。

「ウェルチ、どうしたんです？」

「嫌いや……そんなの嫌……」

　私の呼びかけもまるで聞こえていないらしいウェルチは、真まっ青さおな顔で唇くちびるを震ふるわせています。

「嫌ああああああああああああああああああああっ！」

　やがて、彼女は糸が切れた人形のようにその場に崩くずれ落ちると、頭を抱かかえて叫さけびました。

　聞く者の胸を抉えぐるような、悲痛な叫び。

「どうしたんです、ウェルチ!?　ウェルチ！」

　肩かたを揺すって大きな声で呼びかけてみても、ウェルチは顔を上げてはくれません。

　全身を瘧おこりのように激しく震ふるわせて、「嫌……嫌……」と繰り返し呟つぶやくだけです。

「ウェルチ……」

　彼女の身に一体なにが起きているのか。理解の及ばない状況に、私はただ狼狽うろたえるしかできません。

「イル……嫌……あたし……あたしは……っ！」

　ウェルチが顔を上げて、縋すがるように私のマントにしがみついたそのときでした。

　甲かん高だかい鳥の声が火の神しん殿でんに響ひびき渡ったのは。

　今の声は。

　まさか。

「フェニックス……」

　呟つぶやいたウェルチの目は、空に向けられていました。

　ウェルチの視線を追って私も空を仰あおぎ見ましたが、そこに期待した炎ほのおの鳥の姿はありませんでした。

　それでも、さっき聞こえた鳥の声は空そら耳みみなんかじゃありません。

　不ふ死し鳥ちようフェニックスは、間違いなく近くにいるのです。

　思わず杖つえを握にぎりしめた私の耳に、同じ声が再び飛び込んできました。

　蒼そう穹きゆうを切り裂さくように響ひびくその声は、なぜだかひどく、悲しく聞こえました。
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　フェニックスがすぐ近くにいる。

　けれど、私はその場を動けずにいました。

「嫌いやよ……そんなの……あたし……」

　こんな状態のウェルチを放ってなんておけません。

　呼びかけても体を揺すってみても頭を抱かかえてうずくまったままの、ウェルチ。

　どうすればいいのか──悩んだ末に私が取った手段は、ひっぱたく、でした。

「ごめんなさい」

　謝りながらウェルチの前まえ髪がみをつかみ、無理やり顔を上げさせて、涙なみだに濡ぬれた頰ほおをおもいっきりひっぱたきます。

　パァン！　と自分でもびっくりしてしまうぐらいに派は手でな音がして、やりすぎたかもしれないという後悔の念がこみ上げてきました──が、不幸中の幸いというべきか、ウェルチの見開かれた目に理性の色が戻ってくるのが見て取れました。

「ウェルチ」

「……アン……ジュ……？」

　呼びかけに、今度は応答がありました。

　赤らんだ目をしばたたかせて、ウェルチはじっと私の顔を見つめてきます。

「急に、どうしてしまったんですか？」

「あ……」

　ウェルチは、そこでようやく自分が取り乱していたことに気づいたようでした。

「ごめん……あたし……ちょっと、嫌なこと思い出しちゃって……」

「嫌なこと……というと、昔のことですか？」

　さっきウェルチが話してくれたアホタレとの出会い。

　夜の森で、まだ幼かった彼女が味わった恐怖と絶望。

　たとえば、そのときの記き憶おくが鮮せん明めいに甦よみがえった──というのであれば、あの取り乱しようにも合が点てんがいきます。なぜ、この場所で急に──という疑問は残りますが。

「う、うん……そう……」

　曖あい昧まいに頷うなずいて、ウェルチは立ち上がりました。

「少し、休みますか？」

　ううん、とウェルチは首を横に振りました。

「さっき、鳥の……フェニックスの声が聞こえたでしょ？　探さなきゃ……」

　取り乱しながらも、どうやらフェニックスの声だけは知覚していたようでした。

　ウェルチがどうして急に取り乱したのか、正確な理由はわからずじまいでしたが、我に返って立ち上がってくれたのですから、とりあえずはよしとしましょう。

「山頂のほうでしょうか」

「ううん、逆。あっちから羽の音が聞こえる」

　エルフの聴覚は人間の十数倍も優すぐれているといいますが、その優れた聴覚はハーフエルフである彼女にも宿っているようです。

　そして、私たちは火の神しん殿でんを後にしました。

　フェニックスの姿を求めて、山道を下っていきます。走れないウェルチに合わせて、ゆっくりと。

　フェニックス探しは競争ですから、本来ならウェルチを置いてでも先を急ぐべきところですが、今ウェルチを一人にしてしまうのは、どうにも不安です。

　ウェルチも不安を抱かかえているのか、私に「先に行け」とは言いません。黙だまって、私の少し斜ななめ後ろを歩いています。

　ウェルチのことも気になりますが、はぐれてしまったアホタレたちのことも気になります。

　依頼のない殺しはしないと血ち桜ざくらのアイカは言っていましたから、死人の出るような事態にはなっていないと思いたいですが……。

　山道の勾こう配ばいは割合に緩ゆるやかで歩きやすかったのですが、途と中ちゆうで二カ所、ほとんど絶壁といっていいほどに勾配の強い場所があって、そこでは物体の落下速度を変化させる魔ま法ほう──〝落葉コノハ〟を使って下りました。一応、登山者用の鎖くさりが垂たれ下がってはいたのですが、足を負傷しているウェルチには、そんな物を使っての上り下りは到底、無理です。というか、怪け我がをしていない私にも無理です。

　そして、二つ目の絶壁を下った先に、それはいました。

　フェニックス──ではありません。

　違うはずです。

　たしかにそれは、大きな鳥の姿をしていました。

　正確には、鳥に近い姿をした怪物です。

　大岩さえも容易たやすく嚙かみ砕くだきそうな巨大なクチバシ。尾お羽ばねに代わって伸びているのは、緋ひ色いろの長い尻尾しつぽ。その先せん端たんには太く長く鋭い突ラ撃ン槍スの如ごとき針が見えました。体を覆おおっているのは羽う毛もうではなく、金属めいた質感のいかにも硬かたそうな甲こう殻かく。色は尻尾しつぽと同じく緋色で、まるで敵てき意いの顕けん現げんのように所々から鉤かぎ状じようの棘とげが生えています。

　翼つばさの形状は鳥というよりドラゴンのそれに似ていて、皮ひ膜まくの紋もん様ようは見ようによっては怨えん嗟さの叫さけびをあげる人の顔のようにも見えました。

　醜みにくく、それ以上に禍まが々まがしい──。

　こんな化け物がフェニックスであるはずがありません。

　私たちの存在に気づいたらしいそいつが、不ぶ気き味みな翼を持ち上げ、広げ、首をもたげて高く鳴きました。

　それは、さっき火の神殿で聞いたのと同じ声で……。

　湧わき上がってきた失望に全身の力が抜けて、私は思わず手にしていた杖つえを落っことしそうになりました。

　あれは……私たちがフェニックスのものだと確信した声は、この怪鳥の声だったのです。

　あるいは、フェニックスなんて初めっからいなかったのかもしれません。

　ウェルチも、その他ほかのフェニックスを見たという人々も、この怪鳥をフェニックスと見み間ま違ちがえたのではないでしょうか。

　間近で見ればフェニックスとは似ても似つかない化け物ですが、緋ひ色いろなだけに、空を飛んでいる姿を目もく撃げきしたのであれば、見間違えてしまったとしても不思議はありません。

　ましてやここは、かつてフェニックスが棲すんでいたとされるソレイユの丘なのです。私がウェルチだったとしても、フェニックスだと思ってしまったでしょう。

「マモノ……？」

　ウェルチが呆ぼう然ぜんと呟つぶやきました。

「……どうやら、あれがフェニックスの正体のようです。あのマモノが……」

　目の前の緋色の怪鳥は、私の知識にはないマモノです。ドラゴンやフェニックスといった幻げん獣じゆうの類たぐいであるという可能性も０ではないものの、マモノと考えて間違いないでしょう。なぜなら、幻獣はたいてい神こう々ごうしささえ感じさせる優美な姿をしているからです。目の前の怪鳥に、そんな美はかけらもありません。

「いるよ、フェニックスは」

　ウェルチが言いました。

「あのマモノがなんなのかは知らないけど、フェニックスは本当にいるんだ。見間違いなんかじゃない。あたしはたしかにこの目で見たんだ。それに……」

　後に続く言葉は、少し待っても聞くことはできませんでした。が、怪鳥を見み据すえるウェルチの目には、疑いの色は微み塵じんも見られません。彼女は本当に、心の底からフェニックスの存在を確信しているのだとわかりました。

「あなたがそう言うのであれば、信じましょう。フェニックス探しは続行します。……が、まずはその前に、あいつをどうにかしなければいけませんね」

　怪鳥の羽が地面を叩たたいて、砂を含んだ風が私たちを容よう赦しやなく叩きました。

　ワイバーンよりも一回り大きな身体からだをふわりと中空に浮かべた怪鳥は、全身からむせ返るような殺意を立ちのぼらせています。

　これは、戦うしかありません。

　杖つえを構える私の隣となりで、ウェルチが人差し指を指し揮き棒ぼうのように振りかぶりました。

　ウェルチと戦いになることは予測していましたし、実際に戦いもしましたが、ウェルチと共闘することになるとは思いませんでした。まったく想定していなかった事態ではありますが、悪い気はしません。

　ライバルとの力を合わせた戦い。──悪くありません。

　ウェルチと声を重ねて呪じゆ文もんを唱となえながら、私はたぶん、小さく笑っていたはずです。




「〝雷電ナルカミ〟！」

「〝烈光矢ツラヌキ〟！」

　私の杖つえの先からほとばしった電でん撃げきに動きを止められ、ウェルチが天上から降り注がせた光の矢の雨に全身を貫かれて、怪鳥はついに倒れました。

「ふうっ……」

　掲かかげていた杖を下ろすと、自然と安あん堵どの息がこぼれました。

　怪鳥は強きよう敵てきでした。

　ツバメの如ごとき鋭さで空を駆かけながら、人の頭ほどの火球を絶えず吐はきつけてくるのです。もし、私一人で戦っていたら、火球を防ぐのだけで精一杯で、ジリ貧ひんになっていたでしょう。

　けれど、私は一人じゃありませんでした。

　私が〝風魔カマイタチ〟で火球を防ぎ、ウェルチが、やはり〝風魔〟で怪鳥の皮ひ膜まくを切り裂さいて、地上に叩たたき落とす。

　羽をもいでさえしまえば、脅きよう威いは半減。

　緋ひ色いろの甲こう殻かくは高い魔ま法ほう耐性を持っていたようで、すぐには仕留められませんでしたが、最後はウェルチが決めてくれました。

「一体、なんだったんでしょうか。このマモノは……」

　私はマモノには詳くわしいほうですが、動かなくなったところを改めて見てみても、目の前の怪鳥と合がつ致ちするマモノは、私の知識にはありませんでした。

　新種か、それとも個体数が極端に少ない希き少しよう種しゆなのか……。

「そいつはね、失敗作なんだ。うちの研究機関のね」

　背後から聞こえたその声は、私の斜ななめ後ろに立っているウェルチのものではありませんでした。

　声変わり前の少年の声。

　声の主は、私たちの背後──さっき私たちが魔ま法ほうで下りた絶壁の上に立っていました。

　声のとおりの、少年。年は十か十一か……。

　ただ者ではないと一目でわかりました。わかってしまう見た目を、少年はしていました。

　すなわち、軍服に──そして、仮か面めん。

　少年の、成熟にはまだ程遠い肢し体たいを包んでいるのは、ランドール軍のものでもなければ、フルブライトの魔法衛えい士しのものでもありません。

　帝てい政せい国家フェブロニア。

　ランドールの隣りん国ごくにして、現在進行形で交戦状態にある国の軍服に、少年は身を包んでいるのでした。

「処分するはずだったんだけれど、逃げられちゃってね。困ってたんだ。おねーさんたちには感謝しないとねぇ。おかげで、手間が省けたよ」

　少年が、半分だけ見えている顔に笑みを滲にじませました。

　半分だけ──というのは、少年の顔の右半分が仮か面めんに隠かくされて見えないからです。

　仮面の材質は──あれは、石でしょうか。

　石でできた仮面に顔の右半分を隠した、軍服の少年──。

　少年のその特異すぎる容姿は、私の脳裏に一つの名前を思い浮かばせました。

　ソーマ＝サイフォス。

　またの名を、『予言者』のソーマ。

「んー、その表情……おねーさんは僕のことを知っている人なのかな？」

　やはり。

　絶壁の上から私たちを見下ろしているあの石いし仮か面めんの少年は、フェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人、『予言者』のソーマなのです。

「なぜ、『恒久平和の実現者』がここにいるのです!?」

『恒久平和の実現者』は、武ぶ勲くん著しい四人の軍人に女じよ帝ていティアマリアが大たい佐さの階級とともに与えた称号。帝てい政せい国家の軍人が『恒久平和の実現者』とは、笑い話にもならない冗じよう談だんですが、彼らは四人それぞれが一軍にさえ匹ひつ敵てきする力の持ち主であるといわれています。

　そして、彼らが『恒久平和の実現者』の証あかしとして女帝ティアマリアから賜たまわったとされているのが、少年が身につけている半分の石仮面です。

「ああ、やっぱり知ってるんだ。ということは、おねーさん、フェブロニアからの留学生？　それとも、ランドールの人かな？」

「こちらの問いに答えなさい！」

「敵てきを見るような目をしているね。ってことは、ランドールの人か。ま、おねーさんがどこの誰でもどうでもいいんだけどね」

　そう言うと、石仮面の少年──ソーマ＝サイフォスは、地面を蹴けって中空に身を躍おどらせました。

　黒くろ髪かみと軍服の上に羽は織おったマントをなびかせて、私たちの目の前に軽やかに着地しました。

　乱れたマントを大おお雑ざつ把ぱに直して、石仮面に半分だけ隠された顔をこちらに向けてきます。

「僕がここにいる理由は、さっき言ったとおりだよ。うちの研究機関から逃げ出した失敗作を始末にきたんだ。こんなのは本来、僕の仕事じゃないんだけどね」

　軍服を身につけてはいるものの、ソーマは帯たい剣けんはしていません。

　それもそのはず。『予言者』ソーマ＝サイフォスは、剣けん士しではなく魔ま法ほう使つかいなのです。もっとも、魔法使いといってもカガクの国フェブロニアの軍人ですから、小型の銃じゆうの一つぐらいは懐ふところに隠かくし持っているやもしれませんが。

「アンジュ……そいつ、フェブロニアの軍人なの？」

　訊たずねてきたウェルチに「そうです」と頷うなずいて、私は目の前の少年がフェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人であることを説明しました。

「『恒久平和の実現者』……！」

　さすがのウェルチも驚いたようでした。私だって驚いています。フェニックスを探しにきて、よもや敵てき国こくの大物と見まみえることになろうとは。

『恒久平和の実現者』の名を知らない者は、皆かい無む──とまではいかずとも、少ないでしょう。

　その名は、彼らの所属するフェブロニアにとっては英雄の名であり、他国にとっては戦せん慄りつをもよおす名です。

「本当に、あんなガキが『恒久平和の実現者』なの……？」

『恒久平和の実現者』の一人、ソーマ＝サイフォスが十五にも満たない子供だという話は、聞いたことがありました。

　異常に高い知能を持って生まれた千年に一人の天才である。老いた大魔ま法ほう使つかいが魔法で自らを若返らせている。その正体は人ではなく魔ま人じんである。──等々、ソーマ＝サイフォスの若さにまつわる噂うわさ話ばなしはいくつか耳にしましたが、実際のところはどうなのか。訊たずねてみたい気持ちもありましたが、それ以上に気になることを、少年は言っていました。

　研究機関。

　失敗作。

「なんだか、いろいろと訊ききたそうな顔してるね、おねーさん」

　長めの前まえ髪がみを指先で玩もてあそびながら、少年は言いました。

「あの怪鳥は、あなたたちフェブロニアが作ったのですか？」

「まあ、一応、そういうことになるかなぁ。といっても、別にマモノもどきを作りたかったわけじゃないんだけどね。僕たちが作りたかったのは、あくまでも……」

　ソーマ＝サイフォスは言葉をそこで止めると、首を傾けて「うーん」と唸うなりました。

「あくまでも、なんだというんです？」

「ランドールの人に話しちゃっていいのかなぁ？　これって一応、軍事機密だしねぇ……」

「言いなさい。言ったほうが、身のためですよ」

　凄すごんでみても、石いし仮か面めんの少年はまったく怯ひるみません。

　当然といえば当然でしょう。ソーマ＝サイフォスはただの魔法使いではありません。少年の姿をしていても、彼は導どう師しなのです。

　魔法使いとしての実力は、おそらく……いえ、間違いなく私よりもウェルチよりも上です。加えて、私たちが魔法を使わなければ降りられなかった絶壁を魔法なしで軽々と飛び降りてみせた高い身体能力。ウェルチと二人がかりで戦ったとしても、楽には勝てないでしょう。

「ま、いっかぁ、話しても。あとでおねーさんたちを始末すればいいだけの話だしね。いわゆる冥めい途どの土産みやげってやつ？」

　……どうやら戦闘は避さけられないようです。

　死闘になるでしょうが、ここで彼を倒せばフェブロニアの戦力を大きく削そぐことができます。

　生きて捕らえることができれば、なお良しです。『恒久平和の実現者ピースメーカー』である彼の身み柄がらには、相応の価値があるはずです。

「僕たちが作ってたのはねぇ、鍵かぎなんだ。魔ま界かいへの扉とびらを開くためのね」

　手近な岩に腰こしを下ろし、頰ほお杖づえをついて、ソーマ＝サイフォスは言います。

「フェブロニアが魔界へ渡る方法を研究してるって話、聞いたことない？」

「……あります」

　西方大陸由ゆ来らいの新技術──カガクを忌いむべき文化として排はい斥せきしてきたランドールと違い、フェブロニアは積極的にカガクを取り入れ、独自に発展させている国です。

　そのフェブロニアがカガクの力で私たちと魔界との間に存在する壁を越え、魔界に逆侵しん攻こうを仕掛けようとしているという噂うわさは、魔ま王おう復活の直後からありました。

「詳しよう細さいは知りませんが」

「だよねぇ。情報が漏もれないように、ずいぶん気を遣つかってたみたいだし。……まあ、なにをどうするかっていうと、魔ま人じんを使うのさ」

「魔人を……？」

　魔人。すなわち、魔界の人間。

　太陽の存在しない暗く冷たい世界に生きる彼らは、エルフほどではないものの人間の数倍の寿じゆ命みようを持ち、身体能力や魔法の素質においても人間を遥はるかに凌りよう駕がしていると云いいます。

「魔王メイ＝ヘムに、魔界とこっちの世界を自由に行き来する力があるのは、知っているよね？」

「ええ」

「その力はね、別にメイ＝ヘムの専売特許ってわけじゃないんだ。本来なら、魔人はみんな世界を越えられるはずなんだよ。なのに、今はできない。壁ができてしまったからね。竜王ドラゴンロードシグルドが作った壁がね。迷めい惑わくなことしてくれるよねぇ」

　やれやれと言わんばかりに、ソーマ＝サイフォスは肩かたを竦すくめてみせました。

「おかげで、今や自由に世界を越えられるのは、魔王メイ＝ヘムと竜王シグルドだけになってしまった。よほどの力を持った魔人でも、メイ＝ヘムの助力なしじゃ世界を越えることはできない。ドラゴン族も同じだよ。彼らも昔は自由に世界を越えることができたけれど、今となっては四天竜ノーブルドラゴンですら自じ力りきじゃ世界を越えられない。シグルドは雲くも隠がくれしてしまったから、実際のところ、今いま現在、世界を越えられる存在はメイ＝ヘムだけだ。そして、彼には魔界の住人をこっちの世界に送る力がある。これって、こっちの世界の僕らからしたら、とても厄やつ介かいな話だよね。なにしろ、向こうはこっちに攻せめてこられるけど、こっちは向こうに乗り込んでいくことはできないんだから」

「フェブロニアは、その不利な状況を覆くつがえそうとしている……と？」

「そういうこと。そして、そのための手段は既すでに見つかっている。まだ完成にはいたっていないけどね。で、具体的にどうするのかっていうと、魔ま人じんの力を増ぞう幅ふくさせるのさ。彼らが持っている、世界を越える力をね」

「可能……なのですか？　そんなことが……」

「どうやら可能みたいだよ。いやぁ、カガクの力は偉大だよねぇ」

　フェブロニア……恐ろしい国です。

　私たちが、竜王ドラゴンロードシグルドの力を借りるという伝説に頼った方法で魔ま界かいにわたろうとしている一方で、彼らは独自の技術で魔界に攻め入ろうとしているのです。

「まあ、一番大変だったのは、魔人狩りをさせられた僕とヨアキムじゃないかな。こっちの世界にいる魔人って絶対的に数が少ないから、捜さがすのが大変な上に、みんなやたらと強いから生け捕りにするのも一苦労なんだよね。我ながら、よくがんばったと思うよ」

　石いし仮か面めんの少年はいささか芝しば居いがかったため息をつきます。

　今の話に出たヨアキムという名前の人物は、ソーマ＝サイフォスと同じ『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人、ヨアキム＝フィガロ大たい佐さと考えて間違いないでしょう。

　剣けんでの戦いを信条とし、カガクを排はいして魔ま法ほうを軽んじてきた我がランドールとは対照的に、カガクと魔法を主力にしてきたフェブロニアにおいて、剣の腕うでのみで一いつ兵ぺい卒そつから大佐の地位まで上り詰めたとされる豪ごう傑けつ──それが、ヨアキム＝フィガロ大佐です。その剣けん腕わんは剣けん聖せいと名高いレイヴェン様にも匹ひつ敵てきするという話ですが……。

「ヨアキム＝フィガロもいるのですか？　このソレイユの丘に」

　もしも、ソーマ＝サイフォスだけでなく、ヨアキム＝フィガロまでいるのだとしたら、非常に厄やつ介かいです。『恒久平和の実現者』二人を相手にして勝てると思うほど、私は自惚うぬぼれてはいません。ウェルチと二人がかりでも勝ち目はほとんどないでしょう。アホタレやトモエさんと合流できれば、まだ望みはありますが……。

「ん？　ヨアキムはいないよ」

　内心でホッと胸を撫なで下ろします。

「といっても、僕も一人ってわけじゃないけどね。……そういえば遅いなぁ、ヒナギクは」

「ヒナギク？」

「部下だよ。失敗作を探して山頂まで登ったんだけど、マモノに襲おそわれちゃってさ。メンドくさかったから、ヒナギク一人に任せてきちゃったんだ」

　これは……戦うなら、今のうちかもしれません。ヒナギクという部下が追いついてくる前に──。

「大たい佐さ」

　ウェルチのものでもソーマ＝サイフォスのものでもない声が、私の思考を遮さえぎりました。

　声の主が、岩に腰こし掛かけたソーマ＝サイフォスの傍かたわらに降り立ちます。

「トモエ……!?」

　驚きの声をあげたのは、ウェルチです。

　驚くのも無理ありません。私だって驚いています。

　なにしろ、ソーマ＝サイフォスの傍らに降り立ち、私たちに氷のように冷たいまなざしを向けているその少女は、トモエさんなのですから。

　──いえ。無論、トモエさん本人ではありません。……ない、はずです。

　トモエさんではないと確信できないほどに、その少女はトモエさんによく似ていました。

　少女が身につけているのは、フェブロニアの軍服。ソーマ＝サイフォスのものとはデザインと色合いが違っているのは、階級差によるものでしょう。

　髪かみ型がたも、トモエさんとは違っています。トモエさんが頭の両脇わきで髪を結んでいるのに対して、軍服の少女は艶つややかな黒髪を肩かた口ぐちで綺き麗れいに切り揃そろえています。

　服も違えば髪型まで違っているのですから、これは大きな違いです。ですが、それ以外の部分は──顔も体型も、トモエさんそのものでした。まさに瓜うり二つです。

「やあ、ヒナギク。遅かったじゃないか」

「申し訳ありません。手間取ってしまいました」

「まあ、無理もないかな。相手はバルログだったしね」

　バルログ……！

　少女とソーマ＝サイフォスの会話は、私をさらに驚かせました。

　バルログといえば、マモノの中でもとりわけ強力な悪あく魔ま種しゆに属するマモノです。並の剣けん士しや魔ま法ほう使つかいでは、束たばになってかかってもまったく歯が立たないでしょう。そのバルログをたった一人で倒してしまったというのですから、軍服の少女──ヒナギクは並外れた強さの持ち主ということになります。

「大佐、彼女たちは？」

「ランドールの人たちだよ。ここでなにをしていたのかは知らないけど……って、そういえば、おねーさんたちはここでなにをしていたの？」

　人差し指を頰ほおに添え、小首を傾かしげてソーマ＝サイフォスは訊きいてきます。

「答える必要はありません」

「いじわるだなぁ。こっちは色々と話してあげたのに」

　私の返事に、ソーマ＝サイフォスは肩を竦すくめつつ首を横に振りました。

「大佐……一体、なにを話されたのです」

　上官に問うヒナギクの表情と声には、ぬくもりのかけらもありません。

「んー、まあ、僕ぼくたちがここに来た理由とか、フェブロニアのやろうとしていることとか、色々とね」

「……よろしかったのですか？　重要な軍事機密を……」

「まあ、普通に考えてよくはないよねぇ。でも、久しぶりにヒナギク以外の人とお話しできて、ちょっと楽しかったよ」

　ヒナギクが無表情のまま、小さくため息をつきました。

「ため息をつかないでおくれよ、ヒナギク。僕らの仕事を代わりに片づけてくれたおねーさんたちへの、ささやかなお礼のつもりだったんだから」

「……機密を知られた以上、生かしてはおけませんが？」

「もちろんもちろん。その点については、おねーさんたちも了りよう承しよう済みだよ。そんなわけで、よろしくね、ヒナギク」

「はい、大たい佐さ」

　ヒナギクの冷ひえた目が、改めて私たちに向けられます。手は左右の腰こしに運ばれていました。

　右の手が左の腰に、左の手が右の腰に。腰には剣けん帯たいが巻かれていて、左右それぞれに一ひと振ふりずつ、ショートソードが差し込まれていました。

　すらり、とショートソードが左右とも抜かれて、黒い刃やいばが不ふ吉きつな煌きらめきを放ちます。

「暗黒剣デスブリンガー……」

　ヒナギクが手にしている剣は、アホタレが使っているのと同じ魔ま界かいの金属──暗黒鉄デスメタルから作られた剣──すなわち暗黒剣です。

　暗黒鉄製の武器は頑がん強きような上に血にも脂あぶらにも強く、その闇やみ色いろの刃は百人斬きっても千人斬っても鈍にぶることはないといわれています。

　二ふた振ふりの剣──双そう剣けんを手にしたヒナギクは、目だけでなく全身から冷たい殺気を立ち上らせています。

　いつもにこにこと笑顔を絶やさないトモエさんとは対称的な気配。やはり、彼女はトモエさんとはまったくの別人なのです。

「あなたは、一体何者なのです？」

　私の問いに、ヒナギクはただ沈ちん黙もくだけを返してきました。

　これから殺す相手と言葉を交わす必要はないと、彼女の冷えきった目はそう言っているようでした。

　ここまで瓜うり二つなのですから、単なる他人の空そら似にではないでしょう。

　あるいは、ヒナギクもまた、トモエさんと同じ旧世界の魔ま法ほうで作り出されたゴーレムなのかもしれません。その可能性は低くない──というより、かなり高いでしょう。

「ウェルチ」

　私は斜ななめ後ろのウェルチに、前を向いたままで話しかけました。

「トモエさんと同じ顔をしていますが、彼女はトモエさんではありません。戦いにくいとは思いますが、割り切って戦ってください」

「……わかってる」

　精神の糸を〝世界の傷〟へと伸ばす私とウェルチの前方で、ヒナギクが双そう剣けんを淀よどみのないなめらかな動作で構えました。

「おーい。アンジュー、ウェルチー」

　張りつめた空気にまったく相応ふさわしくないのほほんとした声が聞こえてきたのは、私とウェルチが呪じゆ文もんを唱えはじめたそのときでした。

　この声は……。

　眼前の敵てきの存在も忘れて振り返った私の目に映ったのは、思ったとおりの間ま抜ぬけ面づらでした。

「アホ……じゃなくて、レックス様！」

　手を振りながらこちらに歩いてくるアホタレの横には、トモエさんと──それに、血ち桜ざくらのアイカの姿もありました。

「なんか今、アホとか聞こえたんだけど、オレの気のせいかな」

「それは間違いなく気のせいです」

　オホン、と咳せき払ばらいを一つ。

「ともあれ、ご無事でなによりです」

　あまり心配はしていませんでしたが、無事な姿を見てホッとしました。

　アイカまで一いつ緒しよというのは驚きですが、彼女の今の仕事はウェルチの護衛ですから、ウェルチのいない場でまで戦う必要はないわけです。アイカはどうやらアホタレを気に入っているようですし、一緒に行動していたとしても不思議ではないのかもしれません。

「そりゃこっちの台詞せりふだっつーの。けっこうあちこち探し回ったんだぜ？　心配かけないでくれよなー」

「それは、申し訳ありません」

　心配……してくれたようです、一応。

　いえ、別にアホタレに心配されたからって嬉うれしいとかそんなことは全然まったく思っていませんよ？

「ウェルチも、大だい丈じよう夫ぶかー？」

「イル……」

　アホタレの幼名を呟つぶやいたウェルチは、ひどく切なげ……というより、今にも霞かすみとなって消えてしまいそうな儚はかなげな表情をしていました。

　……やはり、ウェルチの様子が少し変です。私の知っている彼女であれば、黄色い声をあげてアホタレに抱だきついている場面のはずですが……。

「ん？　足、怪け我がしてるのか？」

「たいしたことないから、平気」

「そっか」

「うん」

　可愛かわいらしく頷うなずいたウェルチの頭の上に、アホタレの手がポンと載のりました。

　頭を撫なでられて、ウェルチは甘あまえる子こ猫ねこのように目を細めます。

　まったく、敵てきを前にしてよくもイチャつけるものです。……といっても、アホタレはフェブロニアの二人をそもそも認識していないようですが。

「アンジュ様」

　私の傍かたわらにやってきて声をかけてきたのは、トモエさんです。

「あちらの方たちは、アンジュ様のお知り合いなのですか？」

　トモエさんの視線の先にいるのは、ソーマ＝サイフォスと双そう剣けんを構えたままのヒナギク。そして、ふたりを見つめるトモエさんは、驚きと戸と惑まどいの入り交じった複雑な表情をしていました。

「あれ？　なんか、トモエそっくりの女の子がいるな」

　ようやくフェブロニアの二人を認識したらしいアホタレが、訝いぶかしげな顔で言いました。

「あいつら、フェブロニアの軍人だって。あたしの知り合いでもアンジュの知り合いでもないわ」

　トモエさんの問いに、私に代わってウェルチが答えてくれました。が、それだけでは足りないので補足します。

「彼らは自国の研究施設から逃げ出した失敗作を追って、ここまで来たそうです」

「失敗作？」

「あれです」

　小首を傾かしげるアホタレに、私は視線で怪鳥の死体を指し示しました。

　そして、今し方ソーマ＝サイフォスから聞いた話を手て短みじかに伝えます。

　フェブロニアの野望。そして、その野望を叶かなえるために彼らが選んだ手段について──。

「あー……なんかよくわかんなかったけど、要するに、あのデカい鳥は元は魔ま人じんだったってことか？」

「そういうことです」

　私とウェルチが倒した怪鳥は、フェブロニアの研究機関が実験の失敗によって生み出してしまったもの。彼らの実験対象は魔人だったわけですから、つまり、あの怪鳥はアホタレの言うとおり元々は魔人だったということになります。

　魔人とはいえ人を殺してしまったわけですから、いい気分はしません。とはいえ、あの状況では戦うしかありませんでしたから、割り切るしかありません。

「あ、あの……っ」

　トモエさんが声をあげました。

「あ、あなたは、どうして私を同じ顔を……あなたは、一体……」

　ヒナギクに問いかけるトモエさんの声は、かすかに震ふるえていました。

　こんなにも動揺しているトモエさんを見るのは、初めてかもしれません。

　誰だって自分とまったく同じ顔の人間と出くわせば、驚きもするし戸と惑まどいもするでしょう。──が、一方のヒナギクは先程から眉まゆ一つ動かしてはいません。冷えた表情を崩くずすことなく、双そう剣けんを構え続けています。

　内心、驚いてはいるものの、動揺を表に出さないように努めているのか。あるいは、彼女にとって、これは驚きに値する事態ではないということなのか。

　トモエさんの問いに対しても、彼女はただの一言も返してはきません。

「んー……まいったなぁ」

　代わって声を返してきたのは、石いし仮か面めんの少年でした。

「彼女ってヒナギクと同型だよねぇ、どう見ても」

　同型……ということは、やはり彼女も人間ではないようです。すなわち、旧世界の魔ま法ほう技術によって作り出された、人造の人型ゴーレム。

「それに、どういうわけかアイカまでいるし」

　ため息交じりに肩かたを竦すくめたソーマ＝サイフォスの視線は、私の斜ななめ後ろに向けられていました。

　彼の視線の先に立っているのは、深しん紅くの髪かみの美女──血ち桜ざくらのアイカです。

「お久しぶりですね、ソーマ」

　悠ゆう然ぜんと組んでいた腕うでを解いて、アイカは切れ長の目を細めます。

「ホント、久しぶりだねぇ。っていうか、なんでアイカがここにいるのさ」

「仕事ですよ」

「殺しの？」

「いえ、あちらのエルフのお嬢じようさんの護衛です」

「珍めずらしいねぇ。アイカが殺し以外の仕事を引き受けるなんて」

「私は別に殺しの仕事だけを選んでいるわけではありませんよ。ただ、殺し以外の仕事の依頼がないというだけで」

「あはは。難なん儀ぎだねぇ」

「ええ、まったく」

　笑い合う、深紅の美女と石仮面の少年。

　どうやら、ふたりは知り合いのようですが……。

　レイヴェン様やレムリア様だけでなく、『恒久平和の実現者ピースメーカー』とも知り合いとは、アイカの顔は意外と広いようです。

「そっちの娘この護衛ってことは、僕がその娘を殺そうとしたら、当然、アイカは僕の敵てきになるんだよねぇ」

「そうなりますね」

「依頼料の三倍出すからさぁ、こっちに付かない？」

「魅み力りよく的なお話ですが、一度受けた依頼は完かん遂すいする主義ですので」

「それは残念」

　まったく残念でなさそうに言うと、ソーマ＝サイフォスは座っていた岩の上からぴょんと飛び降りました。

「ヒナギクの同型にアイカ……エルフのおねーさんも目つきの悪いおねーさんも腕うでが立ちそうだし……これは、厄やつ介かいなことになったなぁ」

「あはは。目つきの悪いおねーさんだってよ。言われちまっ──いでえっ！」

　へらへら笑うアホタレの足を、力いっぱいに踏んづけてやります。

「四人ではありませんよ」

　ゆっくりと前に歩み出てきたアイカが、うずくまって呻うめいているアホタレを肩かた越ごしに親指で指し示して言いました。

「彼も頭あたま数かずに入れておくことを勧めておきます」

「うん？　あのおにーさんも強いの？」

「彼は、私と同じです」

　アイカの返答に、石いし仮か面めんの少年の眉まゆがピクリと動きました。

「……なるほど、それは厄介だね。彼、何者なの？」

「英雄の曾ひい孫まご……と言えば、わかるでしょうか」

　ポン、と石仮面の少年は手を打ちました。

「ああ、なるほど。彼がハイドフェルト家の次男なんだ。魔ま王おう討とう伐ばつの旅に出たっていう」

　どうやら、アホタレが──ハイドフェルト家の次男が魔王討伐のために旅立ったという話は、フェブロニアにまで届いているようです。

　元々、アホタレの旅は、魔王軍に怯おびえるランドール国民を安心させるための、いわば政治的宣伝ですから、隣りん国ごくにまで聞こえ及んでいたとしても驚くことではありません。

　トモエさん以外には見送りの一人もいなかったアホタレの旅立ち。誰にも期待なんてされていない寂さびしい旅立ちだったにもかかわらず、今やハイドフェルト家の次男が旅立ったという話は誰もが知るところになっているのですから、笑ってしまいます。

「私も一度手合わせしましたが、まるで底が見えませんでした。機会があれば、今度はもっとじっくりと楽しんでみたいものです。命を賭かけて……」

　アイカに流し目を送られたアホタレは、うずくまったまま、ご免めん被こうむるとばかりにパタパタと片手を振りました。

　厄やつ介かいな相手に気に入られてしまったことには同情を覚えなくもないですが、気になるのは、「彼は私と同じ」というアイカの言葉です。

　王おう都とで戦ったときにも同じことを言っていましたが、一体どういう意味なのか。訊たずねてみたいところですが、今この状況で悠ゆう長ちように質問してはいられません。

「んー……これは、本格的にまいったね」

　まいったと言いつつ、ソーマ＝サイフォスの態度に焦あせりはかけらも見られません。むしろ余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった感じです。

「ああ、まいらなくてもいいよ。どうせオレは戦わ──いでえっ！」

　不戦宣言をしようとしたアホタレの足を、もう一発踏んづけておきます。

「ヒナギクは、どう思う？」

「状況は、こちらに不利かと思われます」

「だよねぇ。でも、色々喋しやべっちゃったから、殺さないわけにはいかないんだよねぇ」

「大たい佐さは、少々迂う闊かつすぎます」

「手厳しいなぁ。……ま、しょうがないか。僕だって一応、責任ある立場だしね。メンドくさいけれど予言させてもらうよ」

　おもむろに両手を広げて、ソーマ＝サイフォスは言いました。

「『予言者』ソーマ＝サイフォスが断じる。キミたちの未来に光はない。キミたちの行く手に待ち受けているのは、血と、絶望と、そして死だけ」

　予言というよりも、それは宣言でした。

「僕の予言は外れない。なぜなら僕がこの手で実現させてしまうからね」

　なるほど……。

『予言者』ソーマ＝サイフォスの予言はかつてただの一度たりとも外れたことがないという噂うわさでしたが、こういうわけだったのですね。

『予言者』ソーマ＝サイフォスは、未来を視みるのではなく、自らの宣言を自らの手で確実に実現させる……。

「……というわけで、やろうか。ヒナギク」

「了りよう解かいしました、大佐」

　言い終えるのと同時にヒナギクが動きました。地面を蹴けって一直線に向かってきます。

　狙ねらいは──私!?

「うおっと」

　ガキン、と硬かたい物同士がぶつかり合う音が耳に響ひびきます。

　ぶつかったのは、ヒナギクの双そう剣けんと鞘さやに収まったままのアホタレの騎き士し剣けん。

　顔から血の気が引いていくのが、自分でもわかりました。

　修しゆ羅ら場ばはこれまでにいくつも経験してきましたが、さすがに目と鼻の先にまで刃やいばが迫れば、怯ひるまずにはいられません。

　間かん一いつ髪ぱつ。アホタレが横手から剣けんを伸ばしてくれていなければ、私は顔面を串くし刺ざしにされて死んでいました。

「やめろって。危ないヤツだなー」

　苦々しい顔で言ったアホタレを一いち瞥べつして、ヒナギクは跳び退のきました。

「なあ、あんたもトモエと同じゴーレムなんだろ？」

　ヒナギクは答えません。

「あんたがなんで軍人なんてやってるのか知らないけどさ、軍なんか辞やめてさ、あんたもオレん家ちでメイドやりなよ。トモエと一いつ緒しよにさ」

　私に踏まれた足をぷらぷらさせながら、アホタレは言います。

「軍人なんかより、よっぽど楽しいと思うぜ」

　こいつのこういうところは、なんというか……大物だな、と思わされます。

　トモエさんと瓜うり二つの少女に刃やいばを向けられて、私の頭はもう、いかにして彼女を倒すか──という方向でしか、考えられなくなっていたというのに。

　自分が誰になんの目的で作られたのかを知りたいと願っているトモエさん。そんな彼女と同じ顔をした──おそらくは、トモエさんと同じ型のゴーレムであるヒナギクは、トモエさんが出しゆつ自じを知るための、大きな手掛かりになるかもしれない存在です。

　なんとか戦いを回かい避ひしたいところではありますが……。

「……あなたは……」

　これまで、上官であるソーマ＝サイフォス以外の言葉にはまったく返事をしなかったヒナギクが、アホタレに向かって口を開きました。

「あなたは、私に自らの存在意義を捨てろと言うのですか？」

　今まで凪なぎの海のように静かだったヒナギクの声に、波が立ちました。怒りという名の波が。

「……許せません」

　トモエさんと同じ顔に怒りの色を濃こく滲にじませて、ヒナギクは右半身を軽く引きました。左手の剣は胸の前、右手の剣は逆さか手てに持ち替えて頭上に運び、浅く腰こしを落とします。

　先程までとは違う構え。おそらくは、あれが彼女の本気の構えなのでしょう。

「許せないのは、こっちよ」

　その声は、アホタレの隣となりからあがりました。──ウェルチです。

　怪け我がをした足を軽く引きずるようにしてアホタレの前に立ったウェルチは、顔の半分を斜ななめ後ろのトモエさんに向けて、言いました。

「ごめんね、トモエ。あなたには子供の時分からずいぶん世話になったけれど、あたしはあの女を許さない」

「ウェルチ様……」

「あの女はあなたが知りたがってたことを知る手掛かりになるかもしれない。でも……それでも……イルに刃やいばを向けた以上、許してはおけない」

　正面に向き直って、ヒナギクを真まっ向こうから睨にらみつけます。

「ヒナギクっていったっけ？　あんたの存在意義がなにかなんて知らないし、知りたくもないけど、存在意義ならあたしにだってある」

　仁に王おう立だちで左右の拳こぶしを固く握にぎりしめているウェルチは、小さな身体からだに断固たる決意を漲みなぎらせて、言いました。

「イルを守る。それが、あたしが今ここにいる理由」

　ウェルチの凄すさまじい気迫に圧倒されたのでしょう。ヒナギクが鋭く細めていた目を見開いて、半歩下がりました。

　ヒナギクが圧倒されるのも無理ありません。ウェルチに敵てき意いを向けられているわけではない私ですら、後じさっていましたから。

「……っ！」

　そのウェルチが声にならない悲鳴をあげて崩くずれ落ちたのは、精神の糸を〝世界の傷〟へと突き刺さした彼女が、呪じゆ文もんを唱えはじめた直後のことでした。

「ウェルチ!?」

「──っ……ああ……っ！」

　うずくまったウェルチは、肩かたを抱だいて業ごう火かにでも焼かれているかのような苦く悶もんの声をあげています。

　火の神しん殿でんのときとは、また様子が違います。あのときは、なにかひどく動揺しているような感じでしたが、今は肉体的な痛みに苦しんでいるように見えます。

「どうしたんだよ、ウェルチ!?」

「く……あ……ああっ！」

　アホタレの呼びかけにさえ応こたえられません。

「なあアンジュ、ウェルチはどうしちまったんだよ？」

　アホタレの問いかけに、私は首を横に振るしかありません。

　敵てきのほうに目を向けてみても、ソーマ＝サイフォスもヒナギクも、なにかをした様子はありません。ふたりとも、怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せて成り行きを見守っています。アイカも同じ。トモエさんは、この隙すきに敵に攻こう撃げきされることを警けい戒かいしたのでしょう。苦しむウェルチを尻しり目めに捉とらえながら、フェブロニアのふたりに向けてナギナタを構えています。

「まさか、もう時間だってのかよ……」

　アホタレが奥歯を嚙かみしめて呟つぶやきました。

「時間……？」

　そのとき、私の視界の片かた隅すみでなにかが動きました。

　アイカ──じゃありません。動いたのは、アイカの後方──そこに横たわっていた怪鳥の死し骸がいでした。

「え……？」

　私の視線と戸と惑まどいの声に気づいたアホタレが、トモエさんが、アイカが、振り返ります。

　皆の視線が集まる先でおもむろに起き上がった怪鳥は、傷ついた羽を広げて、咆ほう吼こうを轟とどろかせました。

　大気と大地を震ふるわせるほどの、巨大な咆吼。

　明らかにそれは、鳥の声ではありませんでした。

　もっと巨大で、もっと獰どう猛もうななにかが、怪鳥の殻からを破って生まれ出いでようとしている──。

　そんな根こん拠きよもなにもない妄もう想そうじみた予感が、私の心臓を鷲わし摑づかみにして、あまつさえそのまま握にぎり潰つぶそうとしているようでした。

　そして、予感を裏付けるように、怪鳥の全身に、私とウェルチの魔ま法ほうが与えたのとは別の傷が生じていました。

　──いえ、それは傷というよりもヒビのように見えました。

　怪鳥の全身を覆おおう赤い甲こう殻かくに、深いヒビがびっしりと張りめぐらされているのです。

「あれー、おっかしいなー？」

　突然の事態に皆が息を吞のむ中、緊迫感のかけらもない声を出したのは、フェブロニアの『予言者』でした。

「ひょっとして、変態がはじまっちゃった？」

　腕うでを組み、困り顔で首を傾けて、ソーマ＝サイフォスはヒナギクに問います。

「そのようです」

　頷うなずくヒナギク。

「あのヒビ……やっぱり、ソウルイーターへの変態だよねぇ。まいったなー」

　ソウルイーター。

　私の知識にはない名称です。

「ステージ３までいった被ひ検けん体たいはソウルイーターにはならないって話だったのに。まったく、ティアマリアの言うことはアテにならないんだから」

　ティアマリアというのは、あのティアマリア──すなわち、フェブロニアの女じよ帝てい・ティアマリア＝クリスティアのことでしょうか。

　だとすると、ソーマ＝サイフォスは自らが仕つかえる主君を呼び捨てにしていることになりますが──それよりも、気になるのは怪鳥のほうです。

「不ふ吉きつですね」

　そう言って動いたのは、血ち桜ざくらのアイカでした。

　瞬またたく間に怪鳥との距離を詰つめ、抜ばつ刀とうの一いち撃げきを怪鳥の首に見舞います。

　巨岩でさえ易やす々やすと両断しそうな神しん速そくの一いつ閃せん。しかし、宙ちゆうを舞ったのは怪鳥の首ではなく、アイカの手にしていたカタナと、そして、アイカ自身でした。

　まずはカタナが地面と激突して乾かわいた音を響ひびかせ、続いて、アイカが──こちらは、危なげなく着地しました。

「弾はじかれた……？」

　アイカのカタナは、たしかに怪鳥の首を捉とらえていました。にもかかわらず、怪鳥はビクともせずに、アイカのほうが見えない力に打ち据すえられたように吹っ飛んでいたのです。

「……っ」

　余よ程ほどの衝しよう撃げきがあったのでしょう。アイカは着地は軽やかだったものの、小さく呻うめいて片かた膝ひざをつきました。

「無む駄だだよ」

　ソーマ＝サイフォスの声が聞こえました。

「そいつはソウルイーターになりかけてる。ソウルイーターには剣けんも魔ま法ほうも、殺傷行為は一切効きかない。なにしろ、外げ道どう生命体だからね。ソウルイーターは」

「外道生命体……？」

　私は意識の半分は前方の怪鳥に残しつつ、ソーマ＝サイフォスのほうを振り返りました。

「そのまんまの意味だよ。従来の生き物の範はん疇ちゆうからはみ出てしまった困った生き物ってことさ。どう外道なのかっていうと、まあ今も見てもらったとおり、ソウルイーターに剣は効かない。剣だけじゃなく、魔法も銃じゆうもね」

「つまり、あなたの言うソウルイーターとやらには、あらゆる攻こう撃げきが効かない、と？」

「そうだね。攻撃はすべて効かない」

　ソーマ＝サイフォスは、『は』の部分を強調するように発音しました。……ということは、まったくの無む敵てきというわけではない……ということでしょうか。

「効かないどころか、あらゆる攻撃はソウルイーターに活力を与えてしまう。……要するにね、逆なんだよ、ソウルイーターは。傷つければ癒いやされ癒せば傷つく」

「癒せば傷つく……神聖魔ま法ほうですか？」

「察しがいいね、おねーさん」

　正解した生徒を褒ほめる教師のように、石いし仮か面めんの少年はにっこりと微笑ほほえみました。

「僧そう侶りよの神聖魔法……すなわち癒しの力であれば、ソウルイーターに傷を与えることもできる。もちろん、殺すこともね。ただし、ソウルイーターを殺そうと思ったら、大だい僧そう正じよう級の神聖魔法使いが十人は要いるけどね」

「そんな……」

　癒しの奇き蹟せきを導く僧侶の神聖魔法は、魔ま界かいより元素を導く通常の魔法──正確には元素魔法といいます──とは違い、修練を積めば誰しもが使えるようになるものではないのです。

　神聖魔ま法ほうを使えるのは、身体からだの一部に神のしるし──聖せい痕こんを持って生まれた者だけ。

　どれだけ神に祈いのりを捧ささげようが修行を積もうが、聖痕を持っていなければ、神聖魔法を使うことはできないのです。

　逆に聖痕さえあれば、神を敬うやまわずとも神聖魔法を会え得とくできるという話ですが──とにかく、聖痕所持者が生まれる割合は千人に一人いるかいないかといったほどに低く、故ゆえに神聖魔法を使える僧そう侶りよの存在は、非常に希き少しようかつ貴き重ちようなのです。ましてや、大だい僧そう正じよう級の神聖魔法使いともなると、一国に一人いるかいないかといったところでしょう。十人なんて、そうそう揃そろえられるものじゃありません。

　後方では、怪鳥が深く頭を垂たれて今にも砕くだけ散りそうな全身を細かく震ふるわせています。

　おそらくは、あのヒビ割れた甲こう殻かくが剝はがれ落ちたとき、ソーマ＝サイフォスの言う外げ道どう生命体──ソウルイーターは、真の姿を現すのでしょう。

　修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた者にしか働かない勘かんが、私にこう告げています。

　あれは途と方ほうもなく危険な存在だと。

　アイカも同じように感じたからこそ、誰よりも先んじて斬きりかかったのでしょう。ソウルイーターが変態を終える前に、仕留めてしまおうとしたのです。しかし、血ち桜ざくらのアイカほどの達人の一いち撃げきを以てしても、ソウルイーターはよろめきもせず──。

　ソーマ＝サイフォスが噓うそを言っていないのであれば、私たちにソウルイーターを倒す術すべはないということになります。

　そして、少なくとも剣けんでの攻こう撃げきが効かないことは、アイカが証明してくれました。まだ魔法による攻撃は試していませんが、効果はないでしょう。そう確信できてしまえるほどに、ソウルイーターが纏まとっている気配は不ふ吉きつを極めているのです。

　それに、ソーマ＝サイフォスの言うとおりであれば、いたずらな攻撃はソウルイーターに活力を与えてしまうことになります。

　打つ手、なし。

　歯嚙がみする私の隣となりで、「よっと」、アホタレがウェルチを背負って立ち上がりました。

　ウェルチは……気を失っているようです。

　元々白かったウェルチの肌はだは、本当に透すけて消えてしまいそうなほどに色を失っていました。

　生気のかけらも感じられない顔色に、胸が騒さわぎます。

　まさか、死んでしまったのでは……。

　不安にかられて頰ほおに指を伸ばしてみると、そこにはちゃんとぬくもりがありました。よく見れば、背中も上下しています。

　ホッと胸を撫なで下ろす私に、アホタレが親指をグッと立てて言いました。

「逃げる準備はバッチリだぜ」

　まったく……戦うことに関してはどこまでも消極的なくせに、逃げる準備だけは誰よりも早いのですから、呆あきれてしまいます。

　……いえ、でも、今に限っては彼の選択が正しいのかもしれません。

　打つ手がないのであれば、まだ変態が終わりきっていない今のうちに逃げてしまうのが、一番の安全策なのでしょう。

　ウェルチのことも気掛かりですし……。

「ああ、そうそう。根本的なことを言い忘れてたよ」

　その声は、真横から聞こえてきました。

　息を吞のみつつ顔を向けると、すぐ隣となりに石仮か面めんの少年の姿がありました。

　咄とつ嗟さに身体からだごとそちらを向いて、杖つえを構えます。

　ソーマ＝サイフォスは、今は攻こう撃げきする意志はないとばかりに両手を上げて、ひらひらと振ってみせました。

　私は構えた杖を下ろしはしませんでした。なにしろ、ソーマ＝サイフォスは私たちを殺すと宣言しているのです。一いつ瞬しゆんたりとも油断はできません。

　今だって、別に油断していたわけではありません。意識の半分は、フェブロニアのふたりのほうに、しっかりと向けていました。にもかかわらず、いつの間にか傍かたわらにまで迫られてしまっていたのですから、底知れません。

「もう一つ、あるんだよ」

　立てた人差し指を振りつつ、ソーマ＝サイフォスは言います。

「ソウルイーターが外げ道どう生命体と呼ばれる理由がね」

　ソーマ＝サイフォスに武器を向けているのは、私だけじゃありません。トモエさんも、離れたところにいるヒナギクを警けい戒かいしつつ、ソーマ＝サイフォスにナギナタを向けています。が、『恒久平和の実現者ピースメーカー』は、私たちの睨にらみなどどこ吹く風といった様子で喋しやべります。

「ソウルイーターはね、死者の魂たましいを食べるんだ。魂たましい食はみの名前のとおりにね」

　ソーマ＝サイフォスがくすっと笑ったのは、目を見開いて驚いた私の反応が、彼が予想──というより、期待したとおりのものだったからでしょう。

「魂を食べる生き物なんて、狂ったドラゴンか、フェニックスぐらいなものだよねぇ。まあ、フェニックスの場合は食べるってのとはちょっと違うみたいだけれど……って、そういえばこの山って、昔はフェニックスが棲すんでたんだっけ。偶ぐう然ぜんとはいえ因いん縁ねんめいているねぇ」

　くっくっくっ、と喉のどの奥で笑います。

「ああ、しかもねぇ、ソウルイーターは底なしの大食らいなんだ。食べても食べても満たされることはない。だから、常に餌えさを求めて行動する。………この意味、わかるかい？」

　ソウルイーターの餌は死者の魂。となると、餌を求めて取る行動は一つしかありません。

「人を、殺す……」

「正解。ソウルイーターは死者の魂を得るために人を殺す。無差別に、そして、無制限にね」

　石仮か面めんに半分隠かくされたソーマ＝サイフォスの笑みに、私は怒りを覚えずにはいられませんでした。

「よく、笑っていられますね。そんな危険な生き物を生み出しておきながら……」

　うーんと唸うなって、ソーマ＝サイフォスは首を傾けました。

「別に、あれは単なる失敗作であって、意図して生み出したものってわけじゃないんだけどねぇ。でもまあ、単なる失敗って言うには、ちょっと失敗しすぎちゃってるのはたしかかなぁ。なにせ厄やつ介かいだからねぇ、ソウルイーターは。ただのマモノ化だったら、たいして苦労もなく始末できるんだけど、ソウルイーターになられてしまうと、倒すには一苦労どころか二苦労も三苦労もするはめになるしねぇ。ああ、考えただけでも疲れてくるよ」

　うんざりした顔で、深いため息をつきます。

「兵器転用でもできればまだ報むくわれるんだろうけど、どうやっても操れないらしくてね。ホント、厄介だよ」

　怖気おぞけがしました。

　あらゆる攻こう撃げきが効かず、満たされることのない腹を満たすために、人を殺し続けるというソウルイーター。そんな生き物が兵器として量産されようものなら、ランドールは一巻の終わりです。

「アンジュ様、あれを！」

　トモエさんが声をあげて視線で指し示した先──ヒビ割れた怪鳥の身に、新たな異変が起きていました。

　無数の深いヒビの隙すき間まから、赤黒い──血の色をした煙けむりが噴ふき出しているのです。それはたちまち怪鳥の姿を覆おおい隠かくし、私たちのほうにまで流れてきました。

　むせ返るような、濃のう厚こうな血の臭におい。

「すげー嫌いやな感じがするな」

　そう言ったアホタレは、珍めずらしく厳しい表情をしていました。

「同感です」

　ソーマ＝サイフォスがソウルイーターを外げ道どう生命体と呼んだ理由が、理屈ではなく実感としてひしひしと伝わってきました。

　あの赤黒い煙の中で、ソウルイーターがマモノの殻からを破って生まれ出でようとしている。それは、この世界にあってはならない生命の誕たん生じよう。

「さて、と。そろそろ変態も終わりそうだし、僕は帰らせてもらおうかな」

　ソーマ＝サイフォスが吞のん気きに言いました。

「ソウルイーターと戦うなんて、冗じよう談だんじゃないしね」

「……よろしいのですか？」

　左右の掌てのひらを上に向けて肩かたを竦すくめるソーマ＝サイフォスに問いかけたのは、ヒナギクでした。

「しょうがないよ。僕じゃソウルイーターは倒せないし。それに、よくよく考えてみたらさ、ヒナギクとあっちのメイドさんが戦っちゃうのは、マズイよね」

　トモエさんを横目に捉とらえて、言います。

「うっかり感応爆発リンクバーストでもされたら、僕まで巻き添えで死んじゃいかねないし」

「それは……」

「僕はまだ死にたくないし、キミを失いたくもないんだ、ヒナギク」

「大たい佐さ……」

　ヒナギクが隙すきなく構え続けていた双そう剣けんを下ろしました。

「そんなわけで、僕たちは失礼するよ」

　ソーマ＝サイフォスはそう言って踵きびすを返すと、ヒナギクのほうへと歩み寄っていきます。

　無防備な背中。私が剣けん士しなら好機と踏んで斬きりかかるところですが、私は魔ま法ほう使つかいです。魔法は呪じゆ文もんを唱となえなければ使えませんから、不ふ意い打うちには向かないのです。

　……いえ、仮に私が剣士だったとしても、斬りかかれたかどうか……。それは、卑ひ怯きようだからとかそういうことではなく（卑怯であることはたしかですが、私は気にしません。不意打ちもまた立派な戦法です）、ソーマ＝サイフォスの背中があまりにも無防備すぎて、逆に隙すきがないのです。

「あ、そうだ。一つ、いいことを教えてあげようかな」

　ふと足を止めたソーマ＝サイフォスが、顔だけを振り向かせて言いました。

「ソウルイーターを倒す、一番楽な方法。……知りたい？」

「言いなさい」

　睨にらみつけて言うと、「おお、怖い」、まったく怖くなさそうに肩かたを竦すくめて、ソーマ＝サイフォスは答えます。

「ほうっておけばいいんだよ」

「ほうって……？」

「そ。ソウルイーターの寿じゆ命みようは短い。魂たましいをいくら食べても寿命が延びたりはしない。ほうっておけば、遠くないうちに勝手に死ぬ」

「……それまでの時間は？」

「んー……だいたい、一月ぐらいかなぁ」

　話になりません。

　倒すことのできない怪物を一月も野放しになんて、できるはずがありません。ましてやソウルイーターは強さの面でも並のマモノとは桁けたが違っているはずです。まだソウルイーターとは実際に戦ってはいませんが、それはわかります。

　一月の間に、一体どれだけの犠ぎ牲せいが出るか……。

「はっきりしたことは言えないけどね。なにせ、マモノ化した被ひ検けん体たいがさらにソウルイーターに変態した事例は初めてなわけだから、あるいはそいつは今までのソウルイーターとは別物になっているかもしれない。……たとえば、寿じゆ命みようが極きよく端たんに延のびているとかね」

　息を吞のんだ私の反応が面白かったのか、石いし仮か面めんの少年はニヤリと意地悪な笑みを浮かべました。

「まったく逆の場合だってありえるわけだから、そう悲観することはないよ。……で、おねーさんたちは、アレと戦うの？　逃げるの？」

　即座には答えられない問いでした。

　戦ったところで勝つ術すべはなく、かといって野放しにもできず……。

　一度退しりぞいて、レムリア様に状況を報告する──というのが、最良ではないにしろ最善の選せん択たくだろうとは思うのですが、それだって野放しにするのと大差はないわけで……。

「悩んでるみたいだね。ま、気楽に考えるといいと思うよ。ソウルイーターと戦おうと逃げようと、おねーさんたちが死ぬのは変わらないわけだから」

「……どういう意味です？」

「だって、ほら──」

　石仮面の少年は、半分だけ露あらわになっている目を大きく見開き、それから刃物のように細めて、言いました。

「『予言者』である僕が予言したから。おねーさんたちに未来はない、ってね。僕の予言は絶対に外れない。外さない」

　少年の私よりも小さな身体からだから湧わき出した殺気が、私たちを包み込みました。

　禍まが々まがしく粘ねばっこい、悪意に充みち満ちた殺気。

　それが雄ゆう弁べんに語っています。少年が私たちに与える死が、決して安らかなものではないことを。

　彼と戦って敗れれば、そこに待っているのは、苦痛にまみれた陰いん惨さん極きわまる死なのです。

「まあ、アイカだけは特別に予言の範はん囲い外がいということにしておいてあげるよ。兄妹を殺すのは、やっぱり後あと味あじがよくないからね」

　この期ごに及んで、ソーマ＝サイフォスはまたも衝しよう撃げき的な言葉を口にしました。

　ソーマ＝サイフォスとアイカが兄妹──!?

　思わず振り向いた私に、アイカは美び貌ぼうに苦笑を浮かべて頷うなずきました。

「たしかに、あれは私の兄です」

「へー。ずいぶん、若い兄あに貴きなんだなぁ」

　アホタレが感心したように言います。

「ってか、あんま似てないな」

「兄といっても、血の繫つながりはありませんから」

「ああ、なるほど」

　アホタレは納なつ得とくしたようでしたが、私はそうはいきません。アイカとソーマ＝サイフォスとでは、どう見てもアイカのほうが年上です。血の繫つながりがないにせよ、アイカのほうがお姉ねえさんであるというのなら、まだわかるのですが。

　そして、アホタレとアイカが言葉を交わしている間に、ソーマ＝サイフォスは呪じゆ文もんを唱となえはじめていました。

　この呪文は──。

「〝暗黒跳躍ワタリドリ〟」

　ソーマ＝サイフォスが使ったのは、以前にレムリア様がアホタレを連れ去るときに使ったのと同じ転移の遺失魔法ロストマジツクでした。

　少年の足下に生まれた影よりも濃こい闇やみが、滲にじむように広がっていきます。

「おいで、ヒナギク」

「はい、大たい佐さ」

　双そう剣けんを腰こしの鞘さやに収めたヒナギクがソーマ＝サイフォスの傍かたわらに立つと、ふたりの足がずぶりと足下の闇の中に沈み込みました。

　このまま逃がしてしまっていいものか……。

　ソーマ＝サイフォスの予言は、ただの脅おどしではないでしょう。ここで彼らを逃のががせば、私たちは絶えず奇き襲しゆうや暗殺の恐怖に神経を磨すり減らすことになります。かといって、今戦うには状況が悪すぎます。背後にはソウルイーターが。そして、アホタレの背中には意識のないウェルチがいるのです。

　アイカも積極的に兄と戦うつもりはないのか、動こうとはしません。元より逃げる気まんまんだったアホタレが去ろうとしている相手を追おうとするはずもなく。

　そんな中、

「ま、待って！」

　ただ一人、制止の声をあげたのは、トモエさんでした。

「あなたは、自分が作られた理由を……自分を作ったのが誰なのかを、知っているのですか？」

　ヒナギクへの──自分と同じ顔をした少女への、問いかけ。

　ソーマ＝サイフォスはトモエさんをヒナギクの同型と言っていました。それはつまり、ヒナギクとトモエさんが、同じ人物に同じ目的で作られたゴーレムであるということを意味しています。

　ヒナギクの出しゆつ生せいを知れば、トモエさんは自分の出生を知ることができる……。

「マオの空中遺い跡せき……」

　問われたヒナギクは、不快げに眉まゆ根ねを寄せた後、少しの間目めを閉じて──そして、答えました。

「自分が何者かを知りたければ、マオの空中遺跡に行きなさい」

　そのときにはもう、ヒナギクの姿はソーマ＝サイフォスともども、首のあたりまで闇やみの中へと沈み込んでいて──。

「待ってください！　もっと、話を──！」

　トモエさんの叫さけびも空しく、ふたりは闇やみの彼方かなたへと姿を消してしまいました。

「ああ……」

　トモエさんが落らく胆たんの声を洩もらして肩かたを落としました。

　自分という存在が、誰にどんな目的で作られたのか──トモエさんが知りたがっていた答えがヒナギクという存在として目の前に現れたというのに、結局、答えを得るには至らなかったのですから、落胆する気持ちは痛いほどに理解できます。──が、今は励はげまましの言葉をかけている余よ裕ゆうさえありませんでした。

　ソウルイーターが、ついに変態を終えようとしていたのです。

　血ち色いろの煙けむりの向こうから、咆ほう吼こうが聞こえてきました。

　鳥の鳴き声でもなければ獣けものの雄お叫たけびとも違う──それはまるで、人間の──それも、女の叫び声のように聞こえました。

　その声に応こたえるように、大気がうねりをあげます。

　叩たたきつけるような強い風が、私たちの髪かみとマントをなびかせ、立ち込める血色の煙を切り裂さいて、視界を鮮せん明めいにします。

　そして、私たちはそれの姿を目まの当たりにしたのです。

　それは、戦せん慄りつにまばたきを忘れた私の視線の先で、血の涙なみだを流していました。

　いえ、実際に泣いているわけではありません。左右の目の下に走る赤い亀き裂れつが、血の涙を流しているように見えたのです。

　それは、さっきまでの怪鳥とはまったく異なる姿をしていました。

　地を踏みしめる丸太のように太い四し肢しも、四肢の太さに見合った巨きよ軀くも、色は黒。ただし、全身真っ黒というわけではなく、背中の一部と、四肢の関節のあたりから下の部分は、白い岩──というより、骨のような質感の鎧よろいで覆おおわれています。いえ、鎧のように見えてもそいつの肉体の一部のはずですから、鎧と呼ぶのは適切ではないのでしょう。ですが、見た目の印象はどう見ても鎧です。

　そして、顔。

　獣けものの身体を持ちながら、それの顔は、人間──それも、女の顔をしていました。

　血の涙を流した女の顔を。

　鬣たてがみ──なのでしょうか。頭から生えて顔の横を垂たれ下がっている波がかった灰色の長い体毛は、髪の毛のようにも見えます。

　マモノよりも不ぶ気き味みな姿と、なにより、それが全身からほとばしらせている濃のう厚こうな死の臭においに、私は吐はき気さえ覚えていました。

　外げ道どう生命体とは、よく言ったものです。

「な、なあ、とっとと逃げようぜ」

　アホタレが青い顔をして言いました。

「私も、できれば逃げたいところですが」

　片かた膝ひざをついたままだったアイカが、ようやく立ち上がってアホタレに同調しました。

「あれは、危険すぎる生き物です」

　稀き代だいの殺し屋、血ち桜ざくらのアイカをしてそこまで言わせるのですから、ここは逃げるべきなのでしょう。

　しかし。

「逃げたいのはやまやまですが、その前に──」

　私は精神の糸を〝世界の傷〟へと伸ばし、呪じゆ文もんの詠えい唱しように入りました。

　ソウルイーターには剣けんも魔ま法ほうも効かない。ソーマ＝サイフォスはそう言っていました。しかし、彼はこうも言っていました。このソウルイーターは今までのソウルイーターとは違うかもしれないと。

　それはつまり、魔法が効く可能性はゼロではないということです。剣は効きませんでしたが、魔法はまだ試していません。吸収されて力を与えるだけかもしれませんから何度もは試せません。だから、一度だけ──。

　ソウルイーターは変態を終えたばかりで身体からだを動かすことができないのか、それとも警けい戒かいして様子を窺うかがっているのか、仕掛けてきません。

　おかげで、すんなりと呪文を完成させることができました。

　私は汗あせばんだ手で握にぎりしめた杖つえをソウルイーターへと向け、力ある言葉を叫さけびました。

　死の臭においに負けないよう、あらん限りの声で。

「〝屠竜アメノハバキリ〟！」
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　一か八ばちかの賭かけは、私の負けに終わりました。

　ソウルイーターをたしかに捉とらえた〝屠竜アメノハバキリ〟は、本来であれば標的に衝しよう突とつした時点で爆ばく発はつするはずのところを、音もなくかき消えてしまったのです。

　ソウルイーターには、やはり、剣けんだけでなく魔ま法ほうも効かない……。

　私の使える最強の攻こう撃げき魔法である〝屠竜〟が効かなかった以上、他ほかの魔法を試す意味もありません。

〝屠竜〟の直ちよく撃げきを受けたはずのソウルイーターは、倒れるどころか心地良さげに首をもたげて、女の声で獣けもののような咆ほう吼こうを轟とどろかせました。

「やはり攻撃は逆効果のようですね」

　アイカが拾い上げたカタナを鞘さやに収めて言いました。

「ええ……」

　効かないだけならまだしも、ソウルイーターは明らかに私の攻撃を活力に変えていました。より濃こさを増した死の臭においが、それを物語っています。

「これ以上、攻撃はできません」

　剣も魔法も逆効果になってしまうソウルイーターを倒す方法は、二つ。

　寿じゆ命みようが尽つきるまで放置するか、あるいは癒いやしの魔法をぶつけるか。

　放置は、できません。こんな危険な生き物を野放しにしては、国が滅びかねません。かといって、癒しの力をぶつけるにしても、大だい僧そう正じよう級の僧そう侶りよを十人も揃そろえるなんて、こちらも現実的な方法とはいえません。時間がかかりすぎます。

　フェニックスなら──。

　究極の癒しの力を持つというフェニックスならあるいは、ソウルイーターを倒すことも可能かもしれません。

　とはいえ、フェニックスをアテにするというのも、とても現実的な方法とはいえません。そもそも、フェニックスが本当に今もこのソレイユの丘にいるという保証もないのです。ウェルチはいると断言していましたが、変態前のソウルイーターをフェニックスと見み間ま違ちがえたという可能性も、完全に否定されるものではないはずです。

「きますよ」

　アイカが言った直後、ソウルイーターが熊のそれよりも太い四し肢しで地面を蹴けって、巨体を躍おどらせました。

　ソウルイーターの姿を追って視線を上へと向けた私が見たのは、青白い光でした。

　それが、雷らい光こうを纏まとって急降下してきたソウルイーターだと理解したのは、アホタレに腕うでを抱かかえられて宙ちゆうを飛んだ後のことでした。

　すり鉢ばち状じように抉えぐれた地面の真ん中で、ソウルイーターは全身からバチバチと火花を散らしながら、女の声で低く唸うなっています。

　間かん一いつ髪ぱつ……。

　アホタレが助けてくれなければ、私は我が身になにが起きたのかもわからないまま塵ちりになっていたでしょう。

　剣けん士しじゃない私には見切れない疾はやさ。破壊力も尋じん常じようじゃありません。私も雷かみなりの魔ま法ほうには自信がありますが、一いち撃げきでああも深く地面を抉えぐることはできません。

　ウェルチを片手で背せ負おいながら私を抱かかえて飛んだアホタレの腕わん力りよくと反射神経にも、今いま更さらではありますが、感心しておきましょうか。

　お礼も言うべきなのはわかっていましたが、そんな余よ裕ゆうも私にはありませんでした。呼吸を整えながら、トモエさんとアイカの姿を探します。

　ふたりはそれぞれ少し離れた位置で、ソウルイーターに警けい戒かいのまなざしを向けています。トモエさんはナギナタを構えていますが、アイカはカタナを抜いてはいません。構えるだけ無む駄だということなのでしょう。

「おっかねえなー。やっぱり、さっさと逃げといたほうがよかったんじゃね？」

　アホタレが私の腕うでを放して言いました。

「逃げたいのはやまやまだって、言ったじゃないですか」

「だったら──」

「でも、ここでなんとかしないと、フルブライトの人たちが大勢死ぬことになるんです。いえ、下へ手たをすれば国が滅ぶことだって──」

「けど、オレたちじゃどうにもできないんだろ？　だったら、さっさと逃げちまったほうがいいって、絶対」

「無責任なことを言わないでください！　それでも貴族ですか！」

　アホタレが無責任だなんてことはもう嫌いやというほどにわかっていたことですが、私は怒ど鳴ならずにはいられませんでした。

「貴族には民たみを守る義務があるんです。それは、民と貴族との間に結ばれた契けい約やくなんです。有事の際に民を守る義務を負う代わりの権利として、貴族は民から税を得ることを許されているんです。ましてやあなたはハイドフェルト家の男子なんですよ!?」

「まーたそれかよ。だからオレは好き好このんで英えい雄ゆうの家系に生まれたわけじゃないっての」

「あたしは、イルが戦うトコ、見たいな」

「だーかーらー。オレに戦いを期待するのは……って、あれ？」

　ウェルチです。

　いつの間にか意識を取り戻していたらしいウェルチが、私たちの口論に入ってきました。

「ウェルチ……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ウェルチのさっきまでの苦しみ方は尋常ではありませんでした。今も顔色がよくありません。青を通り越して白くさえ見えます。

「あたしは平気。それより、あいつをなんとかしなくちゃね」

「なんとかっていっても、どうにもなんないんだろ？」

「なんとかなるよ。イルとアンジュとあたしなら……あたしたちが力を合わせれば、どんな相手にだって負けない。でしょ、アンジュ？」

「え、ええ……」

　ウェルチにそう言ってもらえるのは非常に心強いのですが、正直、打つ手がまるで見出せません。

　それに、明らかに具合の悪そうなウェルチを戦わせてしまっていいものかどうか……。

「試してみたいことがあるんだ」

　ウェルチが言います。

「攻こう撃げき魔ま法ほうが効かないってだけで、全部の魔法が効かないってわけじゃないんでしょ？　だったら──ああっ！」

　ウェルチの言葉が、途と中ちゆうで悲鳴に変わりました。

「ウェルチ!?」

　ぎゅっと目をつむりアホタレの首にしがみついたウェルチの身に、異様な事態が起こりはじめていました。

　ぶるぶると震ふるえているウェルチの全身が一いつ瞬しゆん、透すけて、やわらかな金色の光の粒りゆう子しが舞い散ったのです。

「ウェ……ルチ……？」

「アンジュ様！　ソウルイーターが！」

　混乱する私の耳に、トモエさんの声が突き刺ささりました。

　我に返ってソウルイーターに目を向けた私は、混乱を加速させるはめになりました。

　ソウルイーターが、ほんの今ウェルチから舞い散ったのと同じ色の光に、全身を包んでいたのです。

　やわらかな金色の光。

　私には一目でそれが、人の生命の最後の輝き──すなわち、魂たましいの光であるとわかりました。

　見たことがあるのです。過去に一度だけ。お母かあさんが死んだときに。

　あのときの──思い出すだけで胸が張り裂さけそうになる悲しい出来事が、私に速やかな理解を与えてくれました。

　ソウルイーターは今まさに、食事をしているのです。

　そして、ソウルイーターが食するのは、魂たましい食はみの名前のとおり、死者の魂……。

「そんな……」

　よろよろと後じさった私は、きっと、この世の終わりのような顔をしていたのでしょう。

「アンジュまで、どうしちまったってんだよ？」

　アホタレが心配そうに声をかけてきました。

　──が、彼が案じなければならない相手は、私じゃありません。

　彼は気づいているのでしょうか。

　ウェルチの事実に。

　気づいてはいないでしょう。

　ウェルチを背せ負おっている彼には、ウェルチの身に起きた異変は見えなかったでしょうし、見えていたとしても、それが意味するところは理解できないでしょう。

「アンジュ」

　ウェルチが私の名前を呼んで、手を差し出してきました。

「手を、出して」

　言われるままに手を持ち上げた私は、自分の手が震ふるえていることに気づきました。

　震える私の手を、ウェルチの手がそっと包みます。

　そして、彼女は囁ささやくような小さな声で、呪じゆ文もんを唱となえはじめました。

「ん？　魔ま法ほう？」

　アホタレが首を傾かしげます。

　私の手を取って呪文を唱えているのですから、不思議に思っても当然でしょう。

　魔法使いではないアホタレに、ウェルチがなんの魔法を使おうとしているのかはわかりません。が、私にはわかります。

　ウェルチが唱えているのは、自分の記き憶おくを接せつ触しよくした相手の脳のう裏りに映し出す魔法──〝記憶の獣カイバ〟の呪文です。

「〝記憶の獣〟」

　ウェルチが力ある言葉を口にした直後、私の脳裏に波は紋もんが広がり、やがてそこに見覚えのない光景が映し出されました。




　天に向かって屹きつ立りつする、無数の赤い岩の柱。

　空に向かって手を伸ばす、一人の少女。

　そして、少女が手を伸ばした先──青い空を悠ゆう然ぜんと舞う、炎ほのおの鳥……。

　少女は、自らの身に突然起こった悲劇を嘆なげきながら、愛する人との永遠の別れを悲しみながら、空を舞う炎の鳥に願いました。

　少女は知っていました。

　天上を舞う炎の鳥の名を。そして、炎の鳥にまつわる伝説を。

　故ゆえに、少女は願ったのです。

　歯を食いしばり、薄うすれゆく意識を懸けん命めいに保ちながら、命と心のすべてで願ったのです。

　最さい期ごの願いを。

　少女の願いに呼び寄せられたように、炎ほのおの鳥はゆっくりと少女の傍かたわらへと舞い降り──。




　それは、記き憶おく。

　孤独という名の絶望から自分を救い出してくれた少年を愛し、いずれ大きな戦いの運命に巻き込まれるであろう彼のために強くなろうとした少女の、最さい期ごの記憶。

　視界が切り替わり、目の前の少女の──ウェルチの悲しげな微笑ほほえみが、私の目に染み入ってきました。

「ウェルチ……」

　ウェルチは私の手を放すと、人差し指を立てて自分の唇くちびるに添えあてました。

　その仕し草ぐさが示す意味は、理解できました。

　ウェルチはこう言っているのです。

　イルには内ない緒しよにして、と。

　私は──頷うなずくしかありません。

　だって、言えるわけがないじゃないですか。

　ウェルチが本当はもう、─────なんて。

　私だって、まだ完全に信じたわけじゃないんです。

　信じたくなんてありません。

　でも、信じたくないと強く思いながらも、私の頭は事実を冷静に受け止めようと理性に鞭むちを打っていました。

　事実を受け止めた上で、どうするのが彼女のためになるのかを、考えはじめていました。

「アンジュ……泣いてんのか？」

「な、泣いてなんていませんっ！　ちょっと目にゴミが入っただけです！」

　問いかけてきたアホタレに背中を向けて、私は袖そでで涙なみだを拭ぬぐいました。それから一度深呼吸をして、ふたりに向き直ります。そして、言いました。

「逃げましょう」

　私の口からその言葉が出るとは思っていなかったのでしょう。アホタレはきょとんとした顔で「え」と声に出しました。

「逃げましょう」

　自分に言い聞かせるように、私は繰り返しました。

「ソウルイーターとは、戦えません」

　食事にありついたソウルイーターは、快楽の絶頂にいるかのように、首をもたげ、全身を打ち震ふるえさせています。

　まるっきり隙すきだらけではありますが、攻せめようがありません。

　死者の魂たましいを喰くらう怪物、ソウルイーター。

　野放しにするには危険すぎる存在。それは、わかっています。十分すぎるほどにわかっていますが、それでも、ソウルイーターが死者の魂たましいを喰くらう怪物である以上、絶対に戦えません。

「らしくないわねぇ」

　ウェルチが不ふ遜そんにも聞こえる口く調ちようで、言います。

「あたしたちは、まだできることを全部やってない。なのに、逃げるの？　あなたって、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな女だったの？」

「それは……私だって……でも……」

　ソウルイーターは、他ほかの誰でもなく、あなたにとって最悪の相手なんですよ!?

　叫さけびたい気持ちを、私はぐっと嚙かみ殺しました。

「あたしは、戦いたい」

　そう言ったウェルチの目は、フルブライトのほうを向いていました。橙だいだい色いろを帯びはじめた日射しに目を細めて、彼女は言います。

「あの街が好きだったかって言われると素直には頷うなずけない。でも……それでも、あの街はあたしが三年間を過ごした街なの。あの街であたしはがんばってきたの。あんなわけのわからない怪物に荒らされるなんて、我が慢まんならない」

「ウェルチ……」

「らしくないかな？」

　軽く肩かたを竦すくめて小さく苦笑するウェルチに、私は首を横に振って答えました。

「それにね、あたしはイルと一いつ緒しよに戦いたい」

　ウェルチはアホタレに頰ほおを寄せて言うと、まっすぐに私を見て、言いました。

「アンジュ、あなたと一緒に戦いたい」

　私を見つめるウェルチは、秋の空のように涼すずやかな目をしていました。

　それは、理解の目であり、受容の目でもありました。

　ウェルチは理解しているのです。受容しているのです。

　ソウルイーターと戦うことによって自らに訪れるかもしれない最悪の結末を。

「……わかりました。戦いましょう」

　愛する人のために──大好きなイルのために戦いたい。

　それが、夢で見た悲劇の少女の──ウェルチの、最さい期ごの願い。

　私は、それを知っています。

　知っているから、拒否なんてできるはずもありません。

「それでこそ、あたしのライバルよ」

　ニッと歯を見せて笑うウェルチに、私は不ふ敵てきな笑みを返します。

　それは、私がライバルと認めて、私をライバルと認めてくれた少女への、精一杯の誠意。

「おまえら、ひょっとして友だちになったのか？」

「ううん、違うよ」

　意外そうに目を丸くしているアホタレに、ウェルチは言います。

「あたしたちは、ライバル、だよ」

　そう。

　私とウェルチは、友だちじゃありません。

　私たちは、ライバル。

　ライバルに涙なみだは相応ふさわしくありません。

　不ふ敵てきに笑い合い、死力を尽つくして戦う。それこそが、私たちに──ライバルに相応しい、あり方。

「ライバルかぁ……ま、そういうのもアリかもな」

　私たちにというより、独ひとり言のように呟つぶやいたアホタレは、こころなしか笑っているように見えました。

「戦うのはいいとして、どうやって戦うんだ？　攻こう撃げき、効かないんだろ？」

　アホタレが意外なことを言いました。

　戦うのはいいとして、なんて、普段の彼なら絶対に言わない言葉です。

　彼に戦いを覚かく悟ごさせたのは、これはもう間違いなくウェルチの言葉でしょう。

　……いえ。

　可能性はもう一つありました。

　彼がウェルチの真実に気づいているという可能性です。

　ありえないとは思いますが……。

　少なくとも、ウェルチ自身は彼に真実を伝えてはいないはずです。真実を知っている私に内ない緒しよにしておくよう求めてきたのが、その証しよう拠こです。

　それに、もし彼がウェルチの真実に気づいているのなら、平静ではいられないはずです。

　彼にとっても、ウェルチの存在はそんな小さなものではないはずです。

「……方法なら、あります」

　たしかに、ソウルイーターには一切の攻撃が効きません。効くのは僧そう侶りよの癒いやしの魔ま法ほうのみ。

　僧侶のいない私たちには打つ手がないように思えます。実際、私もついさっきまではそう思っていました。

　が、今は違います。

　ヒントをくれたのは、ウェルチです。

　彼女は先さき程ほど、こう言いました。

　攻撃魔法が効かないからといって、すべての魔法が効かないわけではない、と。

　ソウルイーターを倒すことはできません。ですが、倒せないからといって打つ手がないというわけではなかったのです。

「これを、使います」

　私は右手を軽く持ち上げてみせました。

　その手の薬くすり指ゆびには、レムリア様から頂いた指輪が嵌はめられています。

「ちっさい手だなー」

「手じゃなく、指輪を見てください」

「指輪？　珍めずらしいな、アンジュが指輪してるなんて」

「ただの指輪じゃありません。アクセサリーです」

「アクセサリー……ってことは、なんか魔ま法ほうの力があるのか？　それ」

「はい。この指輪には、結けつ界かい術じゆつを強化する力があるそうです。フェニックスを捕らえる手段としてレムリア様が与えてくださったものですが、これを使います」

「えーっと……それって、つまり、そいつで結界の魔法を強くして、あいつを動けなくしようってことか？」

「そのとおりです。理解が早くて助かります」

「オレにしては、奇き跡せき的な早さだろ？」

　アホタレがぐっと親指を立てて得意げな顔で言います。

「ええ、たいしたものです」

　あそこまで言われて理解できないほうがどうかしているわけですが……まあ、アホタレを一般基準で考えても仕方ありませんし、ここは素直に褒ほめておきましょう。

「で、そいつはちゃんとあいつに効くのか？」

「効くはずです。攻こう撃げき魔法が効かないからといって、すべての魔法が効かないわけではないはずですから」

　私とウェルチは目を合わせて頷うなずき合いました。

「指輪はウェルチも持っています。私とウェルチ……二人がかりで結界術を使えば、いかにソウルイーターといえど、動きを失うはずです」

「動きを止めて、どうするんだ？」

「山を下り、レムリア様に相談して指示を仰あおぎます。結界術は解除しない限りは永続……とまではいかないまでも長く保もちますから、捕らえたままソウルイーターに寿じゆ命みようを迎えさせることも不可能ではないはずです」

「なるほどー」

「イル！　アンジュ！」

　ウェルチが鋭い声をあげました。

　続いて聞こえてきたのは、「オオオオォォ……」という、低く太く、そして不ふ吉きつな女の声。

　声の主は、もたげていた首を下ろしたソウルイーター。

　血の涙なみだを流しているようにも見える双そう眸ぼうは、アホタレを──いえ、アホタレの背にいるウェルチをまっすぐ捉とらえています。

　もたもたはしていられません。

「ソウルイーターを火の神しん殿でんまで誘ゆう導どうします！」

　私は離れたところにいるトモエさんとアイカにも聞こえるように声を張りました。

　ソウルイーターは、元は魔ま人じん。人語を理解していないとも限りませんから、作戦の詳しよう細さいを叫さけぶわけにはいきません。

　その代わりに、私は右手の指輪をトモエさんとアイカにも見えるように掲かかげてみせました。

　アイカがこの指輪について知っているかどうかはわかりませんが、少なくともトモエさんには伝わるはずです。

　トモエさんの反応は──。

　トモエさんは、笑顔で頷うなずいてくれました。

　意図は伝わったようです。

　険しさを帯びていたアイカの美び貌ぼうにも、今は微び笑しようが浮かんでいます。

　作戦を理解しているにしろいないにしろ、とりあえずは味方として動いてくれそうです。

　殺し屋の力など借りたくはありませんが、なりふり構ってはいられません。

「足止めは、私がしましょう」

　そのアイカが、誰よりも先んじて動きました。

　パンと胸の前で勢いよく掌てのひらを打ち合わせたアイカは、地を滑すべるような身のこなしでソウルイーターに肉にく薄はくすると、カタナではなく掌を、巨体の脇わき腹ばらへと叩たたき込みました。

　人体を爆ばく砕さいできそうな痛つう烈れつな一いち撃げきですが、ソウルイーターには効きません──と思いきや。

　あらゆる攻撃の効かないはずのソウルイーターが、悲鳴をあげて身を捩よじりました。

「効いた──!?」

「活かつを入れたんだよ」

　思わず驚きの声をあげてしまった私に、アホタレが言いました。

「活？」

「自分の元気を分ける……って言えばいいのかな。怪け我がとか病気の治なおりをちょっとだけ早くしたり、痛みをやわらげたりとか、まあたいした効き目はないんだけどな」

「そんな技が……」

　元気を分ける──すなわち癒いやしの技であるというのなら、ソウルイーターに効くのも道理です。

「レックス様も、使えるのですか？」

「ん？　まあ一応な。アンジュにも使ったことあるぜ」

「え……？」

「ほら、いつだったかアンジュが雨に当たって熱出したときにさ。寝てたから、憶おぼえてないだろうけどさ」

「あ……」

　あれは、王おう都とを旅立って、金きん竜りゆうオルリスに会うためにナブラスカ山を目指していた途と中ちゆうです。

　熱を出して倒れてしまった私を、アホタレが一晩中看かん病びようしてくれたことがありました。

　けっこうな高熱だったにもかかわらず翌朝にはすっかり引いていましたが、あれはアホタレの言う活かつのおかげだった……ということになるのでしょうか。

「今のうちに移動を！」

　アイカが声を張りました。

「一いつ瞬しゆん動きを止めることはできても、いくら打ったところで致ち命めい打だにはなりません！」

　叫さけびながら、アイカは今度はソウルイーターの顔面に掌てのひらを打ちつけました。

　ソウルイーターは悲鳴をあげて仰のけ反ぞりましたが、それも一瞬。

　ガアッ！　と怒りをはらんだ声とともに、アイカめがけて前まえ脚あしを振り下ろします。

　アイカはくらいません。紙かみ一ひと重えでいなしつつ、ソウルイーターの顔面に再び掌を打ち込み、怯ひるませます。

「急ぎましょう」

　さすが血ち桜ざくらのアイカといったところですが、彼女の言うとおり、あの攻こう撃げきではソウルイーターの動きを一瞬止めるのが精一杯のようです。彼女の努力を無む駄だにしないためにも、もたもたはしていられません。

「だな」

　頷うなずいたアホタレが、おもむろに私の腕うでに自分の腕を絡からませてきました。そして、跳ちよう躍やく。

　あっと思ったときには、私は絶壁の上に運ばれていました。

「ウェルチ、歩けるか？」

　アホタレが私の腕を放して、背中のウェルチに問います。

「うん、平気」

　頷いたウェルチを背中から下ろすと、アホタレは気怠けだるげに首を回しながら言いました。

「んじゃ、オレもちょっと時間稼かせぎしてくるよ。活かつって、やるほうはすげー疲れるから嫌いやなんだけどさ」

　珍めずらしく、アホタレが積極的に戦おうとしています。

　直接的に相手を殺す戦いではないぶん、気が楽なのかもしれません。

「アンジュ」

「は、はい」

「ウェルチのこと、頼むな」

　そう言うと、アホタレは地面を蹴けって絶壁の下へと戻っていきました。

　入れ替わるように絶壁の上へと飛び乗ってきたトモエさんが、こちらに駆かけ寄ってきます。

「申し訳ありません。私も時間稼かせぎができればよかったのですが……」

　どうやら、トモエさんにはアホタレの言う活かつが使えないようです。

　元気を分け与える技ということですから、ゴーレムであるトモエさんには、どうやっても使えない技なのかもしれません。

「かまいません。ウェルチに肩かたを貸してもらえますか？」

「はい。では、ウェルチ様、隣となりを失礼いたします」

　トモエさんが小さな身体からだをウェルチの脇わきへと滑すべり込ませます。

　ウェルチが嫌いやがるのでは……という危き惧ぐがありましたが、杞き憂ゆうでした。

「トモエに肩かたを借りるのも、久しぶりね」

　ウェルチは素直にトモエさんに体重を預けると、笑顔で言いました。

「あのときはおんぶだったけれど」

「ふふっ、大きくなられましたね、ウェルチ様」

　アホタレが生まれるずっと前からハイドフェルト家にいたトモエさんは、ウェルチのこともよく知っています。

　アホタレと遊んでいて怪け我がをしたウェルチを、トモエさんが家まで背せ負おって運んだ──なんてことも、あったのでしょう。

　絶壁の下では、アホタレとアイカが懸けん命めいにソウルイーターを足止めしています。

　ふたりが掌てのひらを打ち込むたびに、禍まが々まがしい巨体がよろめきます。が、よろめきはするものの、次の瞬しゆん間かんにはソウルイーターは何食わぬ顔で反はん撃げきしてくるのです。

　丸太のような前まえ脚あしでの殴なぐりつけ、体当たり、ときには全身から電撃をほとばしらせて、ソウルイーターはふたりを攻せめ立てます。

　どの攻撃にも即そく死し級の破壊力があるのがありありと見て取れますが、アイカは流水のような淀よどみのない滑なめらかな動きで、アホタレは地を切り裂さくほどに疾はやく鋭い烈れつ風ぷうの動きで、ソウルイーターの猛もう攻こうを避さけ、反はん撃げきの活を打ち込んでいます。

　竜りゆうの因いん子しを持つ英雄の曾ひい孫まごと、稀き代だいの殺し屋。そんな一軍さえも圧倒できうる二人の力を以もつてしても、ソウルイーターを倒すことはできないのです。

　──この場は、任せます。

　絶壁の下のふたりに向けて心の中で呟つぶやくと、私はマントを翻ひるがえして踵きびすを返しました。

「火の神しん殿でんで、ソウルイーターを縛しばります」

　改めて宣言して、走り出します。

　結けつ界かい術じゆつを使うだけなら、もちろんこの場でもできます。が、なにぶん相手は外げ道どう生命体です。指輪を使えるのも一度だけですから、万ばん全ぜんを期さなければなりません。

　火か竜りゆう岩がんの林立する場所──すなわち火の神殿ならば、共鳴効果により指輪の効力をさらに高めることができると、レムリア様は言っていました。

　私が決戦の場所に火の神しん殿でんを選んだのには、そういう理由があります。

　息せき切って走る私の後ろを、トモエさんに肩かたを借りたウェルチが必死についてきています。

　苦しそうに顔を歪ゆがめてはいますが、ここで立ち止まっては、彼女の覚かく悟ごへの冒ぼう瀆とくになってしまいます。だから、止まるわけにはいきません。

　私は振り返るのをやめて、がむしゃらに走りました。




　火の神殿にたどり着いた私たちは、乱れた息もそのままに結けつ界かい術じゆつの準備に取りかかりました。

　呪じゆ文もんを唱となえつつ指輪を掲かかげると、火か竜りゆう岩がんの名を持つ赤い石せき柱ちゆう群が仄ほのかな光を発して細かく震ふるえはじめました。

　呪文を唱えはじめた時点から発光をはじめていた指輪の石は、石柱群の振動に応こたえるように──いえ、文字どおり応えて震え出し、輝きを増していきます。

　隣となりでは、ウェルチが同じように指輪を輝かせています。

　トモエさんには、なにかあったときに素速くウェルチを担かついで移動できるよう、ウェルチの斜め後ろで待たい機きしてもらっています。

　準備は整いました。あとは、アホタレとアイカがソウルイーターを連れてくるのを待つだけです。

　そして、そのときはすぐにやってきました。

　視線の先──緩ゆるやかな傾斜の向こうにまず見えたのは、黒く大きな背中でした。その次に見えたのは、黒い巨体の前を走るアホタレとアイカの姿。

　ふたりは、ソウルイーターの繰り出す前まえ脚あしを、電でん撃げきを、後ろを見もせずにかわしながら、まっすぐこちらに走ってきます。

　私とウェルチは互いに一いち瞥べつし合うと、頷うなずき合って正面に向き直りました。

　チャンスは一度。

　失敗すれば、アホタレとアイカの努力が無む駄だになってしまうだけでなく、いよいよ打つ手がなくなってしまいます。

　なにより、ウェルチが……。

　私は奥歯を嚙かみしめて、心の中で頭を振りました。

　今はただ、魔ま法ほうに集中するのみ。

「うおおっ、怖こぇっ！」

「あとはお任せしますよ」

　アホタレは半泣きで悲鳴を、アイカは涼すずやかな声を残して、私とウェルチの横を通り過ぎていきます。

　目の前には、ソウルイーター。女の顔を持つ黒い巨体が、雷らい光こうを纏まとって両前脚を振りかぶります。

「ウェルチ！」

「アンジュ！」

　私とウェルチは互いの名前を叫さけび合うと、声を揃そろえて力ある言葉を解き放ちました。




「「〝呪戒イマシメ〟！」」




　刹せつ那な、私たちの指で赤く輝いていた石がリングもろとも砕くだけ散るのとともに、立ち並ぶすべての火か竜りゆう岩がんから鎖くさりが飛び出しました。

　私の腕うでの優に三倍はあろうかという太さを持つその鎖は、砕け散った指輪と同じ赤い輝きを放ちながら、今まさに私たちの頭上に凶きよう暴ぼうな前まえ脚あしを振り下ろそうとしていたソウルイーターの前脚に、後ろ脚に、胴どうに、首に──全身に巻きついて、自由を奪うばい取りました。

「おお、すげぇ！」

　アホタレが称しよう賛さんの声をあげましたが、まだ気は抜けません。

　前脚を振り下ろす途と中ちゆうで鎖くさりに縛しばられたソウルイーターは、悲鳴じみた声をあげてもがいています。

　が、レムリア様がくれた指輪と、たくさんの火竜岩の共鳴効果によってこの上もなく強化された魔ま法ほうの鎖は、ギシギシと軋きしみをあげはするものの、一向にちぎれません。それどころか、ソウルイーターがもがけばもがくほどに締めつけを強めています。

　手て応ごたえは、会かい心しん。

　いくらもがいても無む駄だだと悟さとったのか、ソウルイーターの抵抗が次第に小さくなっていきます。

　やがて、ソウルイーターが完全に動きを止め、ただ低く唸うなるだけになったところで、ようやく私は止めていた息を吐はきました。

　走ってきた疲労と相まって、肺が悲鳴をあげています。

　隣となりを見やると、私と同じように顔中汗あせまみれで肩かたで息を切らせているウェルチと目が合いました。

　苦しいながらも歯を見せ親指を立ててみせるウェルチに、私も親指を立てて応えます。

「お見事です！　アンジュ様、ウェルチ様！」

　拍手で作戦の成功を称たたえてくれるトモエさんに、

「みな、さんの……おかげ、です……」

　私は息も絶え絶えにそう返しました。

　謙けん遜そんでもなんでもなく、作戦が成功したのは、ここにいる全員と、ここにはいませんが──レムリア様のおかげです。

　私たちが火の神しん殿でんまで後退する時間を命懸がけで稼かせいでくれたアホタレとアイカ。自じ力りきでは走れないウェルチをここまで支えてくれたトモエさん。結けつ界かい術じゆつを強化するアクセサリーを与えてくださったレムリア様。そして、私とともに結界術でソウルイーターを縛しばったウェルチ。そもそも彼女がいなければ、この作戦自体、思いつけなかったかもしれません。

　誰か一人欠けていても、この作戦は成功していなかったかもしれないのです。

「うへぇ、疲れたー」

　アホタレが全身を脱だつ力りよくさせて、その場にへたり込みました。

　情けない・だらしないといった批判は、今は的まとを外しているでしょう。

　アホタレが活かつと呼んでいた元気を分け与える技は、どうやら相当に消しよう耗もうの激しい技らしく、がっくりうなだれているアホタレの息は、私以上に乱れていました。

　あのアイカですら、汗あせで髪かみを頰ほおに張りつかせて肩かたで息をしています。

　アイカの援護に向かったアホタレの判断は、正解だったと言えるでしょう。疲労具合から見るに、アイカ一人では持ち堪こたえられなかった可能性があります。

　とにもかくにも、これでソウルイーターは動けません。あとはフルブライトに戻ってレムリア様に報告を──。

「あああああっ！」

　その悲鳴は、緩ゆるみかけた場の空気を切り裂さくように響ひびき渡りました。

「ウェルチ!?」

　悲鳴をあげたのは、ウェルチです。

　がっくりと膝ひざから崩くずれて頭を抱かかえている彼女は、またも全身から金色の光の粒りゆう子しを舞い散らせていました。

　その姿が時折、透すけて消えます。

　あたかも、彼女の存在が有と無の間で揺れ動いているかのように。

　最悪の予感に胸を締めつけられつつソウルイーターを見ると、やはり、黒い巨体が金色の光に包まれていました。

　喰くっているのです。

　結界術に自由を殺されながらも、ウェルチを──ウェルチの魂たましいを。

　誤算──。

　結界術で縛ってさえすれば、攻こう撃げきだけでなく魂を喰らうこともできなくなると思っていましたが──。

「させるかよっ！」

　やはり戦うべきではなかったと悔くやむ私の横を、雄お々おしい声をあげて人影が駆かけ抜けていきました。

　アホタレです。

　すれ違い様ざまに一いつ瞬しゆん見えた彼の横顔は、かつて見たことがないほどに鬼き気き迫っていました。

　跳ちよう躍やくし、ソウルイーターの顔面に掌てのひらを打ちつけるアホタレ。しかし、その一いち撃げきで痛手を被こうむったのは彼のほうでした。

　アイカが変態中の怪鳥に斬きりかかったときと、同じです。

　見えない力に弾はじき飛ばされたアホタレは、火か竜りゆう岩がんの柱に背中から叩たたきつけられて、力なく前のめりに倒れました。

「レックス様！」

　トモエさんが駆かけ寄ります。

　私も思わず駆け出しそうになりましたが、心配なのは彼だけじゃありません。

「ウェルチ……」

　私の隣となりでは、ウェルチが頭を抱かかえて苦しみ続けています。

　私はしゃがみ込んで、恐る恐る彼女に手を伸ばしました。

　もし、この手が彼女に触ふれることなくすり抜けてしまったら──という恐怖に、手が震ふるえます。

　が、意を決して触れてみると、ウェルチの身体からだには、たしかなぬくもりがありました。

「アン……ジュ……」

　肩かたに触れている私の手を、ウェルチの手が握にぎりました。

　その手は苦痛と恐怖に震えていて、私は祈いのりの気持ちで握り返しました。

　彼女が消えてしまわないようにと。

　祈りながら、私はウェルチにこう言葉をかけました。

「逃げましょう」

　不幸中の幸いというべきか、結けつ界かい術じゆつそれ自体が破られたわけではありません。今なら容易に逃げられます。

「……カエリ……タイ……」

　その濁にごった声が聞こえたのは、私がトモエさんを呼ぼうと振り返った直後でした。

　うずくまっているアホタレの背中に手を添えているトモエさんは、目を大きく見開いてこちらを見ていました。

　トモエさんの見開かれた目に宿っている感情は、驚きよう愕がくと戦せん慄りつ。そして、彼女が見ているのは、私でもウェルチでもありません。

　私たちの肩かた越ごしに見える異い形ぎように、トモエさんは驚愕し、戦慄しているのです。

「アイ……タイ……」

　前に向き直った私の耳に、またあの濁にごった声が聞こえてきました。

「アイ、タイ……アノ、ヒト、ニ……」

　私も、トモエさんと同じように目を見開かずにはいられませんでした。

　声の主──ソウルイーターの身に、またも異変が起きていたのです。

　バキバキと激しい破は壊かい音おんを立ててヒビ割れていく黒い巨体。そして、体中に生じたヒビから噴ふき出す血色の煙けむり。

　同じです。怪鳥がソウルイーターに姿を変えたときと。

「そん……な……」

　ソウルイーターがさらに変態するなんて、聞いていません。

（なにせ、マモノ化した被ひ検けん体たいがさらにソウルイーターに変態した事例は初めてなわけだから、あるいはそいつは今までのソウルイーターとは別物になっているかもしれない）

　ソーマ＝サイフォスの言葉が脳裏をよぎりました。

　ソウルイーターのさらなる変態。

　ソーマ＝サイフォスの口振りからするに、おそらくは過去にはない事例。

　一体なぜ、そんな事態がよりにもよって私たちの目の前で起きてしまったのか。フェブロニアの研究機関の人間ではない私に正解を導けるはずもありません。

　ソーマ＝サイフォスの言うとおり、今までのソウルイーターとはまったくの別物だということなのか。

　あるいは、ウェルチを──フェニックスという極ごく上じようの糧かてを得たことによる進化なのか。

　わかりません。わかりませんが……とにかく、この変態が私たちにとって幸運な展開でないことは、間違いありません。

　立ち込める血色の煙の向こうから、二種類の破壊音が聞こえてきます。

　一つは、ソウルイーターの黒い巨体が割れて剝はがれ落ちる音。もう一つは、ソウルイーターを戒いましめていた結けつ界かいの鎖くさりが粉々に砕くだけ散る音。

　煙のおかげで鎖が砕ける様さまを見て取ることはできませんが、術者である私には実感として伝わってきます。

　私とウェルチが力を合わせて作り出した結界の鎖は、粉々に砕かれて消えてしまいました。

　大気が歪ゆがんで巻き起こった風に血色の煙が吹きちぎられて、さらなる進化を遂げたソウルイーターが目の前に姿を現します。

　今し方まで、女の顔を持った四し足そく獣じゆうの姿をしていたそれは、翅はねを持った女へと姿を変えていました。

　ほっそりとした手足、丸みを帯びつつくびれた腰こし、豊かに膨ふくらんだ胸。一いつ糸し纏まとわぬ肌はだは処しよ女じよ雪のように白く、背中から生はえた蝶ちようのような翅は七色に煌きらめいています。

　天使さながらの美しさですが、頰ほおを走る血の涙なみだの如ごとき赤い筋すじと、吐はき気を催もよおさずにはいられないほどの濃厚な死の臭においが、それが天使などではないことを雄弁に語っていました。

　天使のような姿をしていても、それは間違いなくソウルイーター……外げ道どう生命体なのです。

「カエ、リタイ……アイ……タイ……」

　見た目の美しさにそぐわない濁にごった声で、ソウルイーターは人の言葉を口にします。

　カエリタイ。

　アイタイ。

　それは、彼女（？）がかつて魔ま人じんだった頃の記き憶おくが導いた言葉なのでしょうか。

「カエ、リタイ……カエリ、タイ……カエ……カエ……リタイ……」

　ソウルイーターの白い肢し体たいが金色に輝き、ウェルチが五体を引き裂さかれているかのような悲鳴をあげました。

　進化──いえ、羽う化かを遂げたソウルイーターは、今もなおウェルチを喰らい続けているのです。

「あれは、どうやら彼女を喰らっているようですね」

　そう言ったのは、隣となりに立ったアイカです。

「……はい」

　ウェルチに向けられているアイカの目には、かすかながらも憐れん憫びんの色が見て取れました。

「経けい緯いが気にはなりますが、今は仕事をまっとうすることにしましょう」

　すらり、と鞘さやから白はく刃じんを抜き放ちます。

「姿が変わって剣けんが効くようになっていればいいのですが……さて」

　音もなく地面を蹴けったアイカが、ソウルイーターに肉にく薄はくして、白刃を閃ひらめかせます。

　金色に輝く首くび筋すじを捉とらえた斬ざん撃げきは、しかし、空むなしく弾はじかれました。アイカの手から吹き飛ばされてたカタナが、粉々に砕くだけて散ります。

　カタナがただ弾かれるだけでなく砕けてしまうほどの衝しよう撃げきですから、アイカも無傷ではないはずです。が、軽くよろめいただけで、アイカは倒れませんでした。おそらくは、相当の衝撃があるだろうことを覚かく悟ごしていたのでしょう。

　剣での攻こう撃げきがやはり効かないことを悟さとったアイカは、足を地に据すえつけて、今度は脇わき腹ばらに掌てのひらを打ち込みました。

　が、ソウルイーターはよろめきもしません。

「ジャマ……ヲ……シナ、イデ……」

　蠅はえを払はらうようにソウルイーターが細い腕うでを振るうと、たったそれだけでアイカは身体からだごと宙を舞わされ、そのまま地面へと叩たたきつけられました。

　アイカは、立てません。立ち上がろうとはしたものの、片手と片膝ひざをついた姿勢のまま、それ以上動けずにいます。

　ソウルイーターは、アイカにとどめを刺さそうとはしません。

　血の涙なみだを流しているようにも見える双そう眸ぼうは、ウェルチに向けられています。

　極上の餌えさであるウェルチと比べれば、私たちなど取るに足らないということなのでしょうか。

「カエリタイ……カ、カ、カエリ、タイ……」

　カエリタイと言葉では繰り返しながら、ソウルイーターはあくまでもウェルチを喰らおうとしています。

　おそらくは、かすかに残っている魔ま人じんとしての意識と、魂たましいを喰らう外げ道どう生命体としての本能がせめぎ合った結果、言動と行動が一致しなくなっているのでしょう。

　私は杖つえを捨てて、ウェルチの胴どうに両腕うでを回しました。そして、苦しんでいる彼女を無理やりに立ち上がらせます。

　羽う化かしたソウルイーターにも攻こう撃げきが通じないことは、アイカが証明してくれました。結けつ界かい術じゆつも破られてしまった今、逃げるしかありません。

　が、逃げるにしても、どうやって逃げればいいのか。

　私たちは今、山の頂上方面に背中を向けています。つまり、山を下りるためには目の前のソウルイーターを突破しなければならないのです。そして、ソウルイーターは極上の餌えさであるウェルチを逃がそうとはしないでしょう。

「アノ、ヒトノ……コドモ、タチ、ノ、トコロニ、カエリ、タイ……」

　七色に輝く美しい翅はねを広げて、ソウルイーターがふわりと身体からだを浮かせました。

　いっそそのまま飛んでいってくれれば……という願いも空むなしく、ソウルイーターは翅から鱗りん粉ぷんのような光の粒りゆう子しを舞い散らしながら、ゆっくりと私たちのほうに滑すべり寄ってきます。

　後じさるしかない私の目の前にまでソウルイーターが迫ったそのとき、

「やめろおっ！」

　地を震ふるわせるような大音おん声じようが響ひびき渡りました。

　ソウルイーターの双そう眸ぼうが、私の肩かた越ごしに声の主を捉とらえます。

　その隙すきに、私はウェルチを半ば引きずりつつも、ソウルイーターの後方に回り込みました。

「ウェルチは……喰わせない」

　先程の大音声の主が、今度は低く静かに言い放ちます。

　アホタレです。

　変態中のソウルイーターを攻撃して逆に倒されていたアホタレが、立ち上がり、まったく彼らしくない鬼き気き迫る表情をソウルイーターに向けていました。

「あんただって、好きでそんな姿になったわけじゃないってのは、わかってる。帰りたい場所があるんだよな？　会いたい人がいるんだよな？　すげーかわいそうだって思うけど、あんたに恨うらみなんてないけど、それでも……ウェルチは、喰わせられない」

　空色の瞳ひとみにドラゴンさえ怯ひるみそうな迫力を宿して、アホタレは言います。

　こんな状況でも、敵てきへの哀あわれみを捨てずに持っているあたりが彼らしいといえばらしいのですが、重要なのは、そこじゃありません。

「ウェルチは、喰わせない」

　自らに決意を促うながすように、アホタレはその言葉を繰り返します。

　知って──。

　知っているのです、彼は。

　ウェルチがもう、死んでいることを。

　そして、理解しているのです。

　死者であるウェルチの魂たましいが、ソウルイーターに喰われかかっていることを。

　いつから知っていたのか。いつ気づいたのか。

　アイカと私の会話が聞こえていたのか。それとも、もっと前から知っていたのか。

　わかりませんが、とにかく、彼は幼おさな馴な染じみのハーフエルフの少女が、もうこの世の存在ではないということを、知っているのです。

「アンジュ、逃げろ。ウェルチを連れて、逃げろ」

　視線はソウルイーターに据すえたまま、静かながらもよく通る声で言ったアホタレは、直後、自らを一いち陣じんの烈れつ風ぷうと化して、ソウルイーターとの距離をゼロにしました。

「──っ！」

　刃物のように鋭い呼気とともに繰り出した掌てのひらが、ソウルイーターの胸を打ってよろめかせました。

「効いた──!?」

　アイカの活かつを受けてもビクともしなかったソウルイーターが、アホタレの活にはよろめいたのです。

　それは、彼の血に宿る竜りゆうの因いん子しの賜たま物ものなのか、あるいは圧倒的な気迫のなせる業わざなのか。

「おおおおおおおおおおっ！」

　聞いている私のお腹なかの底──を通り越して、命の根っこの部分にまで轟とどろくような雄お叫たけびをあげて、アホタレが左右の腕うでを奔はしらせます。

　それは、目にも留まらぬ疾はやさで繰り出される掌しよう打だの雨。いえ、これは嵐と表現するべきでしょうか。

　それほどに激しい、活の連打。

　アホタレの掌がソウルイーターを捉とらえる度に、濁にごった悲鳴がほとばしります。

　アホタレの『癒いやし』の猛もう攻こうは、確実に効いていました。

　ソウルイーターはよろめき、退さがり、苦く悶もんの悲鳴は絶えることがありません。

　このまま倒せてしまうのでは──という期待は、けれど、すぐに潰ついえることとなりました。

　息もつかずに攻せめ続けていたアホタレの動きが、徐じよ々じよに鈍にぶりはじめたのです。

　閃せん光こうのようだった掌打は、次第に私の目にもはっきりと視し認にんできるようになり、私の目にも遅いと感じられるようになり、そして、止まりました。

　攻撃の手を止めたアホタレは、紫むらさきがかった顔色で、肩かたと背中を大きく上下させていました。

　両腕は、もはや腕を持ち上げる力もないとばかりに、だらりと垂たれ下がっています。

「レックス様……」

　傍はた目めにもわかる、疲労の局地。

　なにかを言おうと口を開いたものの声にはならず、アホタレはその場にがっくりと両膝ひざをついてしまいました。

　無理もありません。

　活かつが自らの元気を分け与える技だというなら、それは自らの命を削けずる技だということです。

　文字どおり命を振り絞しぼって、アホタレはソウルイーターを攻せめ続けていたのです。

　そんな攻こう撃げきを長時間続けられるわけがありません。ただでさえ、アホタレは羽う化かする前のソウルイーターにも活による攻撃を繰り返して消しよう耗もうしていたのです。

　一方のソウルイーターは、じっとアホタレを見下ろしています。打たれる度たびに悲鳴をあげてはいたものの、今はもう、苦しんでいる様子はかけらも見られません。

　ソウルイーターがほっそりした腕うでを振りかぶります。天に向かって掲かかげられた掌てのひらの上には、白い光の球たまが浮かび上がっていて──。

　ソウルイーターが腕を振り下ろすと、その動きに合わせて光の球は座り込んだままのアホタレの目の前に落ちて、炸さく裂れつ。

　宙ちゆう高く吹き飛ばされたアホタレは、受け身も取れずに頭から硬い地面に激突して、倒れました。

「イル！」

　叫さけんで駆かけ出したのは、トモエさんです。

　アホタレに駆け寄ろうとしたトモエさんでしたが、ソウルイーターがそれを許しませんでした。

　腕うでを一ひと薙なぎ。たったそれだけの動作でソウルイーターが発生させた光の津波にさらわれて、トモエさんは火か竜りゆう岩がんの柱に叩たたきつけられました。小さな身体からだが、ぐったりと弛し緩かんします。

「ああ……」

　絶望が重くのしかかってきました。

　アホタレもトモエさんも身じろぎはしていますから、生きてはいるようです。が、立ち上がることはできそうにありません。アイカもです。

　ソウルイーターがゆっくりとこちらを振り返ります。

　私は、ただ後じさることしかできません。

「待……て……よ……」

　ソウルイーターの後方──もう立ち上がれないだろうと思われていたアホタレが、立ち上がりました。

　顔は額ひたいから流れた血にまみれ、身体を支える足はガクガクと生まれたての子こ鹿じかのように震ふるえています。

　とても戦える状態じゃないはずなのに、それでも彼は戦おうとしていました。

　いえ──。

　戦おうとしているんじゃありません。彼はただ、守ろうとしているのです。かけがえのない幼おさな馴な染じみを。

　利かない足を懸けん命めいに動かして、ふらつきながらもソウルイーターに近づいたアホタレは、私でも避さけられそうな遅い掌しよう打だを全身を投げ出すようにして繰り出します。

　ソウルイーターは避けもしません。そして、当たったところでよろめきもしませんでした。

　目を剝むき、歯を食いしばって、アホタレは効きもしない攻こう撃げきを繰り返します。

　その必死すぎる姿に、私はいつの間にか泣いていました。

　あのいつだってやる気のないアホタレが、血が大嫌きらいなアホタレが、他人を守るために血を流しているのです。命を尽つくしているのです。

　その姿を、勇者と呼ばずになんと呼ぶのか。

　悲ひ壮そうなまでに、今のアホタレは勇者でした。

　そんなアホタレに背中を向けて、私は歩き出していました。

　ウェルチを逃がす──。

　それは、今の私にできる──アホタレの必死の思いに応こたえるためにできる、唯一の行動です。

　私の足では到底逃げ切れないでしょう。それでもせめて、一歩でも遠くへ。

「ぐああああっ！」

　ソウルイーターの攻撃を受けたのか、アホタレの悲鳴が聞こえてきました。

　私は振り返りません。歯を食いしばって、歩みを進めます。

「待っ……て……」

　ウェルチの手が、胴どうに回した私の腕うでをつかみました。

「アンジュ……待って……」

　私が歩みを止めずにいると、腕をつかむウェルチの手に痛いほどに力が込められました。

「逃げたく、ない……あたしは、戦いたい……」

　怪け我がをしているはずの足を地に据すえつけて、ウェルチは私の歩みを止めました。

「違う、の……アンジュ……」

　私の腕の中にあるウェルチの身体からだが、振り返ろうと身を捩よじりました。

「あたしは、イルに守られたいんじゃないの……イルを守りたいの……」

　声は弱々しくても、私の腕をつかむウェルチの手には、地を踏みしめる傷ついた足には、絶対に逃げないという強固な意志が漲みなぎっていました。

「ウェルチ……でも……私たちには、もう……」

　打つ手がありません。

「方法は、あるよ」

　ウェルチは言います。

「アンジュだって気づいてるよね？　一つだけ、あいつをやっつけられる方法があるって……」

　ウェルチのその言葉は、冷たい氷の手となって私の心臓を鷲わし摑づかみにしました。

　攻こう撃げきも効かない、結けつ界かい術じゆつも破られてしまったソウルイーターを倒せる、たった一つの方法。

　ウェルチの言うとおり、私は気づいていました。

　気づいていながら、気づかないフリをしてきました。考えないようにしてきました。

「だらしないわよ、アンジュ」

　ウェルチが振り返り、私も振り返りました。

　放心したように天を仰あおいでいるソウルイーターの足下に、アホタレが倒れ伏しています。

　背中は辛かろうじて上下していますが、意識はないでしょう。

「なにがなんでも魔ま王おう退治をやり遂げるんでしょう？　なのに、躊躇ためらってるんじゃないわよ。優先順位を間違えてるんじゃないわよ。あなたが一番に守らなきゃいけないのは、誰？　あたしじゃないでしょう？　イルでしょう？」

「それ……は……」

「迷わないで、アンジュ。あなたが守らなきゃいけないのは、イル。あたしが守りたいのも、イル。だから──」

　精神の糸が〝世界の傷〟に触ふれる感かん触しよく。

　ウェルチは横顔に淡い微び笑しようを浮かべると、囁ささやくような声で素速く呪じゆ文もんを唱となえました。

「ウェルチ!?」

　呪文の内容に驚く私の腕うでの中からするりと抜け出したウェルチが、力ある言葉を口にします。

「〝呪戒イマシメ〟」

　虚こ空くうに現れた鎖くさりに巻きつかれて、私は手足の自由を失います。

「あたしが、あいつをやっつける」

「ウェルチ！」

　歩くこともできない私に背中を向けて、ウェルチはソウルイーターのほうへと歩みを進めます。

　その背中には、赤い点が二つ。

　火です。

　ウェルチの背中には小さな火が二つ、揺らめいていました。

「ウェルチ！」

　喉のどが痛むほどに叫さけんでも、ウェルチは立ち止まってはくれません。

「お願い、アンジュ。あたしに願いを叶かなえさせて。最さい期ごの願いを」

　背中で揺らめいていた小さな火が、膨ふくらみ、爆はぜて、翼つばさに変わります。

　赤く、紅あかい、炎ほのおの翼に。

「ウェルチ……」

　私は知っていました。

　ウェルチの最さい期ごの願いを。

　アホタレの──大好きなイルのために戦いたい。

　それが、ウェルチが自らの命の終わりに願った、最期の願い。




　それは、不幸な──そして、不運な事故でした。

　その日、ウェルチが火の神しん殿でんへとやってきたのは、霊れい薬やくの調合に使う火か霊れい草そうを採るためでした。

　火霊草は火か竜りゆう岩がんの近くに生えることの多い霊草で、ウェルチは火霊草が必要になる度たびに、よく火の神殿まで採取に行っていました。

　その日も、火霊草の採取は普通に済みました。いつものようにマモノに襲おそわれることもなく、むしろ順調だったぐらいです。事が起きたのは、彼女が火の神殿を去ろうとしたそのときでした。

　立ち並ぶ火竜岩の一本が、不意に根本から折れたのです。

　原因はわかりません。

　風化によるものなのか、ロックバイト（主に山岳地に生息する、岩を主食とするマモノです）に食われてでもいたのか。

　原因はわかりませんが、とにかく岩は倒れ、ちょうど真下にいたウェルチを下敷きにしたのです。

　致命傷でした。

　突然、我が身に襲いかかった不幸に、ウェルチは戸と惑まどい嘆なげきました。

（あたし、死ぬの？）

（こんなところで、死ぬの？）

（噓うそ）

（嫌いや）

（嫌よ）

（嫌）

（あたしは、まだ、レックス様に……イルに、見てもらってない）

（強くなったあたしを）

（がんばったのに）

（一いつ生しよう懸けん命めい、がんばったのに）

（戦いが嫌きらいなイルのために）

（イルの分もあたしが戦おうって）

（イルのために戦いたいって）

（イルを守りたいって）

（がんばったのに）

（友だちはできなかったけど）

（がんばったのに）

（嫌いや）

（嫌）

（死にたくない）

（死にたくない！）

（死にたくないよぉ……っ！）

　血を吐はきながら泣き叫さけぶウェルチの目に、一羽の鳥の姿が映ります。

　青い空を悠ゆう然ぜんと舞う、火の鳥の姿が。

　フェニックス。

　それが、伝説の不ふ死し鳥ちようだと理解したウェルチは、もはや感覚のなくなりつつある手を空へと伸ばして、フェニックスに呼びかけました。

　伝説を信じて。

　フェニックスに、最さい期ごの願いを叶かなえてもらうために。

　やがて、フェニックスは呼びかけに応こたえるように彼女の傍かたわらへと舞い降り──。

　ウェルチは、最後の力を振り絞しぼってフェニックスに願いました。

（どうか、あたしをイルのために戦わせてください）

　と──。




　伝説は真実でした。

　ウェルチの魂たましいはフェニックスと一つとなり、甦よみがえりました。

　アホタレのために戦うという、願いを叶えるために。

　しかし、甦ったとき、ウェルチは自分が既すでに死んでいるという事実を忘れてしまっていました。

　自分が死んでいるとはまったく思わないまま、彼女はこれまでどおりの日常を過ごし、レムリア様が連れてきたアホタレと三年ぶりの再会を果たしたのです。

　そして、その翌日には私とも顔を合わせ──その後の展開は、振り返るまでもないでしょう。

　ウェルチが自分が死者であるという事実を思い出したのは、私と一いつ緒しよに地下遺い跡せきを抜け、火の神しん殿でんにたどり着いたときです。

　自分が命を落とした場所で、自分の命を押し潰つぶした倒れた火か竜りゆう岩がんを目まの当たりにして、彼女はすべてを思い出したのです。

　それが、彼女が魔ま法ほうで私に見せた記き憶おくのすべて──。

　そして、今、ウェルチは最さい期ごの願いを叶かなえるために、一人、ソウルイーターに立ち向かおうとしているのです。

　ウェルチなら、おそらくソウルイーターを倒すことができます。

　ウェルチは今、フェニックスと一つになることでこの世界に存在しています。

　そして、無限の生命を持つフェニックスには、大だい僧そう正じよう級の僧そう侶りよ十人分どころか百人分にさえ匹ひつ敵てきするほどの、強力な癒いやしの力があります。

　フェニックスならば──フェニックスと一つになっているウェルチならば、ソウルイーターを倒せる。

　私はその可能性に気づいていながら、あえて考えないようにしてきました。

　それは──その方法が、ウェルチの魂たましいをフェニックスから切り離してしまう方法だからです。

　フェニックスに力を使わせるためには、一つになっているウェルチとフェニックスの存在を切り離さなければなりません。

　フェニックスをよりしろとしてこの世に留とどまっているウェルチの魂は、フェニックスと切り離されてしまえば、もうこの世には留まっていられないでしょう。

　それを知っていて、ウェルチはフェニックスを解き放とうとしているのです。

「イル……あたしのためにがんばってくれて、ありがとう」

　ウェルチの手が、足が、火に包まれます。

「今度は、あたしの番」

　火は、手から腕うでへと、足から脚あしへと、徐じよ々じよに燃え広がっていきます。

「あたしが、イルを守ってあげる」

　ソウルイーターが、近づいてくるウェルチに、まるで恐れをなしたように後じさりました。

　フェニックスと一つになっていたウェルチの魂は、ソウルイーターにとって極ごく上じようの餌えさだったはずです。

　しかし、今、ソウルイーターはその極上の餌であるはずのウェルチに、圧倒されようとしていました。

「あなたにも、帰りたい場所があるんだよね。会いたい人がいるんだよね」

　怯おびえる外げ道どう生命体に、ウェルチは優しい声をかけます。

「悲しいよね。大好きな人たちと離れ離れになって。そんな姿にされて。悲しいよね。悔しいよね。わかるよ」

「ア……ア……ア……」

　呻うめきにも似た声を洩もらすソウルイーターに、ウェルチは燃え盛さかる両腕を伸ばします。

「助けてはあげられないけれど……せめて、終わらせてあげる」

　ソウルイーターの白く細い肢し体たいが、突とつ如じよ、燃え上がりました。

　目を剝むき、七色の翅はねを広げて、ソウルイーターは空へと逃げます。

「アンジュ」

　私の名前を呼びながら振り返ったウェルチは、もう、手足だけでなく、胸のあたりまで炎ほのおと化していました。

「最後に、一つだけお願いがあるの」

　唇くちびるを嚙かみしめ頷うなずく私に、ウェルチは願いを告げます。

「あたしを、あなたの友だちにしてほしいの」

　照れくさそうに肩かたを竦すくめて。

「ライバルもいいけど……やっぱり、最後は友だちがいいなって。……だめかな？」

「なにを……」

　込み上げてきた涙なみだが、ウェルチの姿をぼやかします。

「なにを、言ってるんですか。今いま更さら……」

「そっか……」

　悲しげに目を伏せたウェルチに、私は言います。

「とっくに友だちですよ、私たちは」

　伏せられていたウェルチの目が、大きく見開かれて私を映します。

「あなたは私の最大のライバルで、最高の友だちです」

　大きな目をパチパチと二回まばたきさせて、ウェルチは微笑ほほえみました。
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「ありがとう」

　花のように綺き麗れいで、愛らしい笑顔。

　でも、どんなに綺麗でも愛らしくても、花の命は短くて。儚はかなくて。

　ウェルチの笑顔は、真まっ赤かな炎ほのおとなって消えてしまいました。

　同時に、私を縛しばりつけていた〝呪戒イマシメ〟の鎖くさりも砕くだけて消えていましたが、今いま更さら動けるようになったところで、私にできることはなにもありませんでした。

　ほんの今までウェルチだった炎が、大きく逆さか巻まいて一羽の鳥を象かたどりました。

　大きく神こう々ごうしい、炎の鳥。

　目に深い慈じ悲ひと知性をたたえた伝説の幻げん獣じゆうは、頭こうべを垂たれて目の前に倒れているアホタレの頰ほおに自らの頰を寄せると、燃え盛る翼つばさを広げて飛び立ちました。

　煌きらめく火の粉を振りまいてフェニックスが向かうその先には、火に包まれて悶もだえ苦しむソウルイーターの姿がありました。

　夕焼けの赤い空に高い声を響ひびかせて、フェニックスはソウルイーターに全身でぶつかります。

　無限の生命を持つ不ふ死し鳥ちようと、死者の魂たましいを喰らう外道生命体は、一つの巨大な火球となり──。

　音もなく、爆はぜました。




　ソウルイーターを発生源としていた濃のう厚こうな死の臭においが、消えていきます。

　夕焼けの赤から炎の赤へと塗り替えられた空から聞こえてきた、安らいだような女の声は、ソウルイーターの──外げ道どう生命体にされてしまった哀あわれな魔ま人じんのものだったのでしょう。

　空を覆おおった炎は、火の粉の雨となってソレイユの丘へと降り注ぎます。

　あたたかい──しかし、決して熱くはない火の粉を全身に浴びながら、私は空に──赤い空を悠ゆう然ぜんと舞うフェニックスに向けて、手を伸ばしていました。

　その手にふわりと舞い落ちるものがありました。

　羽根です。

　あたたかく、やわらかく、赤い──羽根。

　それが手に触ふれた直後、どこからともなく声が聞こえてきました。

　ウェルチの声が。

（アンジュで、よかった）

（イルと一いつ緒しよに旅をする魔ま法ほう使つかいが、アンジュで、よかった）

（アンジュじゃなかったら、あたしはきっと、こんな安らかな気持ちでは逝いけなかった）

（お願いね、アンジュ）

（あたしの分まで、イルのために戦って）

（イルを、守ってあげて）

　私は叫さけびました。

　フェニックスの羽根を握にぎりしめて。

　逝いってしまった、たった一人の友だちの名前を。

　何度も。

　何度も。

　叫び続けました。

　フェニックスの姿が天の彼方かなたに消えてなくなるまで。
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　あの後、どうやってフルブライトまで戻ってきたのか。はっきりとは憶おぼえていません。

　レムリア様に頰ほおをひっぱたかれたような気もしますから、レムリア様が迎えにきてくれたのかもしれません。

　ただ、それが山の上での出来事なのか、街に帰ってからの出来事なのかも曖あい昧まいになっていますから、やっぱりよくわかりません。




　意識がはっきりしたときには、私は宿屋のベッドの中にいました。

　傍かたわらには椅い子すに腰こし掛かけたトモエさんがいて、アホタレも、アイカも、トモエさん自身も、みんな無事だと教えてくれました。

　フェニックスの振りまいた火の粉には、どうやら癒いやしの力があったらしく、重体だったアホタレも、既すでに意識を取り戻しているという話でした。

　幼おさな馴な染じみを失った彼が、今どんな気持ちでいるのか──。

　気にならなかったわけではありませんが、そのときの私には、他人を気き遣づかっている余よ裕ゆうはなくて……。

　私が目を覚ますのを見守ってくれていたトモエさんに対しても、今は一人にしておいてほしいと言って、部屋から出ていってもらったほどでした。

　このときの態度については、後日、ちゃんと謝らなければならないでしょう。

　ウェルチの件で悲しい思いをしているのは、私だけじゃありません。ウェルチを子供の頃から知っているトモエさんの悲しみは、あるいは私よりずっと深かったかもしれないというのに。

　気持ちに余よ裕ゆうがなくなると、善意を向けてくれる相手に対しても思いやりを失ってしまうのが、私の駄だ目めなところです。

　トモエさんが部屋を出ていった後、もうなにも考えたくなかった私は、アホタレに会いにいくこともレムリア様に詳しよう細さいを報告にいくこともせずに、頭までシーツを被かぶって、眠ねむりました。




　翌日──。

　レムリア様が私の部屋を訪れたのは、正しよう午ごの鐘かねが街に鳴り響ひびいた少し後のことでした。

　心の重さが身体からだまでも重くして、怪け我がもしていないのにいつまでもベッドから出ずにいた私は、当然、寝ね間ま着き姿のままで──本来ならとてもレムリア様にお会いできるような格好ではないのですが、

「気にするな。そのままでいい」

　レムリア様はそう言って、着替えるために立ち上がろうとした私を制しました。

「すまなかったな、アンジュ」

　ベッドの傍かたわらにあった椅い子すに腰こし掛かけたレムリア様は、深く頭こうべを垂たれて謝罪の言葉を口にしました。

　ハイドフェルト家のご息そく女じよであり、フルブライトでも権けん威いのある立場にあられるレムリア様が平民の私に頭を下げるなんて、普通はありえないことです。

　戸と惑まどう私に、「謝らねばならないことを、私はしたのだ」、悲しげな微び笑しようを見せて、レムリア様はウェルチのことを話してくれました。

　レムリア様は、ウェルチが既すでにこの世のものではないことを、知っていたのだそうです。

　ウェルチが火の神しん殿でんで命を落とした日──。

　いつまでも帰ってこないウェルチを心配したレムリア様は、嫌いやな予感を覚えて火の神殿へと足を運び、そこで火か竜りゆう岩がんの下敷きになったウェルチの亡なき骸がらを発見しました。

　弟の幼おさな馴な染じみであり自らの弟で子しでもあった少女の突然の死に、レムリア様は悲ひ嘆たんに暮れました。

　しかし、憔しよう悴すいしながら街に戻ってみると、そこにはなぜかウェルチがいて──。

　レムリア様はすぐに理解しました。今、目の前にいるウェルチがフェニックスと一つになった存在だと。

「なにしろ、ウェルチが死んでいたのは火の神殿だったからな」

　ウェルチのがんばりを間ま近ぢかで見てきたレムリア様には、ウェルチの最さい期ごの願いも想像がついたそうです。

　イルのために戦いたい──。

　アホタレがフルブライトに向かってきているのが遠とお見みの魔ま法ほうでわかったのは、そんな折でした。

　レムリア様は悩みました。

　ウェルチの願いを叶かなえさせてやりたい。しかし、願いが叶えばウェルチは天に還かえってしまう。

　悩んだ末に、レムリア様はウェルチの願いを叶えさせてやることを選せん択たくしました。

「死者の魂たましいがいつまでもこちらに残っているのは、幸せなことではないからな」

　私たちの前に転移の魔ま法ほうで現れたレムリア様は、まずはアホタレだけをフルブライトに連れ去り、ウェルチの死を告げました。

「あれにウェルチが死んでいることを告げるには、覚かく悟ごがいったよ」

　レムリア様がアホタレにウェルチの死を告げたのは、二日後──私とトモエさんが学院を訪れる直前だったそうです。

　レムリア様でさえも、覚悟を決めるのにそれだけの時間を要したのです。

　ウェルチの死を知ったアホタレの取り乱しぶりは、尋じん常じようではなかったそうです。

「噓うそだ、ありえないとさんざん喚わめいてな。挙げ句にタチの悪い冗じよう談だんはやめろとつかみかかってきた。あいつがあんなに感情を露あらわにするのを見るのは、久しぶりだったよ」

　レムリア様は、アホタレを落ち着かせるために、やむなく殴なぐって気絶させました。

　私とトモエさんが学院長室を訪れたとき、アホタレが頭に大きなたんこぶを作って気絶していたのは、そういう理由があったのです。

　そして、レムリア様はウェルチの願いを叶かなえるために、私との勝負を提案しました。

「願いを叶えるだけなら、なにもあんな勝負をする必要もなかったのだがな。私はウェルチに安心して逝いってもらいたかったのだ。アンジュ、おまえを認めることでな」

　アホタレのために魔ま法ほうの勉強をがんばってきたウェルチ。

　彼女に代わってアホタレと一いつ緒しよに旅をする魔法使いが、実力も覚かく悟ごもない半はん端ぱ者ものであれば、ウェルチは安心して逝けない。

　そう考えたレムリア様は、私とウェルチを直接競わせることで、ウェルチに私を認めさせようとしました。

「本当にすまなかったと思っている。事情を説明するのが筋すじだったのだろうが、私はおまえに先入観なしにウェルチと競ってもらいたかったのだ」

　たしかに……。

　もし、事前にウェルチの事情を聞いていたとしたら、全力でウェルチと競えていたかどうか……自信がありません。

　勝負の内容をフェニックス探しにしたのは、ウェルチに自分が死者であることを思い出してもらいたかったからだそうです。

　ウェルチはたしかに、自分が死者であることを忘れていました。

　フェニックスを探し求めて火の神しん殿でんに赴おもむき、そこで記き憶おくを取り戻したのですから、レムリア様の目もく論ろみは成功したといえるでしょう。

「それについても、迷った。誰だって、自分がもう死んでいるなどと知れば、混乱するだろう。心が壊こわれてしまっても不思議ではない。だが、私はウェルチに自分の真実を知った上で、受け入れた上で、願いを叶かなえてほしかったのだ。そして、ウェルチならば、自分の真実を知ってもそれを受け入れられるだろうと信じた。あれは、強い娘むすめだったからな」

　レムリア様の信じたとおり、ウェルチは自らが死者であることを思い出しても、心を壊すことなく戦いました。

　誰よりも冷静に、誰よりも勇気を持って。

　その心のなんと強いことか。

「よもや、フェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』やらソウルイーターなんて化け物まで絡からんでくることになるとは思いもしなかったが……よくぞ無事でいてくれた」

「ウェルチの、おかげです……」

　ウェルチがいなければ、私もアホタレもトモエさんもアイカも、ソウルイーターに殺されていたでしょう（アイカはしたたかに逃げ延びそうな気もしますが）。

　ウェルチがフェニックスを解放してくれなければ、ソウルイーターを倒せなかったのはもちろんのこと、ソウルイーターが積極的に私たちを殺そうとしなかったのも、ウェルチという極ごく上じようの餌えさが目の前にいたからでしょう。

　本当に、すべて、ウェルチのおかげなのです。

　ウェルチから命をもらって、今、私はここにいるのです。

　そう思うと、ベッドから出もせずに塞ふさぎ込んでいた自分が急に恥ずかしくなって、居ても立ってもいられなくなりました。

「……レックス様のところに、いってきます」

　私が脚あしにかけていたシーツをはぐって言うと、レムリア様は「そうか」と頷うなずいて、椅い子すから立ち上がりました。そして、言いました。

「頼む。あれも、深く傷ついているはずだ」




　着替えてアホタレに部屋を訊たずねてはみたものの、何度かノックしてみても返事はなく──私は、宿の裏へと足を運びました。

　宿の裏にある大きな欅けやきの木。

　部屋にいないのであればきっとそこにいると、根こん拠きよはありませんが、そう思ったのです。

　果たして、そこにアホタレはいました。

　一昨日おとといの夜には、欅に背中を預けて一心不乱に星空をスケッチしていたアホタレは、今は欅に力なく寄りかかって、覇は気きのない目を青い空に向けていました。

「レックス様」

　呼びかけると、アホタレは空に向けていた目を下ろして、「よぉ」と力なく笑いました。

「隣となり、よろしいですか？」

「ああ、どーぞ」

　アホタレの隣に腰こしを下ろし、彼がそうしているように欅の幹に背中を預けます。

「身体からだ、へーきか？」

「問題ありません。元々、私はたいした怪け我がはしていませんでしたから……」

「そっか」

「レックス様は？」

「オレも、もうなんともないよ。ウェルチが治してくれたから」

「それは、なによりです」

「感謝しないとダメだよなー。ウェルチには」

　言って、また空を見上げます。

「……レックス様は……」

　対称的に、私の目は地面に向いていました。

「……知っていたんですね。ウェルチのこと……」

「……ああ、まあ……な。……わりぃ」

　小さな声で、謝ってきます。

「話さなきゃなーとも思ったんだけどさ。……なんつーか、オレ自身、踏ん切りがつかなかったっていうか、信じたくなかったっていうか……」

　勝負の前夜、アホタレがこの場所で一心不乱に星空をスケッチしていたのは、悲報に悶もだえる心を彼なりに必死に静めようとしていたのでしょう。

「責めませんよ」

　勝負の当日には、彼はいつもの彼に戻っていました。もちろん、一晩で悲しみを乗り越えたわけではないでしょう。

　悲しみを押し殺して、いつもの自分を演じていたのです。

　ウェルチのために。

　そんな彼を──懸けん命めいに悲しみと戦っていた彼を、どうして責めることができるでしょうか。

　思えば、ウェルチが仕掛けていた罠わなにアホタレが片かたっ端ぱしからかかっていたのも、ウェルチの努力を無む駄だにするまいとする、彼の優しさだったのかもしれません。

「……友だち……」

　アホタレの口から出たその言葉に、私は伏せていた顔を上げました。

「……なってくれて、ありがとな」

　アホタレのほうを見ると、空の色を映したような青い目と目が合いました。

「トモエさんから聞いたんですか？」

「ああ」

　私とウェルチが交わした最後の会話……。

　あのとき、アホタレは消しよう耗もうとソウルイーターの攻こう撃げきで意識を失っていました。

「オレ、さ」

　アホタレの青い目が、浅く伏せられました。

「アンジュがウェルチの友だちになってくれたら……って、思ってたんだ。アンジュなら、きっと、ウェルチのいい友だちになれるって……」

　そういえば、勝負の前夜にも、アホタレはそんなことを言っていました。

「なぜ、そう思ったんです？」

　アホタレは人差し指で頰ほおを搔かいて、答えます。

「なんとなく、似てるかなって」

「……そうですね」

　たしかに、ウェルチは私によく似ていました。

　気が強くて、負けず嫌ぎらいで、譲ゆずれない願いがあって、そのために強くなろうと必死で。

　人付き合いが苦手で、友だちがいないところまでそっくりで……。

「私も、ウェルチと同じだったんです。今までに、ただの一人も友だちができたことがなくて……」

「そっか」

「だから、ウェルチは……私の、初めての友だちだったんです。たった一人の、友だちだったんです」

　ぐずっ、と鼻を啜すすったのは、私です。

「そのたった一人の友だちを、私は──」

　その先の言葉を口にしようとすると、喉のどが強こわ張ばりました。

　心だけじゃなく、身体からだまでもが、ウェルチの死を受け入れることを拒否しているのです。

　私だって──。

　私だって、まだ信じられないんです。

　あの勝ち気で嫌いや味みで猫ねこっかぶりなハーフエルフが、もういないなんて。

　彼女の悪態がもう聞けないなんて。

　信じられないんです。

　認めたくないんです。

　でも、信じなければ、認めなければ──受け入れなければ、前に進めません。

　だから、私は言葉の続きを口にしました。

「──失ってしまったんです」

　強張った喉のどから無理やり出した声には、嗚咽おえつが交じっていました。

　アホタレの顔が涙なみだで揺らいで見えます。

　今にもあふれそうな涙を、私は目め頭がしらに力を込めてこらえました。

　ウェルチにライバルだと認めてもらえたことは──彼女と友だちになれたことは、私にとっては大きな誇ほこりです。

　だから、私は泣きたくないのです。彼女のことを涙で語りたくはないのです。

「早いよなぁ」

　アホタレが手を前まえ髪がみに入れて言いました。

「オレ、あいつとこんなに早く……こんな形で別れることになるなんて、思ってなかったよ」

　前髪を押さえるその手は、震ふるえていました。

「本当に、これっぽっちも思ってなかったんだ。オレ……あいつとは、もっと、ずっと……それこそ、オレが年食って死ぬまで、付き合っていくんだろうって思ってたんだ。当たり前みたいに、思ってたんだ」

　アホタレの膝ひざにポツポツと小さな染みが生まれました。

　涙です。

　アホタレは、泣いていました。

「オレ、悲しいよ」

　涙なみだの染みは、消えるどころかどんどん増えていきます。

「すげー、悲しいよ」

　肩かたと背中を震ふるわせながら、時折しゃくり上げながら、アホタレは涙を流し続けます。

「泣か……ないで……くださいよ……っ」

　私だって泣きたいのに。

　我が慢まんしているのに。

「そんな、目の前で泣かれたら……我慢、できなく……なっちゃうじゃ……っ」

　言っている間にも、私の涙の関は決けつ壊かいをはじめていました。

「ウェ……ルチ……」

　一度あふれ出した涙は、もう、止まりませんでした。

　我慢なんて、できるはずがなかったんです。

　たった一人の友だちを失って、涙をこらえるなんて、そんなの無理に決まってたんです。

　アホタレだって、そうです。

　彼にとって、ウェルチは家族にも等しい存在だったんです。

　ソウルイーターとの戦いで彼が見せた、まったく彼らしくない凄すさまじいまでの気迫。

　もしも、あのとき、ソウルイーターに喰われかかっていたのがウェルチではなく私だったら、アホタレはそれでもあんなふうに、命を吐はき出すようにして戦ってくれたでしょうか。

　答えは、きっと、否いなでしょう。

　ウェルチだからこそ、アホタレはあんなにも必死に戦ったのです。

　そんな大切な幼おさな馴な染じみを失ってしまった彼に涙をこらえろというのは、無理な話であり酷こくな話でしょう。

　私は──。

　私とウェルチが知り合ってから別れるまでの時間は、アホタレみたいに長くはありません。

　ほんの一日。

　それでも。一いつ緒しよに過ごした時間は短くても。

　私とウェルチは、最大のライバルで最高の友だちです。

　いつの間にか、私とアホタレはお互いの手を握にぎり合っていました。

　手を握り合い、頭と肩かたをくっつけて、私たちは声をあげて泣き続けました。

　泣き疲れて、眠ねむりに落ちるまで。

「アンジュは、いなくならないでくれ」

　眠りに落ちる間ま際ぎわ、アホタレのそんな声が聞こえたような気がしました。

　あるいは、それはもう既すでに夢だったのかもしれません。

　現実か夢か定かではありませんでしたが、それでもその声に、私はこう答えていました。

「私は最後まであなたと共にあります」

　と。

　ウェルチの分まで。




「マオの空中遺い跡せきだ」

　アホタレと寄り添い合ったまま眠ねむってしまうという大失態をやらかした翌日、学院長室に私、アホタレ、トモエさんの三人を呼び出したレムリア様は、開口一番、そう言いました。

「そこで銀ぎん竜りゆうユランに会ったと、お祖ば母あ様は言っておられた」

　なんという奇き遇ぐう。

　マオの空中遺跡といえば、トモエさんと同じ顔を持つ少女──ヒナギクが去り際に口にした、まさにその場所です。

　自分が何者かを知りたければ、マオの空中遺跡に行け──と、ヒナギクはトモエさんにそう言いました。

　つまりは、そこに行けば、トモエさんが知りたがっていることの答えが手に入るのです。

　そして、レムリア様の次の言葉は、それを裏付けるものでもありました。

「お祖母様がトモエを発見した遺跡も調べがついた。……マオの空中遺跡だ」

　マオの空中遺跡。

　そこに行けばトモエさんの出しゆつ自じがわかり、四天竜ノーブルドラゴンにも会えるというのであれば、私たちが次に向かう先は、そこ以外にはありません。

　──が、マオの空中遺跡を次の目的地と決めてしまうには、大きな問題がありました。

　場所がわからないのです。

　マオの空中遺跡は、文字どおり空中で発見された遺跡です。

　空中で発見された遺跡は一つではないのですが、マオの空中遺跡は空中遺跡の中でも特殊な存在で──なんと、移動を続けているのです。

　方向を変え、時には高度さえ変えながら。

　その移動範囲は広く、アデール大陸の上空に限りません。

　今、このとき、私たちの真上を飛んでいる可能性もあれば、遥はるか世界の最さい果はてを飛んでいる可能性もあるわけです。

「マオの空中遺跡を目指すのであれば、天空観測所の協力がいるな」

「です……ね」

　天空観測所は旧世界研究ギルドの一つで、空中遺跡の研究と管理を専門にしているところです。

　もちろん、その中にはマオの空中遺跡も含まれていますから、天空観測所であれば、マオの空中遺跡が今現在どこの空を飛んでいるのかも把は握あくできているはずです。

　では、その天空観測所に行けばいいだろうと言われてしまいそうですが、それはそれで、また新たな問題が出てきてしまうのです。

　天空観測所の所在地です。

　フルブライトから天空観測所までの道程は、乗合馬車を利用可能なところは利用するとして──一ひと月つき弱といったところでしょう。

　近場というほど近くもありませんが、さほど遠くもありません。

　問題は、その一月弱の間に国境をまたいでしまうということでした。

　つまり、天空観測所は敵てき国こくであるフェブロニア領内に存在しているのです。

　本来、天空観測所はどこの国にも属さない独立機関だったのですが、それも戦争がはじまる前までの話で。

　フェブロニアが軍事侵しん攻こうを本格化させた今では、天空観測所も実質、フェブロニアの一研究機関に成り下がってしまっているという話です。

　そんな現状では、果たしてランドールの人間である私たちに協力してもらえるかどうか、怪しいところです。

「紹しよう介かい状じようは書いてやろう。あそこの所長とは面識がある」

　レムリア様が難しい顔をして言います。

「もっとも、それで協力を得られるという保証もないがな。私も、今あそこがどうなっているのか、詳くわしくはわからないのだ」

　すまない、と詫わびるレムリア様に、私は頭を下げました。

「十分すぎるほどです。ありがとうございます」

　フェブロニアとの国境線を越えることがまず難しく、天空観測所に赴おもむいたところで協力を得られる保証もなく、天空観測所が本格的にフェブロニアの言いなりになっていた場合、レムリア様の紹介状がマイナスに働いてしまう危険すらありえるのです。

　それに……フェブロニアには、彼がいます。私たちの死を予言した『予言者』ソーマ＝サイフォスが。

「どうしますか？　レックス様」

　私は、一応のリーダーであるアホタレに決断を仰あおぎました。

「危険は多く、マオの空中遺い跡せきの所在をつかめる保証もありませんが、私たちには他ほかに手掛かりがありません」

「んー……」

　来客用のソファにだらしなく腰こし掛かけてあくびをしていたアホタレは、人差し指でこめかみをコリコリと搔かいて、答えました。

「わからないかもしれないけど、わかるかもしれないんだろ？　だったら、とりあえず行ってみりゃいいんじゃねーの？」

　他ひ人と事ごとにも聞こえる物言いですが、一応、話は理解しているようです。

「行ってみてダメなら、また考えりゃいいさ」

　アホタレらしからぬ、前向きな意見。

　これも……ウェルチのおかげなんでしょうか。

　自分のために命を懸かけて……いえ、命を越えてがんばってくれた少女に報むくいたいという思いを、彼なりに抱いだいているのかもしれません。

「ま、オレに考えるのを期待されても困るけどなー」

　へらへらと知性のかけらもない笑みを浮かべます。

　このあたりはいつものアホタレですが……たしかに、彼に考えることまでは期待していません。考えるのは、私の役目です。

「トモエさんは、どうです？」

「あ、わ、私は……」

　アホタレの隣となりに姿勢よく立っていたトモエさんは、前で組んだ手をもじもじと動かして口ごもります。

「遠えん慮りよはいりません。私たちの旅の目的と、トモエさんの旅の目的が重なったんです。これが偶ぐう然ぜんなのか、それとも必然なのか……今はまだわかりませんが、どちらにしろ、私は僥ぎよう倖こうだと思っています」

「アンジュ様……」

　トモエさんはもじもじと動かしていた手を止めると、目を閉じ、深呼吸を一つ。それから目を開けて、決意の表情で言いました。

「私も、マオの空中遺い跡せきの場所がわかる可能性があるのならば、天空観測所に行きたく存じます」

　トモエさんが躊ちゆう躇ちよしていたのは、自分の目的に私たちを付き合わせることに引け目を感じていた──ということだけではないでしょう。

　トモエさんはきっと、怖いのです。

　自分が何者なのかを知ることが。

　自分が何者なのかを知るために旅にまで出ながら、いざ答えに近づいたら怖いと感じてしまう。

　矛む盾じゆんしているようですが、気持ちは理解できます。

　ましてや、自分とまったく同じ顔をした少女と会った後となれば、尚なお更さらでしょう。

　ヒナギクは戦いこそが自分の存在意義であるかのような発言をしていましたし、マオの空中遺跡にたどり着くことができたとしても、そこでトモエさんを待っている答えは、必ずしも幸せなものではないのかもしれません。

　それでも、彼女は決意をしたのです。

　ならば、私は彼女の決意が無む駄だにならないように、力を貸しましょう。

「では、決まりです。マオの空中遺い跡せきを目指して、まずは天空観測所に向かいましょう」

　宣言すると、杖つえを握にぎる手に自然と力が入りました。

「はいっ！」

　トモエさんが屈くつ託たくのない笑顔で応こたえます。

　アホタレは面めん倒どうくさそうにうなだれつつも、右手を上げて、了りよう解かいの意を示しました。

「残りの四天竜ノーブルドラゴンの居い所どころについても、調べてみよう」

　さらなる協力を約束してくれたレムリア様に、私はもう一度、深く頭を下げました。




　私たちが学術都市フルブライトを後にしたのは、それから三日後のことでした。

　本当はその日のうちにも出発したかったのですが、レムリア様に数日待つよう引き留められてしまったのです。

　その理由は、今、私の左手の薬指で煌きらめいています。

　紅玉ルビーのような赤い石の埋うめ込まれた指輪──。

　結けつ界かい強化の指輪に似ていますが、別物です。

　これは、レムリア様が作りかけだった──あとはフェニックスの羽根があれば完成すると言っていた、あの指輪です。

　あの指輪が完成したのです。

　私の手に降ってきた、フェニックスの羽根を使って。

　未完成時には透明だった石の色は、今はフェニックスの羽根の色が反映されたのか、赤く煌めいています。

「これには、火と癒いやしの魔ま法ほうを高める力がある」

　と、レムリア様は言っていました。

　そして、こうも言いました。

「名前は……そうだな。フェニックス・リングとでもしておこうか。餞せん別べつだ。持っていけ」

　ありがたく、私は受け取りました。

　癒しの魔法は私には使えませんが、火の魔法の強化は大きな力になります。理論は完成していながら私自身の力不足により使うことができないでいた独自オリジナルの魔法も、この指輪の力を借りれば使えるようになるかもしれません。

　それに、ウェルチが遺のこしたフェニックスの羽根が素材として使われているというのであれば、この指輪──フェニックス・リングはウェルチの形かた見みでもあるわけです。

　私にとっては、アクセサリーとしてだけでなく、いついかなるときも心に力を与えてくれる──心のお守りとしても、役立ってくれることでしょう。

「そういや、さ」

　最さい後こう尾びを覇は気きなく歩いていたアホタレが、ふと口を開きました。

「あいつは、どこいったんだ？」

「あいつ？」

　足を止め、振り返って問い返します。

「あの赤い髪かみしたカタナ女だよ」

「ああ、アイカですか。彼女なら、あの日の翌日にもうフルブライトを発たったそうですよ。どこへ行ったのかまでは知りませんが」

「そっかー」

「彼女に、なにか用でもあるのですか？」

「用ってほどでもないけどさ。あいつにも一言、礼を言いたかったなーって」

「なるほど……」

　アイカにとってはただの仕事にすぎなかったのでしょう。それでも彼女が今回、ウェルチを守ろうと私たちと一いつ緒しよに戦ってくれたのは事実です。

　礼を言うのは、まったくの筋すじ違ちがいというわけではないでしょう。

「きっと、またどこかで会えますよ」

　と、トモエさん。

「そうですね……私も、そんな気がします」

　血ち桜ざくらのアイカ。

　彼女には色々と訊ききたいことがあったのですが、今回も結局、訊けず終じまいになってしまいました。

　が、彼女とは妙みような縁えんがあるようですし、旅を続けていれば、またどこかで顔を合わせることもあるでしょう。

　そのときにはまた敵てきになっている可能性も大いにありますから、積極的に会いたいとは思いませんが。

「それにしても、本当にいいお天気ですね、今日きようは」

　トモエさんが空を見上げて言いました。

「こんなにお天気がいいと、ウズウズしてきます」

「ウズウズ？」

　首を傾かしげる私に、トモエさんは日だまりのような笑顔で答えてくれました。

「お洗せん濯たくです」

「ああ、なるほど」

　長年ハイドフェルト家のメイドを務めてきたトモエさんらしい思考に納なつ得とくしつつ笑いつつ、私も空を仰あおぎ見ました。

　雲一つない、真まっ青さおな空。

　旅立ちに相応ふさわしい、空。

　ウェルチの願いを叶かなえたフェニックスは、今もこの空のどこかを飛んでいるのでしょうか。

　つい先程、旅立ちの間際に、レムリア様が聞かせてくださった話が思い出されました。

　フェニックスにまつわる話です。

　フェニックスが死者の願いを叶えるという話には実は続きがあって、フェニックスによって願いを叶えられた死者の魂たましいは、消えてなくなってしまうわけではなく、フェニックスと一つになって永遠を得るのだそうです。

　フェニックスとはいわば死者の魂の結けつ晶しようであり、いずれ世界が滅びるときに、星に人々の記き憶おくを届ける役割を担になっているのだとか。

　あくまでも仮説の一つであり、根こん拠きよはないそうですが──もし、その話が真実であるなら、ウェルチの魂たましいは今もフェニックスの一部として、この空のどこかを飛んでいるということになります。

　真実であってほしいと思います。

　そして、見守っていてほしいと思います。

　空の彼方かなたから。

　アホタレを。

　私を。

　私たちの旅を。

　どうか。




　遠くで鳥の声が聞こえたような気がしました。







　　　　あとがき




　どうも。

『竜と勇者あいつと可愛げのない私２』です。

　無事、アンジュたちの旅の続きをお届けすることができて、ホッとしています。

　書きたい・続けたいと思える作品を、書かせてもらえる・続けさせてもらえることほど嬉うれしいことはありません。

　これも偏ひとえに担たん当とうさん、イラストのぎん太たさん、デザイナーさんをはじめとする、この本に携たずさわってくださったみなさんのおかげです。

　ありがとうございます。どこまで続けられるかはまだまだまったくわかりませんが、今後もよろしくお願いいたします。

　……と、のっけから謝しや辞じを述べてしまったおかげで、早くも書くことがなくなってしまいました。

　もう本当に、あとがきが苦手です。

　というか、フリートーク全般から昔から大の苦手で、知人と話していても基本的には聞き専門、メールを書けば用件のみ、流行に流されてツイッターに手を出してみたもののなにを呟つぶやいていいやらさっぱりわからず放置気味……という有り様で。

　知人各位には愛想あいそのない奴やつですみませんと平謝りするしかありません。どうか見捨てないでやってください。

　結局、私が物書きになったのも、言いたいことが口では上う手まく言えないから……ということなのだと思います。

　言いたいことが口で言えるなら、物書きなんてやる必要はないのです。

　つまり、口下べ手たこそが物書きの本来あるべき姿なのである！　と意味不明かつ間違った主張をしてみたところで、今回はこのへんで。

　最後にちょびっと告知をさせていただきますと、この本と同月発売の『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』に『竜と勇者と可愛げのない私』の短編が掲けい載さいされています。一巻と二巻の間のお話です。興味のある方はそちらも手に取っていただければ、と。

　それでは、また次巻でお会いできることを祈いのりつつ──。
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第５回電撃ゲーム小説大賞〈選考委員特別賞〉受賞者。関西に移り住んで３年、お好み焼きをおかずにごはんを食べることに抵抗がなくなった。むしろ今では至高の組み合わせだと思っている。
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ぎん太た

茨城県水戸市在住。ゲーム原画、イラスト、漫画等色々やらせていただいてます。最近フルデジタルで描くのが快適に。またＭａｃも使いはじめました。









電撃文庫





竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私わたし２
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